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年報第三擁護刊の辞

年報第3：号を上梓する運び、とえにり、心中ひそかに喜びに堪えない。本研究所もここに第3年を辿

・り終ヲた次第である。

発足以来、機構、事業、業務等の面に於いて、幾多の改変を経て来たが第3年目に在っても亦記

録せねばならたい一、この事項を見た。

そのーは細菌部血築課廃止の気運が強まったことであり、そのこはワクチン製造事業を縮少した

ととであるo その三は臨床検査課設置を企劃した点にある。

このよう危変化は衛生研究所本来D性格に照し、又はその在b方に却し、或は又社会状勢の推移

に立脚して行われるものであてコて、偏に本研究所の発展及び、都民への意義を慮。て実行されている

ものであるO これこそ本研究所の生々流転、流行不易の姿であると思う。

このよう訟事実は本研究所の歴史の一里塚として記録すべきものであるが、すべて昭和27年度

托於いて実現するものであるために、年報第3号に載せる所とはたら友いのであるO 然し之等の計

画は昭和26年度中に行われたという真実を誤らないために、ことを借りて記し止めて置く次第で

，ある。

年報の編集は大体に於いて第2号に伝らい、特に変った扱いをしたかった。従って機構、事業、

業務を先宇記載し、次に本研究所で行われた研究事項を収録した。

紙数等を考慮したために研究事項の中特に適当と思われるもののみを採躍したが、それとても詳

記することを避けて抄録程度としたものもある。然し本研究所に於ては、別に特殊研究を選び＼毎

月単行しているので、その方に譲ったものもあるわけである。

幸に諸賢の御参考になる所あらば＼刊行の目的は概ね達成せられたというべきである。

昭和27年 3月

新 井 養 老
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第一主主序 説

東京都立衛生研究所は東京都に於ける公衆衛生の向上、増進に寄与するために昭和24年3月耳目

に設立された。主た業務内容は細菌学的検査よ血清検査、環境検査、水質検査、飲食物検査、薬品

検査、獣疫検査、各種ワクチン、乾燥血疑の製造等である。衛生行政に基いて要請される試験検査

を行うと同時に一般都民、－開業医たどの依頼にも応じ;-C;jなり、学術的調査研究にも余力を割いてい

る。又地方衛生研究所、その他各研究機関との技術交換を活j設に行って技術の向上検査成績の確実

性を期すると共に、衛生検査指針の作成に委員を送って協力する危ど、技術指導方面にも役割を果

している。

東京都立衛生研究所の沿革は昭和24年 3月5日の！日衛生検査所、衛生試験所、細菌検査所、製

薬研究所、血築研究所、獣疫検査所、大島幸L肉検査所の7機関の合同に始まる。東京都内に類似検

査機関が散在していることは衛生行政に関する統一の不備、ひいては迅速な行政処置に支障を来た

す事は明かであD、東京都民権威ある衛生機関として各種の試験検査設備を有する綜合的衛生検査

研究機鳴の存在する事’はもとより要望されていた所である。

偶々厚生省より類似衛生機関の整備統合に関する「地方衛生研究所設置要綱案」が発表され声に

及んでこの機運は急速に高まり、之J亡米占領軍当局よりの統合に関する指令も加。て早急に東京都：

立衛生研究所は発足する事となったのであるO 当初の組織は総務、細菌、生活衛生、食品獣医、犯

学検査、製薬の 6部 i7課となっていた。さて発足後暫らくは移転に伴ふ施設の不備、職員聞に於

ける融和たどの問題もあり業務は軌道に乗るに至らなかりたが、施設が完成するに及んで、業績・も徐

々に上昇し職員聞に於ける融和もなり、半歳を出です~Lて本研究所の基礎は定ったのである。昭和

25年 12月に機構の改革があり、製薬部を廃止し、同部の資源課を化学検査部に移管して医薬品第

二課とした。之は製薬研究所の設立目的であった不足医薬品の製造補充が、終戦後5年を経τ民間
製造会社の整備されて来た昭和 25年に於ては製薬部の存在意義も失はれた事によるものである。

叉昭和 26年に於ては血衆課を廃止し臨床検査課設置の機運の高まって来ていることは発刊の辞に

述べられた所であり、本所の組織も相当の変化を見たdつけであるが、結局製造部門が縮小されて殆

んど廃止に近い状態となり業務内容は検査研究方面に来約されたわけである。

-., -



一
一
東
京
都
立
衛
生
研
究
所
の
組
織
と
事
業

国

三｜立.rr
．郎｜ロμ

主経 主総
事事

存怠

務

立務
花

宣課
ん｜

｜‘｜  

他統｛長女人
の計頼書事
部報試のに
課告験受関
に、の発す
属他受ー、る
さ局付編事
な課集
いへ保
事の存
報
止h
~ 

野理
中

央子
I I 

其物予
他品算
のり、

会購決
計頁算
事、に
務出関
納す
保る
管事

－i
一
、
各
種
伝
来
病
病
原
菌
、
食
中
毒
の
検
査
診
定

一

一

、

血

清

学

的

反

応

検

査

、

ー

微

生

物

課

l
一
一
、
消
毒
剤
、
予
防
剤
の
効
力
検
査

技
師
辺
野
喜
正
夫
一
一
、
主
峡
、
昆
虫
の
検
査

一l
一
、
部
内
他
課
に
属
さ
な
い
事

i
寄

生

虫

課

l
l一
、
原
虫
、
寄
生
虫
の
検
査
一
堂
島

技

師

千

野

秀

夫

技ヲ

師~

中チ
西 シ
識に
＝謀

i 島 l

ヂ造コの辺
ブ保レ製竺
テ存ラ造主
リ ワ保二
アグ存二
アチ。

ナンつ
ト r、て

キ百二
シ日ニ
ン咳 ι
のワ？見

製ク合
造チ 1J
保 Y グ
存のチ
製ン

技血
師

長
一
老
一

一

一

義

一

1
環

一

J
l［
生
活

Z出
丁
「
勺

近

藤

光

之

一

技

師「水技
師

所

技師事

主
事

lL 
品目

JI( 

路

利｜占円

)I鼠｜ロ)J

ー
食技
師

日「－

f
ぷ
皆
川
一
丁
「
製

－

4
又
干
巾

一

，

技

師

三

雲

隆

三

郎

主

自

上
川
町
町
配
配
｜
一

菌

技
師

深主主杉板｜小荒立｜三
JI I 原並橋石JI I 川河
出出出出

Jll 
出出島出

張張張張張張

所所所所 所所所室

技
師

。化｜
雰｜皐

検

査

元｜部 i

佐
々
木

策

課

1
一l
一
、
輸
血
用
乾
燥
血
壌
の
製
造
保
存

柳
沢
交
正
一
｜
一
、
代
用
輸
血
剤
の
調
査
研
究

蕪境
藤

一l
一
、
日
光
、
一
空
気
、
司
騒
音
、
塵
芥
及
び
汚
物
に
関

羽

択

一

す

る

事

事
！
一
一
、
建
物
及
び
衣
服
白
環
境
衛
生
的
検
査

功

一

i
て
其
の
他
環
境
衛
生
の
検
査
研
究

養
制
課
！
？
一
、
食
品
の
栄
養
分
析
、
栄
義
食
の
研
究

酒

井

－

機

l
一
、
そ
の
他
栄
穫
の
調
査
研
究

質
9

課

l
一
｜
一
、
上
水
、
井
水
、
工
業
用
水
な
古
の
水
質
検
査

相
沢
・
金
吾
一
｜
一
、
鉱
水
、
温
泉
の
水
質
検
査

品

課

1
1－
、
飲
食
物
、
食
中
毒
の
試
験
検
査

松
井
多
一

品

課

｜

一

i
一
、
製
品
の
規
格
基
準
検
査

長
尾
一
克
雅
一

l
一
、
事
食
器
、
調
理
器
具
の
衛
生
的
試
験
検
査

技獣
師磐

島街

空生

一千
I I 

狂王子；乳牛
犬犬肉事し
病病、及
ワ 、負浮し
ク一介製
チ般、品
シ獣その
の疫の検
製検加査
造査工
保：品
存の
検
査

ー

醤

薬

品

第

一

課

l
一l
一
、
各
種
医
薬
品
、
毒
物
、
劇
物
の
試
験
検
査

技

師

湯

本

芳

雄

一

l
一
、
薬
物
中
毒
の
化
学
試
験
及
び
検
査

ー

醤

薬

品

第

二

課

l
一i
一
、
薬
用
植
物
の
調
査
研
究

技
師
木
村
雄
四
郎
一

l
一
、
且
薬
そ
む
位
製
薬
原
料
試
験

一i
一
、
麻
薬
の
試
験
検
査

ー

麻

薬

化

粧

品

課

l
－
一
、
各
種
化
粧
品
の
試
験
検
査

技

師

田

村

健

夫

一

l
－
、
他
都
課
に
属
さ
な
い
V

化
学
試
験

一l
一
、
繊
維
衛
生
材
料
、
歯
科
材
料
白
衛
生
的
検
査

｜
衛
生
用
品
課
上
一
、
医
療
器
具
、
器
械
の
衛
生
的
試
験
検
査

技

師

秋

山

勝

治

－

l
一
、
玩
具
類
の
有
害
性
色
素
金
属
の
衛
生
的
検
査

1

l

u

－－ 



第二章 機構及び事業の概要

I機構

本研究所は所長の下に総務部、細菌部、生活衛生部、食品獣医部、化学検査部の5部がある。細

部の組織、担当業務の概要及び配置人員は別表の通りである。

職員配置表（昭和27.3・1現在〉

職 名
ム同ー

所長新井護老
吏 員

主 技 王 技 臨 主 技 看 巡 事 技 作 工、 用

i 時 務 術 計
部 名 課 名 事 師 護 業 務

事f、、 師 事 師" 
職 助 助

f‘、

v 一一一 員 補‘ 補 婦 視 手 手 員 員 員
計

¥..../ 、、J ¥..../ 

f総務部 総務課！司l61 11 I •I 
事経理課I11 sl 11 I 61 

37 

I 21 I 61 I~ 微生物課 2 1 6 

1細菌部寄生虫課＼ I 11 i I 114 

血護課II 11 I 21 I I ~ t I I sl I 1¥ I '9 
各（ヂヶ書〉所｜ I 11 21 al I 11 11 I I 11 41 11 ~I 

環境課1 ;j」lI 7 
生近活衛藤生技部師 栄 護 課 8 28 

水質課｜ 13 

1食品 製品課｜ I 9 38 

大島出張所 iI I . ~ I J 1¥ I I I I I I ;I 
医薬品第一課 I 2 4¥ 11 I I I I I 11 I si 

（化学検査部 医薬品第二課 I j I 21 I 1 l I I I I I •I I 27 
々 師一課II ii・ I 4J川日』 I I I I I -/ I 6 

衛生用品課｜ I i¥ I 21 I 1 I 1 I I 

計 I イ十い251十4十十1口什7 244 
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I珠算

昭和 2tf年度の予算は次の通りである。

昭和 26年度予算概要

1.総括

科 目 ｜当初予算額｜繰越予算額｜補 E 予算額｜ 音「

経 都
円 円 円 P:J 

庁 費 42,611, 588 。 。 42,611,588 

保健衛生費 63,642,417 229, 113 5,830,927 69,702,457 

費 計 105, 254, 005 2之9,113 5,830,927 112, 314, 045 1使用科及 40,044,400 。 。 40,044,40σ 

定国庫支出金 2,500,000 。 2, 627, 332 5, 127, 332 

財雑収入 25,295,800 。 400,000 25,695,800 

源計 67,840,200 。 3,027,332 70,867,532 

差引部費負担額 i 38，叫吋 川町951 41, 446, 513 

2. 経費

科 目 ｜当初予算額｜繰越予算額｜補正予算額｜ 言十

42・611,5tsl
P:f 

都 庁 費 42, 611, 588 

庁 費 42,611，吋 42, 611, 588 

職 員 給 。 。 28,803,428 

羽
」言者 手 当 13, 415, 。 。 13, 415, 560 

旅 費 315, 。 。 315,000 

需 用 費 77, 。 77,600 

保健衛生費｜ 63, 642, 4171 5, 830, 9271 69,702,457 

衛生研究所費 司、句、 63, 6'42, 4171 5, 830，η71 69,702,457 

研究所管理費 3,593,368 。 6, 72.0 .3,60Q,088 

細菌検査費 28,274,780 229, 113 5,260, 713 33,764,606 

細菌製剤費 3,763,097 。 7,392 3,770,489 

血捜験研検究査、費費
14,959,740 。

14, 976, 5~訓2: 日町衛生試 9,545,506 。 22,1 ヲ，567,6 
獣疫検査費 3,505,926 。 517,:1 4,0::23,.0 

歳 メロ斗 以 25仰 .s¥ 5，肌9271 112, 314, 0 

l'i 
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3. 特定財源

科 目 ｜当初予算額｜補ヰ予算額｜ 計

円

使用料及手数料 40,04 40,044,400 

手 数 が｝ 4日 4，吋 40,044,400 

衛生試験検査手数料 8, OL.O, SOO 。 8,020,900 

細菌検査手数料 31,129,500 。 31, 129,500 

獣疫検査手数可料 894,000 。i 894,000 

国 庫 支 出 金 問。，ooo¥ 2,627，叫 5,127,3'32 

’国l 庫 負 担 金 斗500,00 2,627，叫 5, 127, 332t 

｜保健衛生費国庫負担金｜ 2，肌∞ 2,627，叫 5, 127, 332 

幸住 収 入 2印 5，叫 25;695,800 

物品売払代金 25,295，叫 仇∞ 25,695,800 

｜生産品売払代金｜ 7目。て｜ 制づ ’7,690,000 
保存血襲売払代金 18;005,80 

1山1
歳 入 ムロ 計 67, 840~刈 3，肌叫 70,867,5 

E施設

本研究所の施設は次の通りである。

部 名｜ 所ー 在 地 険料延坪数 l敷地坪数｜ 摘 要

総 務 部 鉄筋コンクリート建

生活衛生部 新宿区百人町4丁目 539
地上2階．地下 1階1

食品獣医部 電 （37)540.591.592.59衛3 1, 262.1坪 4,906.6坪 附属建物 31棟

化学検査部 長〔獣）医生課〉
1659、（所

細菌部血摂課

文電京区大塚辻町18 建鉄筋コンクリート
諸国 菌 部 く86)545.2470（部長〕 4 5EO.O 1, 110. OJ'Jl・ 地上3階，地下

2424.. 2462. 2480 1階

立川出張所 立川市柴崎町島川7水3ノノ道6電~町3ラc；ノ3電電1\8立8~川l85fl 19. 5 立川保健所内 ’g 

荒川出張所 荒川区三河 16.5 荒川保健所内

小石川出張所文京区小石 )909 15. 0 小石川←保健所内

板橋出張所板橋区板橋町5ノ968電（96)172平 15.S 板橋保健所内

杉並出張所杉並区荻窪3 ノ 145 電（39）~0守i~ 19. 25 杉並保健所内

務原出張所 品東川区区平塚川4ノ24 電（08)320ヲ lう.5 荏原保健所内

深川出張所 江 深白河町315 14. 5 深川保健所内電（74)3488 
鉄平筋家建コンクリート三河島、分、室荒川区三河島9ノ 1983 120.0 

大食品島獣出張医所部｜｜大島元村小清水275 10.0＼ 木造平家建

計 I ・37i 仰向坪｜ 6,335.6坪｜
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第三章 業 務

I総務部

人事、文書、予算たどの一般的庶務事項を行りている他検査物の受付、各種の統計の作成段どを

行。ている。

此の他本研究所の機関誌として、事業月報、研究報告及び年報を発行している。地方衛生研究所

の連絡機顎として結成された地方衛生研究所全国協議会には役員として活躍した。本年度の経理状

況は次の通りである。

1.業務概況

仕） 細菌部試験動物舎新築工事を建築局へ執行委任したが5月完成した。

(2) 化学検査部パイロジェンテスト室設置工事は6月竣工。

(3) 電子顕微鏡室新築工事費外3件の追加予算要求を 6月予算課へ提出査定の結果、赤痢予防対

策費外If牛を 8月の都議会に上程議決された。

性） 7, 8月中赤痢予防対策として保菌者検索検査を実施、このため細菌部及び同出張所に検査材

料集収用自動車6台（延128台〉を配車、グリセリン保存液入採使管を配付し夏期検査の万

全を期した。

（司 細菌部及び、同出張所の細菌検査手数料の収入金は夫々現送を受け総務部で収納して来たが施

設が離れているため、手数が掛り収納遅延し勝であったので之を是正するため9月1日細菌

部及び各出張所に出納員を置いて、収納の迅速正確を期した。

(6) 細菌部電子顕微鏡室新築工事10月竣工。

（竹，昭和27年度当初予算

10月編成方針の通達を受け11月22日要求書を提出した。

(8) 昭和27年度追加予算

新規事業として細菌部に臨床検査業務を行ふための経費を計上12月要求書を提出したQ

2.予算

(1) 昭和26年度追加予算

‘要 求 事 現 ｜要求存費｜議決経費｜ J向 要

円

電子顕微鏡室新築工事 829,500 ' .. 。既定経費流用による
狂犬病予防波（死毒〉製造 999,735 508,・390 死毒ワクチン製造のため

， 

臨時作業員賃金改訂 455, 390 。既定経費を以て克てる
赤痢予防対策細菌検査 16,223,750 5,254,6~5 件数及補助額減

計 l叩 9,375 I s, 763,025 I 
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(2) 昭和27年度当初予算

編成方針に基き留意した点は

1. 生産事業中乾燥血紫製造を廃止、ワクチン類の生産を縮少した。

2. 依頼検査及び衛生局各課の依託検査の件数を実績及び、27年度計画に基き増減し才入の確

実及ぴ増加を期した。

3. 試験検査の充実並に正確を期するため、出来るだけ高度の機械器具の購入経費を計上し

た。

iて二区分｜歳 出｜ 歳 入 ｜差引都費

:1 ，＿，.出＼＼・ I I I ｜使用料及｜国 庫｜ ｜ ｜ 
］年度＼＼｜都庁費｜事業費｜ 計．｜手数料｜支出金｜雑収入｜ 計 ｜負拡額

:1 I 円｜円｜円｜円｜円I I弓i 円｜円

:I 26年度当初予算 J42,

幻年度叩算＼s2,o 148,325, 

(3) 昭和27年度追加予算

昭和27・年度の新規事業として臨床検査に要する経費を計上したO"

｜歳 出｜ ι 歳 入｜差引都費
事 項 I , , I , - , I 

｜ ｜ ｜ ｜使用料及｜国 庫｜雑 I I 
｜都庁費｜事業費｜ μ 計 ｜手数料｜支出金｜ 収入｜ 計 ｜負担額

！日｜円I .円｜ 内｜円｜ 円｜ 円｜ム刊

臨床 検査｜ 01 3 165,9551 3, 165,.9551 4~277,6COI 01 01 4, J I 

.s・. 工事及修理

工 事・ 名 竣 工 月 日 ヱ 事 金 額

円
細菌部動物合新築工事 26. 5. 30 1,40J,OOO 

化学検査部恒温恒漏室設置工事 26. 6. 26 1,065,000 

三河島出張所浄化槽修理工事 26. 3. 31 210,000 

其他工事及物品修理 130件 697,035 

計 133件 31372,0JS 



5. 製品払下

口口口 名 数 量 金 額

円

住 犬病 ヲク チ シ 286,200 cc J, 831, 050 

乾 燥 人 血 捜 66, 470 cc ~~211,500 

？見 ム長4ー ワ グ チ ン 237,600 cc ・902,690 

::r レ ラ ワ ク チ γ 58, 850 cc 149,640 

計 649, 120 cc 4,094,880 

I細菌部
、

1.微生物課

本課の検査業務の大半を占占うているのは、健康者から腸チフス、パラチフス 1 赤痢たどの腸管系

病源菌の検索であって、本年度に於ては、健康者一t（進駐軍雇傭日本人労務者、飲食業者、患者家

族〉、注意患者、保菌者なEを併せて 929,－~44 名に達した。

本年はチフスーパラチフスの減少に反してミ咋特来急上昇の赤痢発生が、本年も引続き集団的に

？ ！ ？い ' 自叫OJ 都内会玩に続発し七いるo 此等の検査を適じ七感守る事

問oarI .1 I I I In I I I I ! は、毎月検査を定期的に実施している進駐軍雇傭日本人労

70.000 

屯5.000

印刷

］［ 

55.000 

50.0 

45.000 

却．。。

,, r 

[35.00竹

山γ
25.000 

ー一一ー

I ¥ 

／細趨吉日積宝物詩＼
ν〆

一一一ー・品取扱件数
120;000 

15.000 

I0.000 

：，・一一－ー－ ~黒 i出件数

トー『〆

務者の中で本年度に於て、赤痢菌保菌者74名、チフス菌

保菌者6名の陽性者を検出し、又一方、 6月～8月にかけ

て、都内飲食業者の強制検便を実施し、 88,811名の健康

者の中かむ、赤痢菌保菌者88名、チフス菌保菌者7名、

パラチフス菌保菌者2名、ゲルトネル氏菌保菌者2名の陽

性者を検出した事は、注目されるととろである。とれら飲

食業者に対して下第二次とじて；11月より、昭和2-7年3月

まで検便検査を実施するととにたって切るが、 11月～12JJ

31日迄の期聞に於て 14,736名検査し、すでに2名の赤痢

菌保菌者を検出している。

叉本課に於ては、 6月伊豆大島に集団赤痢が発生し、島

全体に蔓延したる現状に鑑み、都予防課の指導により、当

，研究所食品獣医部大島出張所に技術員を派遣し、保菌者の

早期発見と続発防止に万全を期した。これら集団赤痢の発

パ生に伴い、その原因と見られる共同井戸水にづき、細菌学

4；一aγ”i一工一i一．；．－“；刷” 1一－ 1r同 0的可検査も実施している。叉赤痢に併行して本年は食中毒の

I 検体も多く 452伴取扱っている。
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本年はSS培地の品質向上と相｛突って、確実抵検査と迅速さとをも0て、検体の処理を円滑友ら

しめ、他面、検便材料の採取K液体採便管を交付し、検査材料の保存に努め、都内各保健所の要望

により材料運搬に自動車を巡回して、検査材料の受領と検休の速かたる処理とに努力した結果、非

常に好成績を挙げる事泊三出来た事は特筆される所である。

結核菌の検査は毎年増加し、本年は昨年の2.2倍、即ち 13,306件に及んでいる。

梅毒反応検査は患者の外に妊婦、結婚予定者等を対象にワッセルマン反応、村田、 KTNめ二沈

i降反応が併用されて、成績の確実性が期されているc検査数は昨年に比べ、約4,000件の増加を示

している。 、手

淋菌の検査は咋年の約2.6倍の6,98i1件に及び、781名の陽性者を出しでいる。

ヂフテリア、流行性脳脊髄膜炎、発疹チフスたどは、前年度に比べ、著しい消長は見られ守、こ

れら検査を通じて特記すべき事はたかりた。

命本年10月本課に於ては電子顕微鏡を設置し、従来比較的足踏状態であったリケツチア、ヴイ

ルス関係、の検査方法に一段の飛躍を見るに至り、顕微鏡写真等の一般依頼にも応ぜられる態勢を整

へた専は、一段と検査機関の充実を示すものである。

又本課の業務内容に於て特に目立つた事は、殺菌、殺虫剤効力試験の依頼が増加し本年は26件

を取扱っている事である。

本課三河島分室に於て鼠休38,321~にりいてペスド菌検索を行ったが、本年から試みに、サル

モネラの検査も開始した。

命昭和26年度の業務成績は別表の通りであるo

2~ 寄生虫課

本課に於いて取扱ヲている検査業務の内容

は、進

徒、一般からの依頼による寄生虫卵の検．査に応

宇、ると共に、清浄野菜、土壌たどの検査も行

い、特に本年度は殺虫剤の効力試験・re伴う培養

検査も試みた。

本課で取扱οた本無度の検査数の大半は前

年度と同じく、進駐軍関係雇傭日本人労務者で

あるO・j;!pちキヤパレー、ダンスホール、ピ．ヤホ

ールに働く者（原虫の検査のみ〉、日常飲食品関

係或はその他の業務に従事ナる者、新規採用予

定者たどを伴せて IOS,652名伝達じている。

此の検査成積は原虫陽性者（赤痢アメーパ｛〉

275 名、寄生虫卵保有者は~ 18r226名で虫卵別

に見ると姻虫卵 17,395名、十二指腸虫245名

その他586名と抵‘’っている。

細菌部寄生虫採

dト什＿l
A I I~ I/I¥ 

f tfハ＼ 
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業務成績年報 昭和26年 1月～12月 細菌部寄生虫課
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業 務 成 続 年 報 （そのこ） 昭和26年1月～M
細菌部徴生 物 課（7出張所検査数を合的
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71 12, 768 
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細菌その他の検査件数伎の2〕 昭和 2ろ年1月～ 12月 細菌部

まミ~4'1 細
日程戸町検査数l川 検査数｜作〕 検査数｜的
腸パラ 234 39 1,012 84 1,246 123 

所保健蓋議骨（依頭？ 土1りd｝ 可検物 赤 痢 1,904 617 4,596 1,484 6,500 2,1011 結核’ 637 87 5, 695 891 6, 332 978 
寄生虫 980 51 203, 940 25, 8GO 204, 920 25, 851 
淋病 40 11 6, 026 651 6, 066 662 
梅 験 15, 242 1, 589 27, 690 3, 009 42, 932 4, 598 
臨床試 9 '3 - - 9 3 
その他 39, 128 354 588 13 39, 716 367 

）た 圭計l・ 。 58,174 2,751 249,547 31,932t 307,721 34,683 

f垂（~~・ 腸パヲ 3 ー 26 - 29 -
l以l｝.，）..り 結赤 核痢 39 19 50~ 64 54~ ー83[ 

~・抗の 告寄f士生病虫 一一 －一 621 65 621 651 

検叱ノ頼ロヘ 栴fl~、 他験憲 200 17 31 5 231 221 

査機関可臨床試 ー
検その 14 2 29 1 43 3 
物計 256 38 1,221 135 1,477 173 

(3）腸パラ 1, 181 122 11 249 61 2, 430 183 

業医問機関上検 赤 核痢虫 249 ,60 701 121 950 181 
物結 2,505 303 461 171 3,966 474 
寄生 1, 230 151 t 005 207 3, 235 358 

等り淋 病 85 2 327 89 412 91 
ーの梅 毒 17,630 1,512 5,002 22,632 2,508 
臨床試験 190 78 - 190 78 
そ のイ也 584 56 278 862 62 

診療般依頼可 計 23,654 2,284 11,023 l, 34,6771 3,935 

住民（4のあ） 腸赤結 パラ 一 一 2 - 2 ー l
核痢虫 - 13 3 13 3 

134 20 1 J 188 184 1J322 204 
土ワ寄生 3,435 311 7,304 704 10,739 1,015 
りた淋 病 41 2 29 11 70 131, 
接依直可梅 毒 145 18 ’40 10 185 281 
検臨床試験 14 6 一 一 14 6 
物その他 361 15 7 l 43 16 
頼計九8051 372 8"5831 913 山 388 1, 2851 

(5）腸パラ 2, 508 - 10,586 - 13, 094 ー

学団検赤 核病痢虫 1, 909 3 5' 119 26 7' 028 29 ' 
校体物 1 J 430 70 251 3 l , 68 l 73 
工上 結寄生 9, 145 464 49, 655 6, 028 58, 800 6, 492: 

場り淋 一－ 422 11 、 422 1,1 
その格 者 502 23 381 16 883 39¥ 
のl依臨床試験 一 一 一
他頼その他 一 - 6 - 6 ー
。可計 15,494 560 69,420 6,084 81,914 6,644 

(6）腸パラ 2叫 7叫 17 277, 537 241 558,247 41 
衛tf:可 赤拍 』痢＃ 237,447 586 187,215 1,013 424,662 1,599 

行政上検物 亦寄口 J 生 似虫 484,660 17,539 7,WO 738 491,860 18,277 

話本 病験毒他 一ー 14 4 14 4 
栴－－ - 63 8 63 8 

要必な 臨床試 一 一 一 一 一 一
その 一－ 8 -- 8 ー
音1・ 1,002,817 18,142 472,037 1,787 1,474,854 19,929 

腸パラ 284, 636- 178 290,412 169 575, 048 347 
合赤 rru 241,548 1,285 198,153 2,711. 439,101 3,996 
結核 4,706 480 8,600 1,249 13,306 1, 729 
寄生虫 499,450 18,516 270,725 33,542 770,175 52,058 
淋病 166 JS 6, 818 766 6, 984 781 
梅毒 33,719 3,159 33,207 4,044 66,926 7,203 
臨床試験 213 '・ 87 一 一 213 87 

音「 そ のイ出 39, 762 427 916 21 40,678 448 
言「 1,104,200 24,147 808,831 42,502 1,913,031 66,1)49 

.. '.'.'.'.;"" 11ー



－；－~－－－－－－－！！＿土｜検定提出ロツト数｜合格ロット数｜不合格ロット数 l 検
腸チフスパラチフス i C7) I (6) I co I 
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内は昭和25年 12月末日現在検定中であづた分が26年に判明した結果を示ナ。

昭和26年1月より 12月迄の検定成績
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学生、生徒の検使依頼は昨年に比較して、非

常に減少し、 .9,95？名であり、虫卵保有者は

50~ 49%：の5,026名であり、昨年度の54.89%に

比べ陽性率が若干減少している事が目立。てい

る。

その他一般からの依頼件数は＇ 40,430件で、

虫卵保有者は，：26,181名で、その大半は畑虫卵

を保有している。

命本年も引続き清浄野菜、土壌の検査を実施

しているが、 1月～12月迄に取扱οた清浄野茶

は、レタス 27件、トマト 11件、甘藍3件、セ

ロリ，＿.2件、廿日大根1件で、その成績は、セ

ロリ.－ 2件の中より姻虫卵を 2個検出したのみ．

で、その他から虫卵を検出したがった。

倫昭和26年度に於ける業務成績は、別表の

通りである。

3. 7クチン課

本課は昭和26年に於ては、前年K引0どいて腸チフスパラチフス混合ワクチンの製造に専念し

た。それは本課に於ける施設と人員の整備状態とワクチンの需要情況とを見比べての結果である。

昭和26年1月より 12，月に至る聞に於ける検定並に業務成績は別表の通りである。

4. 血築課

昨年12月27日人血祭製造について予防衛生研究所の検定をパスし、本格的に製造を行うととが

出来るようにたった。とれより先版式血疑同

筒凍結器では製品販売の点で工合が悪く、生

産の点でも能率が上ら危いので、小型のみ

Strumia & Mc Graw同筒凍結器を整備したC

6月にはさらに大型の Strumia& Mc Graw 

同筒凍結器を購入した。この大型乾燥器の切

替のため 6～7JIは生産が低下したがこれ

はいたし方なかった。との如く施設の改造が

行はれると共に生産工程にも改造が加えら

れ、例えば血授の採集量は従来37%であっ

たが7月頃より 50タιに上昇した。 12月限入
り販兎の成績が上らたいことにより、生産の

縮少を行った。研究事項については本誌の研

Xfpo~.c. 細菌都mi謙譲製造業
no 

/to 
dレ〆＼

/00 

タ0
／ ＼ ／ ＼ 
／ ＼ 

、
80 i¥ 

／ ＼ 
70 

＼ lo 

-50 
( I 
＼ 

tf.o 

30 
G 今 i' 

20 

/0 
。
I 2 3干 4 5 ・6 デ 8---9 !O 11 12月E

- 1:;3 -. 



昭和 26年 1月～12月 諜竣血菌部細報年績成務業

量

。 A Bι AB 計
A日． 計 血 液 量

♀ 0 ♀ ♀ δ ♀ δ ♀ 

ω ｜ω ｜倒｜ (11, 400) 
41 25 27 16 11 4 123 67 190 19, 000 c. c. 

"・ 736 I 2.蜘｜ 2,226,400c.c. 

(55) (59) 
計 2,595 713 3,387 1, 984 393 254 11, 322 

2, 256, s9oc. c. 

血採及員人採血

は高血圧者数を示す註、（）
1
1
H
品

l
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売

種 別！ロツ b数｜分注本数［事故柑｜検査本数｜童話針葉it~~· I 雲~： 1 都~－闘牛白他｜数計 i一塁霊童｜珪高
•• I山I!,40l I 32 I ~，問 I 4,880 I 

川岨 I1.組 i 31 I . 225 I c3~g~ I 泊3I 35 I 879 

日3I 3叩｜ 田7 f 140 I 町 I 3田 I2 261 I 
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c.c c. c. c. c. c. c. c. c. ' c. c. c. c. c. c 

販及産生2). 

は前年よりむ繰越数を示す） （ 註



究欄で報告しているから省略する。

筒、昭和26年中の業務成績は別表の通りである。

車生活衛生部

1.環境課

本認では諸種の環境衛生学的検査研究を行。ている。

即ち諸種の興業場、公衆浴場、旅館、ホテル、理髪店友どの都民の日常生活に身近な関係を有す

るものがその主な対象であり、此の意味で本認の事業は一般都民の公衆衛生と密接に関連して居る

と言えよう。此の他にも一般若：15民よ Dの菰査依頼にも応じて居り、官庁、会社、銀行、工場、デパ

ートその他の作業場たにども本課の対象に合まれてくるので、本課の事業対象は真に広汎たものにな

づて来る。

本課でこれ等の対象に対して実施ナる試験検査項目を列挙すれば＼

1. 室内温熱条件に関ナるもの

〈気温、気湿、気流、轄射熱、冷却率、感覚温度等の測定〉

.2. 照度測定 3. 紫外線測定 4. 騒音測定 5. 麗挨検査 6. 空気イオン測定 7. 炭酸

ガス定量 8. 一酸化炭素定量 9. 諸種有毒ガス定性、定量 10. 疲労検査 11. 被服材

料の検査 12. ピノレディング、工場、事務所及びその他建築物の環境衛生調査 13.' その他

｝環境衛生調査上必要友試験検査

伝どである。但し 11に関しては検査設備が不充分なため未だ実施するには至っていない。

以上の如く本課の事業内容は大別して調査研究と依頼試験とに分けられるのであるが、勿論依頑

．試験に対しては迅速に処理するよう努力すると共に、調企研究の面に於ても、環境衛生は衛生学に於

ける比較的新しい分野であり、終戦前後に於ける都民の生活環境の著るしい変化、環境衛生の高度

に発達した米国衛生指導者よりの推進、従ワて環境衛生関係、法規整備のための資料の必要その他環

境保件測定法の検討たど幾多の問題がある。

我国の如く生活水準が低く或る程度の耐之生活が寧ろ当然の如く考えられ、衛生思想、も未だ発達

r不充分た状況の下に於ては、環境衛生状態の検討乃至改善等は兎角ゆるがせに危り勝ちであるo こ

とに衛生指導上環境衛生関係法令整備強化の必要がある。

然るに現在の環境衛生関係法令は主に原則的抽象的訟もので具体的数量的の明確な裏付けが少

て、他部門に於ける検査指針の如きものも環境衛生面に就ては未制定であり、具体的た実施諒査資

件

20 
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業 務 成 績 年 報 昭和 26年 l舟～12月 生ー活衛生部 環境課

＼積＼＼ 廿品 依取調扱t: 1耳件数l'!I 気 t：浪 そ白温熱試 照

験 検 査 e件 数
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頼査究 温度の件明 線 三日,, 挨 ン ス 素 ス 験 査

事 務 所 10 12 一 22 寸ヤオ問 イ6i 2担 16,852 

工 場 4 - ・－ 4 61 ー－ 18 1 -- 343 

デパート商店 1 －ー ’一 1 ~~1 ~~1 901 - 220 

－画 館 .14 9 - 23 962 960 1, 968 一 一 一 468 一 472 一 一 ー－ 466 一 一
業露u 場 2 6 一 8 500 51つ1, 118 ・－ 一 一 206 一 211 一 一 一 207 一 一 - 2,752 
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’－ 。、
の 自也 2 - 一 2 90 90j 180 一 一 一 45 一 45 一 一 45 一 一 - 495 
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料も未だ不充分であるo故に本課に於ては調査研究の重要性を認識し、とれに応分の努力を払οτ

いるが、何分問題は多いのに技術者が不足伝現状であるO

以上の趣旨に副い本年度に於ては都衛生局公衆衛生課と協議の上、都内各保健所の協力を得、都．

、民の集合場の環境衛生状態調査として興業場30ヶ所、公衆浴場15ク－所の調査を可及的精密に行っ

た。向興業場の調査に当。ては日本医大衛生学教室の協力を得た事を附記する。とのこ0の調査成

績に就ては昭和26年度第6回日本公衆衛生学会に於て発表し、又東京都衛生局事業月報第44号及

本誌研究報告に掲哉したから内容の詳細はそれ等を参照され度いが、衛生行政上幾多の参考資料’を

得た。何れも従来の知見を発展乃至確実たらしめ、且つ更に新しい知見を得るため行われたもので、

成積を簡単に綜合すると現下の之等集合場の衛生状態は各個別に相当著しい差異があり、比較的良

い所も少数あるが一般的に言えば不良で下あり、特に甚しく不良訟所もあ0て結局命全体として；は一

定度の水準に達していたEい。然し又場内の汚染状況は各所に或程度特異的訟ものがありて、衛生状

態改善は劃一的には行い難く、充分各所の実情を把握したければ、不可であるo上述の如く現在とし

ては集合場の衛生水準をもっと高い一定の水準迄先・づ引き上げる必要があるが、之が為には経営者

及入場者双方に対し何等かの手段による衛生指導の手段が採られねば伝らない。かかる指導の手段

としては、公衆衛生に関する関心並知識の未だ不充分訟我国の現状としては現在の法規に基づく行

政的衛生指導を一層完全に有効に行う事が最適当と考ゑざるを得えにい。との為には法令の更に完備

が必要であり、との為我々は本誌の調査報告に掲ぐる如き集合場内衛生状態に関する各種恕限値乃

至判定基準の設定を要望する。又浴場に於てもプール同様状況によっては消毒法としてクロラミン

消毒を考慮するを必要とすると考える。其他環境調査として多少目立てコものをし 2挙げれば某新

聞社内の環境並実感調査（本研究所事業月報第29号発表〉、福剥諜依頼による都庁並事業所の環境

調査〈一部を東京都衛生局月報第43号に発表〉等で、命空中細菌に関する研究や環境消毒法、ガス

分析法の追試、研究等をも可能た』る範囲で行りているコ

命昭和26年中の業務成績は別表の通りである。

:2. 築養課

本課に於ては先づ都民の食生活を科学的に合浬化する為めに必要に応じ、食品の栄養試験を行っ

ている。特に栄養は食生活上、基本的7主役割をもち社会的にも関連を有するので、此の点に鑑み都

足の栄養状態を把握することに努力する一面、主たる生活環境K就いての栄養撮取状況の調査をも

行っている。

或は叉一般都民よりの依頼に応じて栄養成分の分析測定を実施し、栄養上の利用価飽の判定rを行

い、その成績証明書を発行している。先づ本年度の一般都民の依頼件数は 77穂926件三献立作成

181件である。

栄養調理の調査指導面に於ては家庭の主婦を対象としての指導13f午、学校給食指導部件、工場

の寮生指導1件等で正しい調理の指針を与え、合理的な食生活への指導に努めているO

叉学校給食に於ける学童の噌好調査は、教育庁援助の許に環境を考慮し、地域別に選択した学校

26校を対象とし、学童数約23,501名に対し食物の噌好調査（嫌なものに就て〉を行。た。

更に学校給食に於ける調理器具類の洗練が、完全に行われているか否かを、 1＇簡易に検査する目的
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で、澱粉性食品の残留物と、脂肪性の残留

物に就いて行い旦。指導もした。

次に本年度実施した主たる調査研究事項

はJ南氷洋及近海産鯨類中号、歯鯨と菱重鯨の

/o-t} 『
δo 

60 
』『』』

＼＼  

40 

20 

生活衛生部栄養課

;t¥ 
J〆「＼ ／ ＼ 〆r-...
レ／ 可云~ 

＼ ト＼ 〕／ ＼ 

一
' 

各部位による栄養成分を究明して、各部位

による最も効果的危利用法につき、前年度

より継続追試Lている。
a; 2 ,3 4. 5 6 7 8 守.Jo 11 12ff 

又主要食品中のカルシウム含有量の再検討も、爾来継続し動植物性食品の種類別による差異は勿

論のこと、気候風土による相違、及び、生物の成長に伴う季節的変化に就いても検討している。

命東京都に於ける栄養撮取状況の調査に於て既に外食券食堂、水土生活者に就ては既報の如くで

あるが、現在行われている学校完全給食は、適切危栄養の補給が行われている喧か、その内容を正確

に把握して学校給食の資料に設さんと、冬期及び、秋期の二固に亘りミ学校周辺の環境により地域別

に選択した小学校冬期は 14校、秋期は 22校につき学童の栄養嬬取量及調理器具類の汚染度及室中

落下細菌等の調査試験－を行った。

更に都下僻限の地に偏在し、文化の低い環境条件下に、不断の制約と影響をうけてiいる、小河内

貯水池建設作業場の、重労務者の飯場に於ける栄養揖取量並に飯場調理器具類の汚染度、及び環境

状態に就いても調査試験を行った。

命昭和 26年中。業務成績は別表の通りである。

3. 水質課

本課は、水に関する業務を行っている。即ち井水、さく泉水、工業用水、上水、下水、産業廃7kv

河水、海水、公衆浴場水、水泳アール水、温泉、冷鉱泉、硫黄華等についての理化学的、微生物学

的試験検査及び調査研究を行い、又衛生相談に応じている。

た長随時見学生や保健所職員等の要請に応じて、飲料水試験法、下水試験法、温泉試験法等の基

礎的た技術指導にも当・っている。

依頼試験は井水、さく泉水が最も大き訟件数を示している。 とれ等は主として当所に差出したも

のについて検査を行っているが、必要と認めた場合は依頼者の希望に応じ現地の検査も行っている。

近時とれ等の依頼件数増加の原因の一つは食品関係営業者が保健所等の指導によって検査の必要

性を認識して来た現れが認められる。

工業用水の検査件数も漸増の傾向にある。叉温鉱泉の検査並に水の精密検査件数も最近頓に増加

して来た。え丈島産業廃7k、;f7.k、河水、海水等に関すrる検査も産業部門の復旧或は躍進、観光事業に伴4

う風致問題等と関連して遠からすτ本課の主要怠業務の一切っと在る趨勢にあると思われる。

上水道は都下に八王子、青梅、五日市、南氷川、大氷Jl!、御獄山の6水道がある。前2者は市営、

後4者は組合経営によるもので内大氷川水道、御獄山水道は諸過の施設を有し訟い簡易水道である日
当所は夫々当該水道経営者の依頼により－e;、毎月 1回守つの割合で出張検査を行い、衛生的環境

状態並に試験成績に基いて必要注注意事項を指示じて水道経営上の参考に資するよrう努めている。

調査は、本年度は、公衆衛生課及び、各保健所の協力を得て、公衆浴場水及び水泳プール水の実態

白山 19｝ー
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訴査、並に三多摩地区井水の地域的調査を行った。

公衆浴場についてはその調査の結果に基いて透視良法による監理方式~＂（）いての試案を得た。

〈別問 公衆浴場の監理に闘す；る街生学的調査第 4報及び第5報〉

又水泳プールについても監理上の一応の結論を得た。 OJU冊 水泳プーノレの監理に関する衛生学

生活衛生都水賞裸
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J. 食品課

的考察う

た告目下有機試薬使用によ右各試験：法及び、イオ

ン交換樹脂の応用等につ、いでの検討を行ってい

る。

其の他管外官公庁の特殊註依頼による水質検査

研究たども行っている。

向昭和26年中の業務成績は別表の通りである。

今年度食品課の事業を別記一覧表によヲて見ると、例年同様検体の大部分は都庁公衆衛生課及ぴ

各保健所から送附された食品衛生法に基ゃく収去検体が主であり、それに次いで食中毒関係検体、

一般依頼試験・検体の／I民となヲている。 l段去品検査中には現場検査これは主として都内各保健所試験

室を利用し出張して行。た市上検査で約5,000件合まれている。これらは都公衆衛生課及び、保健所

と協力して一斉取締検査に際して行われたもので、迅速訟判定結果に基宇いてのみ有効抵結果を上

げ得る種類のものである。 就中歳未一斉検査に際しては総件数4,842件〔〈内訳？着色料33件ι、添

加物（視水その他）14件、イ田煮類102件、菓子類.466件、ジャム4件、漬物類17件、飴菓子460件、

酒類3,558件、清涼飲料水45件、昆布’わかめ 30件、その他の食品113f午、内不適品約ll.9のとい

う成績を上げる事がで、きたが、乙れは課の総員が2週間にわたり都内9グロックの検査室へ出張し、

保健所の食品衛生監視員を督励して上げ得た結果である。

食中毒にワいては中毒発生件数約8］件、関係検休約；200＇件である。 叉依頼試験中には清涼飲料水

の日附省略申請の為の検査依頼検体が約40件含まれでゐる。

倫当課では者rs公衆衛生課の協力のもとに、食品衛生監視員の技術指導のため数次の講習会を開催し

て、その資質向上に尽力しているが、この種の業務も叉食品課とじて考慮する必要のあるものと思

う。他に箭査研究事項に関聯するものとして、昭和26年度厚生省衛生検査指針編纂委員とえにうてい

るものは、防腐剤検査法（三雲部長主査、松

本幹事．〉、異物検査法（松井入レストランサ

ニチーシヨン（松井・北村入清色料ぐ松井，

遠藤幹事〉であれこれピの中には厚生省の研

究費を支給されているものもある。以上の外

Jにも漸増する食品添加物等にοいて、－その街

、生試験法の整備の為常に調査研究を行う必要
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4事

に迫られている。目下肉類及び肉製品中の亜硝酸量に関する諒査も実施中である。

命昭和26年中の業務成績はl.liJ表の通bである。

2. 製 口
口口 課

本課で担当している業務は食品衛生

法第14条による食品、添加物、器具及 a

び、容器包装の製品検査である。合成調E ' 

味料、合成着色料、合成膨脹剤原料、

F器具及び、容器包装、飲料牛乳及び乳製

品、清涼飲料、保存飲料たどの規格遁

否試験がその主なものであり、→般の

hえ
Joo 

;Joo 
『

司L

'loo 
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食品獣医部製品謀
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依頼にも応じているが、業務の大半を占めているのは矢張り牧去試験である。昨年来合成膨脹剤原

料の試験は減少し代。て合成調味料、合成着色料の試験が増加して来宅いるミ之は食生活の変化と

社会状態を反映しての結果と思はれる。昨年よwり検査件数が増却しているが不適品は却ってやL減

少しているが、本年は合成調味料の不適品が増加しているのが注目される。

4 命昭和26年中の業務成績は別表の道院である。

3. 獣警衛生課

本課の業務は動物用狂犬病予防液の製造、狂犬病の検査、食肉魚介並民共の加工品の検査ぜ牛弘

々製品の検査等を担当し其の成績は次の通りである。

' (1）；動物用狂犬病予防液の製造 .'' 

狂犬病予防液の製造計画は毎年会計年度によsって樹てられるが咋年から予防注射は狂犬病予防法に

ょうて毎年春（4～6丹〉秋（10～12月〉二期に限定されたLめ予防液製造も之に順応する必要に迫：ら
れ、本年も春期需要の一部とLて1～3月末日迄に 40,OOOcc製造した。本年度頭初の製造計画は300,

OOOccであてコたが共の後需給共の他の関係から 50,OOOcじを追加し年間350,,000ccを目標に業務を進

め、 10月末迄に略々製造を終ったが、器具資材の余力もあり、原材料（山羊〉のλ手円滑、販路の見

25件0『
食品獣医都獣医衛生課 λ f~!i 
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200, 
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末から之に切換え目下試作中で、ある。

(2）狂犬病の検査 l 

透共の他の僚件にも恵まれたLめ、更に 40,OOOcc 

増産して、 11月末迄時計画量を突破じて 390,000cc

c国家検定14ロット全部合格〉の製造を完ー了すると
とが出来た。但し昭和27年 4月以降は全面的に従

来の減毒予防液の使用が認められ伝くなる前提とし

て、国家検定も本年12月I日以降は新製品た．る石炭

酸1不活化予防液に統ーされたので当課に於ても11月i

昭和23年頃から流行した都内・の狂閣は、共の後遂年激増ゐ一途を辿づていたが、滞i＼昭和25年

で極E.、に達七、米年は予想に反し著しーくt減少し、甚だ喜ぶぺき現象を呈じたo即ち本年中疑似狂犬病
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件
的物
理
験学依頼 送附 調査 現場検査 計 感覚試験

試
イb ~子~ 白ヲ 試 験 細菌学的試験

種
外 臭 光 瓦 そ J陸 成 ？見 重： Tit~ そ無 ア j軍 そ有 色 干上 漂 防 そ 五回 大 そ

数 ：悼芸子ι 前 の機
Fレ
発 の機 商 計

7ヨ 腸
適 否 適 否 適 否 適 否 適 否 的 圧 の 平日 金 'I生 J性

他'I 昧 白 腐 の 集 の

他毒
ロ

商日目 試 試 イ 毒 毒 落

観 l球 験 験 イ也 状 分 物 属 素－ の物 ド !f勿 のl防 素 質 育U 青lj イ也 数 族 他

, 

包足 ヨぇ 雪 一 69 147 一 一 一 一 69 148 57 57 3 一 一 10 一 7 25 3 33 一 17 9 20 8 一 一 393 160 267 84 
学l清保酒存諒精飲飲飲料料水水料

63 2 93 40 一 一 一 - 156 42 153 153 87 36 20 75 108 39 359 215 97 5 74 85 637 252 692 ー 14 42 3,143 
9 一 12 7 一 一 一 一 21 7 3 3 一 一 3 一 3 4 l 2 一 2 8 4 ヲ 一 4 一 26 22 10 105 

ま貰 5 3 76 132 一 一3,480 一3,561 135 3,696 3,696 10 一 一3,595 189 6 153 75 225 一10,983 201 3 一 一 2 一 一 一 22,839 

添
人膨工脹甘味剤質 一 一 2 1 一 一 一 一 2 1 3 2 2 一 一 3 14 一 11 5 8 一 一 3 一 一 一 一 一 一 一 51 

一 - 189 157 一 一 一 - 189 157 346 344 153 - 176 338 429 408 734 92 230 一 一－ 211 -1,698 一 一 一 5,159 
力日 エッセンス 一 一 3 一 一 一 一 一 3 一 3 3 一 一 一 一 一 9 9 3 9 一 一 12 9 一 一 一 一 57 

着7c 色 料他 一 - 130 99 190 一 一 - 3~0 99 421 - 346 一 - 118 834 347 1,244 4;§ 366 一 - 664 2,267 一 一 一 一 一 7,028 
物 の 9 1 24 14 ~o 一 一 一 53 15 60 38 42 一 8 62 132 98 139 103 4 2 72 36 6 9 178 3 5 16 I, 096 

菓子 飴氷 某某
子 1 一 42 325 一 一 一 一 43 325 30 30 一 一 一 一 一 - 90 一 338 1,145 
子 3 - 388 802 一司 331 4 722 806 1,510 1,510 33 - 110 110 71 320 162 105 75 4, 174 105 10 8,426 一

類 そ の 他 - 220 195 一 - 357 8 578 203 563 561 41 一 3 232 101 78 1, 886 111 5 235 5,414 

一 27 4 一 一 一 4 20 20 16 一 4 48 57 24 63 3 49 3 4 一 11 451 

類金穀粒及 個一 26 9 一 一 一 9 25 25 21 1 一 7 60 51 22 一 一 一 一 51 17 335 
その 一 一 一 一 一 1 1 1 一 一 一 2 一 一 一 2 一 一 一 一 8 

目｜号ザ盟｜ 120 
10 13 77 

I傭食油 詰 瓶器脂 詰 類類類他
2 14 1 一 一 一 一.16 3 16 15 7 一 19 3 20 38 30 34 241 18 18 28 4 一 32 2 一 一 12 321 

一 7 3 一 一 一 7 3 9 9 2 一 一 7 24 18 31 8 20 5 18 26 一 一 一 一 7 一 一 一 184 

一 114 45C 65 135 一 - 179 585 121 121 一 一 一 一 一 一 9 3 一 一 12 ー 363 一 一 一 一 757 1, 313 176 2,875 
その 5 121 542 554 一 - 130 1, 101 178 173 42 一 3 92 99 131 350 108 168 109 126 157 533 53 2 173 2 368 708 2,970 6,545 

12 

計

119 4,497 965 4, 180 9,761 7,226 6,772 814 37 325 4,501 2,383 1, 324)4, 129 1,522 1,572 257 11, 38411, 690 10, 118 2,279 26 1, 141 458 1,917 3,369 3,288 6,6532 
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として受付けた検体は..2.68頭（犬258頭、猫9匹、馬1頭〉で、之を病理組織学的（Negri1]....体、非イ切農性

炎像〉検査、及動物試験等綿密怠る検査の結果、真症と決定したもの113頭（犬112頭、馬1頭〉で受

付額数に対し42.2 J-bである。之を咋年の受付37.2頭に対し真症264頭（84.5%）に比較すると半数

以下となり、初議以来さしも猛威を揮οた都内の狂犬病も漸く低調を示し、このま L更に減少して

絶滅の一日も早からんことを願って止ま危いO

；危治此の検査成績については別稿に詳細を記述の通りである。

(3) 食肉魚介並に共の加工品の検査

検体の大部は都公衆衛生課及各保健所か

ら’送附せられる収去品〈随時及一斉〉であ

るが加工品製造業者、及一般都民からの依

頼にも応守る外、此等食品に基く中毒の検

査等であって総て感応検査、理化学的及細

菌学的検査を行い、別表のよう友成積を挙

げている。たむ調査を兼ね食品衛生検査指

針専問委員会レストランサ三テーシヨン部

会からの要望もあり、 11月から都内一部

の食肉魚介及レストランム、 B、C級店舗

；~ト
食品獣医事限加特抜（説止3年期〉

2POO . I 

r.s::p ーーーーーーー・百召余コ民~~年」1.600 一一一一昭和 • 7 
｜一一一一戸昭和 , I 

1.400 i 7で
1,;00~ バ＼｜ ν：－ ¥ 1T 
仰♂〆！＼＼ド；、代＼／
800 iドf
60'0 ／トI ~－ ,-,-,j/ 、、v ’， 

400 I/ 

200 . I . 
01 2 3 4 5 6 7δq  lo 77 .・ 12月

の衛生状態（細菌汚染度〉の検査．に着手し目下続行中である。

~;jな本年の中毒取扱件数は下記の通り 9 件で、昨年に比I践し約半減したが、本年 6 月 28 日品川保

健所管内に発生した「アサリ」生剥身による中毒例（患者5名何れも重態）に於て原因食から出血

性敗血症菌（Pasteurella属〉の細菌を分離したことは特筆に値すべきものである。

昭和26年中に取扱“った中毒例

番号｜発生月日｜発生地区（推定原因企｜患者数｜症状及経過｜検 査 成 績

田｜カニ（健詰）入｜ I __:_I I 3人｜軽 快復｜一向球菌野菜サラダ｜ ｜ 

｜ ｜ ｜魚粕漬｜ : I 
2 I 2・i3 I品川｜（イシモチ）｜ 1人 l " I 不 明

I I ·~1 ｜サケ入り l I I I I I I " I 葡萄状球菌｜ ｜野菜サラダ｜ I I 

4 I 6.11 I四谷｜焼鳥 l l人｜ ,, I 不明
~［ ι28 ［品 川（弘高身引 5人｜重 快復｜ 出山血症薗

6 I 9・10 I堂島｜いま揚げ i集団I~珪 川 不明I I J I c2so名位〕l
7 I io・is I目 黒｜サンマ開き・14～5人 l ,, I ＇原因閣の検出凡出来なか
I J ｜（味 淋 干〕｜ J ｜ワたが腐敗著し

三，.10. l9 戸司同上 I~竺｜γ~ ＼二日一「－
. 9 j 10. 24 ［中野｜鯨佃煮I 1人 l " I 向上

(4.）牛乳々製品の検査

；検体の大部は収去品で、共の他一般からの依頼に応じてい毛ことは前項と企様であって、検査は

総て厚生省告示食品衛生試験法及び食品衛生検査指針に基き感応、潤化学；i句、及細菌学的検査を行

‘い、必要に応じ成分々析を行。ている。

一一 24Fー



昨年から実施していた連合国Q;s-. 8.関係の乳製品検査は、本年8月から状勢の変化に伴って中
絶したが、学童給食用放出脱脂粉乳の検査は随時行った。また依頼検査は6月から9月に亙り厚生

省令 58号に基C冷凍乳菓（アイスクリーム〉の規格適否試験が大部を占め、其の他特殊のものとし

て牛乳瓶詰用キャップの殺菌試験及冷凍乳莱用の殺菌器性能試験等であった。

た告本年中に行った一斉検査の状況は下表の通りである。

呑号｜検体受付期間｜検査対象及検査目的｜例 数｜ 備 考

~，， －－備に大一一一一l I~ 5 I 市販曜詰~ ~I 菌検査 1 37 I公衆粧謀計画

可 6.26～7・5 I ~g 意義·~ ~ゑ雲 l ib9・ J ·i；~史生課計画百嘉言葉－
3 :1 プ.23～8・7 ｜浅草地区冷涼草し葉｜ 己6 I 保健所計画製造所製品のみ
I ！の規格適否検査 I I 

4 I 10.20-10.21 1市販桝し（纏詰〉¢規格検査 l d ・r公衆衛生課計画

τ1 12.3～12.13 ／市販用牛乳の規格検査 l213・ I倣衛生課計画
6 'I 12.3～12. 10 1石製品位グリエ王子師事l、1 2s' I ; " 
｜ ムぷよ ｜マーがリシパター〉の衛生検査｜ ｜ 

昭和26年中の業務成績は弐表及JJIJ表の通りである。

業務成績年報ぐその 2）昭和2'6年 1月～ 12月

( 1 ) ヲIクチシ生産状況 食品獣医部獣医衛星課

39,500 g 

原 液｜ワグチシ

4l叩 oc. c: / 390, ooo c. c. 

動物接種｜脳

仰頭 l
( 2} ワクチン払出状況

採取

前年残｜本年生産量｜

42, 400 C・ c. I 肌 oaoc. c I 
計 ｜払出量｜本年残高

叫 400.c.c. I 351,000 c.c. I 山 ooc.c. 

4 ..大島出張所

当出張所は昭和2.3年11月公衆衛生課所属大島乳肉検査所として元村に開設せられたが、昭和24-

年3月5日都立衛生研究所の発足と共に之に統合せられ現在に至っている。要員は技師2 （内所長

1兼務〉技師補1用務員1計4名にて業務は引続き乳肉魚介並び、にその加工品の検査で、あるが、古来

企島の産業が牛乳に依存している特性に鑑み牛乳検査に重点を置き、その検体は中央保健所大島出

張所から送られる収去品及び＼一般島民からの依頼品等であって本年中の取扱品目件数は別表の通

りである。

開設当初は当所の性格徹底せすτ且つ島民の衛生思想｛まいため検査に対する関心うずく嫌悪する傾向

が認められたが1漸次その性格、業務内容等判然とするに伴ひ利用者ば増加し、たゐ当所が島内唯

一の衛生検査機関であるため日常担当業務以外についても公衆衛生面の事に関してば広範に亘り相

談ttC応じ或は必要により本所担当課に連絡して検休の中継送附〈鉱泉、水質、開業医か、ら依頼のワッ

セルマン反応、疑似狂犬病等の検体〉或は本年8、9月頃島内に赤痢が流行の際のように保菌者検t索

用検体中継及び技術者の派遣を乞ひ、当所実験室で一部の菌検索を行う等当所の存在価値は漸く認

められヲ与ある。
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命昭和26年中の業務成績は次表の通りである。

－食品獣医部＇.大島出張所

取扱件数ー 試予 i 験 d 検 査 i 件 数

細菌学的検査！ 理ー化：学‘的拘検 査 I S ・口A 

計菌培 応。’ 精元ンン
数 義 ,. メブモ

頼附査 直検の検 凝チリ～ユ

接査 他査重肪度固 1ウア性 計 i
牛 苦し 1,169 451 926 2, 636 2, 636 1, 3771451 -2, 636 2, 636 2, 636 2, 636 2, 636 一一l 17,644 
脱脂苦し 一 一 12 12 12 一一 一一一すー' ' 12 一一 一 24 

クリーム宅 一 一 5 5 5 5 5 一 5 5 5 5 一一 一 35 

f肉及魚類 一 一 ~ 5 5 ,5 5 一 5 一 一 一 一 5 5 ~o 、
ー，

水産加工品 一 一 4 4 4 4 4 一 4 一 一 一 一 4 4 24 

其 相也 一 一 22 22 一 22 一一 22 一 - 22 一 66, 

計
11市川M 17,823 

v 化学検査部
1. 墜薬品第一課

泉三たに亘る国家検定及検査品目の指定、並に抗生物質を筆頭とする新医薬品の輸入に伴いミ当課

の業務も複雑多岐にわたる様になり、多忙となった。

昨年度同様ミ薬務課関係、では監視業務に伴うもの、 C.I.D.押収受領品及特殊物件等の鑑定、並

に規格検査、補給業務に伴う品質試験等、行政検体は併せて479種である。

。） 監視業務の検体は261種で其の送附欣況は咋年に比して和平均され3月の72種を最高に 12月

42種、10月28種、以下大体各月、 15～20種で、9月、 11月が極端に少く 10種を割っているO

之等検体の内容は、ゼメンエン〈国民医薬品集駆虫剤、2号） 62種、ヨードチンキ類16種、クレ

メール石鹸液 14種ミアルコ｛ル類1.3種等が主たものであるO 毎年、問題にたるブドウ糖注射

液、塩化カルシウム注射液等の静脈注射液がめつきり減少し、代ってセメジヱンが全体の 24% 

にも達すると云うととは、都民の腹の中をのぞいた様た気がする。他に殺ソ剤、及びD.D.T.製

剤、 B'.RC.製剤等が10種もあり、こ札は最近、乙の種のい’がどほしい薬品を直接家庭に押売り

する向きがあるためであらうふ叉珍らしぐ事故品去しで、塩酸アロカイン）ヂヒドロストレプト

マイシン硫酸塩、各1種が送られた。前者は或る開業医が3'人の患者にとの品を夫々個々に手術

ム前の浸潤麻痔に使用したところ、イ可れの場合にも顔面発赤し、興奮状態が著しく手術を中止した

と云うのであーるが、試験の結果ではその怪欣、品質に異常を認めなかった，0 叉後者は、某病院で

注射に際しτ溶解したところ、沈澱、溜濁を起したというのであるが、検査の結果、溶剤として
塩化カルシウム液を誤用した Lめ、硫酸カルシウみを析出じたものであることが知れた。別に3

J.I中に市販の各種錠剤の崩壊度試験を企1劃し、；71種についτ検査し興味ある結果を得た。叉 12
- 27. -



月中に市販品の一斉検査を行い相当の成果を収めた。

（司補給業務に伴う検体は昨年度に出して著しく増加し、 146種に達し売。 8月 31.種を最高に9

月、 10月にかけて送られたD.D.T,oil、D,D. T, Dustの47種が最も多く、グリセリン 13種、

アルコ｛ル類 20種、クレブ、｛ル石鹸液9、種、防疫期石炭酸5種等である。之等の検体を試験し

た結果、その40種については不良品であると認め納入を中止せしあるとともに薬務課に通報し

行政的措置をとらせた。斯様vu杢数の約 27~Jiに及ぶ不良品を事前に発見し、入札制度に不可避

の品質低下を防止している。

しかし此の種の検体は落札後、納入期限とにらみ合せ、結果を速かK報告せ守ねばならたいので

繁忙を極める。

(3) C. I. D.押収受領品は昨年比比較して回数と共の品目が極端に限定され七来た。本年度中re取
扱った品目はサントニン、及び、パスで計 52種である。叉特殊物件は、キニ｛ネ塩類、及び、其の

誘導体並に製剤で32種である。サントニン（B.P.）は9月42種、 11月4種、 3月Z種、 8月

1種、計49種で＼前年と異るのはイ可れも間違いの泣いもので、共の品質も第六改正日木薬局方

サントエンの基準に業に適合するものは、かりであった。 叉パスは 11月に 3種送られているが、

何れも医薬品として使用にた九段い不良品であるσ

以上の行政検体の他に試験を委託されたものは弐の様なものである。

(1) 3月から 12月にわたって、細菌部ワクチン課から腸パラ混合ワクチン 20種を送られ、との中。

の石炭酸合有量を検査した。

(2) 横浜税関から輸入白檀泊5種を4回に介けて送られ、関税率適用上の必要から試験を委託された0・

(3）農林省畜産局競馬部から馬用興奮剤と称ずるもの2種広ついて。

性）交通局電車謀から撒布用の D.D. T. oil 2 種について効力試験をO•

（劫 警視庁保安謀、府中地区署、八王子市署、板橋署等から薬事法違反容疑による覚醒剤、その他

の医薬品にワいて鑑定を。

(6) 本所、王子、板橋の各保健所、及び、清瀬病院等からも夫々 D.D.T .. oil..，.浴剤、麻酔用エ｛テ

Fレ等について。

さたに依頼試験は漸増の傾向にあり、 225種を数えたσ これは昨年度の 30J0増に怠る。相変ら守、

品目は種々であるが、主たものは前年同様、駆虫剤中主薬サントニンの定性、定量 61件、弐い、

でピグミン B1及製剤34件、 D.D.T.oil及び Dust17件、注射液無菌試験l3件、インシユリン

規格試験5件、、共の他ヨード、白檀油、活性炭、木城、アテプリジ等の貿易関係 25件等である。

共の他に僅か3件程でばあるがストレプトマイシンの試験を依頼した入がいる。とれは家人に使用h

するため買い求めたものであるが果して間違い法いかどうかと誠に御方悲願いである。

J更に本年度に於て、当課の新事業として始められたものに Pyrogentestがあるo

治療上重要「抵地位を占める注射液は、静駄注射の際抱一またま注射後患者の発熱、戦懐、 H匝吐、悪ー

感等の烈しい副作用を伴うζ とがあり、 ζの原因にωついては：従来の化学試験や物理試験では杢く証

明出来たかり宍が、第六改正日木薬局方の公布に伴¥ji.・米国に倣うて動物試験による発熱性物質試験

法が収載されたο即ち、第六改正日木薬局方収載の注射液中、アドウ糖注射液、果糖注射液、転イι
糖出射液、ロングル液、注射用蒸留水、ゼラ苧ン注射液、輸血；用タエグ酸ナ Fリウ必注射液等：はと：のば

一：w.~



発熱性物質試験に合格したければたらない。

この試験を四季を通じて行うためには健康伝家兎を一定の温度、湿度を保っている部屋に入れて

快適合、生活条件の下に体温の変動を少くする必要があるので、当衛生研究所では今回、行政試験上

の必要と、業界の要望とにもと守、いてパイロヂヱンテストの設備を完成Lた。小規模ではあるが設

備費約130万円を費し柏、理想、に近いものであらうと思う。既設の鉄骨コンクリート 12坪の独立建

物を利用改造したもので暖冷房による恒温恒湿装置を施し夏季揖氏25度、湿度60～70%、冬季初度、

湿度60～70%を保持している。床面は厚いガスコンクリート造り、天井、壁面は二重テックス張

りとし窓は二重窓にじてある。目下主として薬務課監視班よりの送附注射液と、補給係に納入され

る注射液のパイロヂヱンテストを行うているが、各メーカーよりの依頼試験も併せて行っている。

施設と動物の管理に多大の手数を要し、試験開始以来、いまだ日浅く件数は余り多いとはいえ伝い

が注射液製造業者よりの依頼試験も漸増し0つあり、今後益々重要性を加え、 z充分に機能を発揮出

来るものと期待している。
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以上の86件を種類別にしてみると、

ブドウ糖注射甘受

注射用蒸溜水

リシゲル液

研究用蒸溜水

計

試験室内の温度及び湿度は次の通りである。

7月 14日～ 9月 20日
9月 21日～ 12月27日

調査研究にづいては、ロートエキス散及ホミカエキス散中アルカロイドの定量、サントニン散及

サントニン錠中、主薬の定量、ヂアスターゼ錠の試験法並に賦形薬の糖化力に及ぼ、す影響について

の研究、注射液の発熱物質に関する研究、葡萄糖注射液中の苦味質の研究等を行い一部研究終了し

たものもあるが研究続行中である。倫昭和26年中の業務成積は次表の通りである。

62～ 77 % 
62～77 % 

25口C

20°C 

- :'29 ....... 

化学捨査~15匡禁iit1 型事ー委主

to 11 121! CJ δ 7 6 4 3 2 
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局 30 61 

無液
8 16 

方 12 87 

U医 ;:r_ キ ス 1 
チ ン キ 一 15 

薬 t主 一 5 

品 其注
射 14 13 
の 9 一

国暴竪品集薬品医 錠散注其
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件 数 試
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適 計

試験 試験的試験
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~－醤薬品第二課

本課は昭和2.5年12月に新設されて以来未だ、漸く 1年余を経過したに過ぎ伝いが発足以来先づ順

調た経過を示して治り、特に都内に於ける生薬を主剤とする家庭薬製造高及び、その原料と怠る生薬

類の消費が全国の主位を占める実情に鑑みその使命の極めて大たるものがある。

即ち本課の特徴とするところは、（1）生薬

及びその原料の試験に関すること、（司製薬

原料の試験に関すること、に鑑み約300坪

の附属薬事国を設置し医薬原料植物を蒐集

移植、栽培管理し、現在二百数十種を集め

一般都民に開放して参観に便じると共に製

薬原料の試験、生薬検査研究並に鑑定に寄

一与している p

en 一般依頼試験
生薬中の主主主るものはアクリ（海人草〉、アロヱ、黄連末、除晶菊花、メンマ等の局方適否又は

有効成分の定量試験を行い、その他生薬に関する鑑定、薬用植物に関する相談事項を取扱った。

製薬原料の主たるものは屑茶、粗製ナアグリン、防疫用除轟菊乳剤、ツパキ油、支那桐油、馬

油、ホウレンソウエキスその他であワて殊に輸入居茶中のカフェインの定量は 26件、防疫用除議

菊乳剤 16件、輸出ナフタリンの試験は8件に及び、植物油脂φ依頼検査が増えている。

( ll) 収去生薬の試験

薬務課に於て都内生薬卸売業者叉は小売店63軒より 15品目 645件の収去した生薬について試験

“検査を行った結果、総数645件中次の成績を得た。

良580件（90%）可・37件（5.7J0）、不良28件（4.3%）、その詳細は別に報告する。

〈目〉 生薬並に製薬原料の調査研究

v(1) 蔓荊子の成分研究

さ．きに蔓荊子即ちハマゴウの果実より精油、脂肪油及び一種のフラボンを分離した。く本年報

E、昭和 25年〉、その後の研究によりフラボンが一新フラボノールであることを認め Vitexi・

carp inと命名し目下その化学的構造を研究中であるO 〈昭和27年5月第5回日本薬学大会講演発

表〉

'(2)' ネジキ葉の成分研究

ネジキ葉〈石南科植物〉が家畜の中毒症を頻発するに鑑み、その有毒成分を研究中新にウルソ

ーJレ酸及びクエルチトリンを分離証明し，更に有毒成分の研究中であるO
。）黄柏実の成分

さきに黄柏実〈キハダの果実〉より精油及び、脂肪油を分離証明したことを報告した〈本年報E、

昭和25年〉、その後北海道上富良野産の黄柏実を入手し、更に成分の比較研究を行い利用法につ

き研究中である。〈昭和27年5月第5回日本薬学大会講演発表〉

私） サフランの栽培条件と α同クロチンの合量

--""-31 ー－



む3
I:¥) 

業 務成績年報 昭和 26年 1月～12月 化学検査部 医薬品第ご課

＼件
＼ 

種下＼数

別＼＼

取扱件数 試 験

El!j!l:I 計 11~J~~~~m1 ：「~~~1~~~1~~） ~1~1~！~1:
薬l時 i~I i~~ ·~~ l ti ~U~！ 
生 l局方適否 II
鑑定 II

成分｜！

標本 Ii

薬｜医薬用

問｜家庭菜

戸l民間薬
｜染料及香料
物｜薬草栽培
その他

製｜有機薬品

無機薬品

準局

製薬技術



近年サフランの需要増加に伴いその栽培方法特に肥料の3要素成分と α・クロチンとの合量異

同につき研究中である。

今年度に於ては球根中の栄養分をコントロールするため無肥料栽培を行。たが、その間気温、日

射、湿度、雨量と開花数との関係、を調査した結果はサフランの開花数は気温及び日射時閣に正比

例するが湿度との関係は第1年度で、は不明瞭で、あった。

ゆ サフラン中 α・クロチンの新微量定量法

サフランの栽培条件と α・クロチンの合量を定量するため、その微量定量法を研究し、光電比

色計を用いて簡易に迅速に且ο正確に定量し得る方法を確立した。新定霊法によりサフランの経

日変化を試験し且ワ日本薬局方サフラン中α．クロチン合量にそコいて批判し局方の規定では α・ク

ロチン含量が約77%以上であることを明かにした。（昭和27年5月第5回日本薬学大会講演発表）

((6) オウパク〈黄柏〉の採取条件とペルペリン合量

オウパクが製薬原料として需要を増加し、今回第6改正日本薬局方に収載されるに当り、オウ

パクの採取時期並に皮の採取部位とベルペリンは皮部の木部の直径大怠るもの程合量多く、叉夏

の土用に採取したものは他の何れの時期よりベルペリン’合量の多いことを明かにした。即ちオウ

パクの採取は夏：の土用にたるべく大木の皮を採取すべきであるとの結論に達した。（昭和27年5

月第5回日本薬学大会講演発表〉

。） ニガキの色素成分
日本薬局方のニガキはニガキの幹及び校の皮部を除いた木部を乾燥したものであるが約25年

以上の大木の心材は黄色に著色し、この部分は苦味を有したにいことを明かにした。これらの性状

にヲいては局方に記載が友いので、その色素成分を研究し mp127～129° の白色絹総状結品、 mp

144° の黄色針状品及び mp218～219° の黄金黄色針状品を捕捉し目下その成分を研究中であ

る。〈昭和27年5月第5回築学大会講演発表〉

CIV) 生薬の規格設定に関する研究
1¥1' 

さきに第6改正日本薬局方の市IJ定に当り局方生薬の品質規格の設定に寄与したが、近く改正され

る公定書国民医薬品集に収載される生薬は約80種に達す忍ため、厚生省薬事審議会の委嘱を受け

収載すべき生薬の品質規格の決定に関し全面的た調査研究中であるO

3. 麻薬化粧品課

本課業務中麻薬取締法違反事件に基すせ送，付された麻薬は昨年度の458件に対し 655件と増加を

，来しているO これを種類別にするとヘロインの184件を最高とし以下塩酸モルヒネ、酒石段モルヒ

ネ、ヂオ＝ン、燐酸コデイン、阿片、ナルコポン注、ナルコポンプトロビン注、ナルコポンパパペ

リン注、ナルコポンスコポラミン注、パピナー Jレ注、パピナールナトロピン注、塩駿コカイン、塩

駿パパペリン等々と数えられる。この他に麻薬を合有したいもの 105件を数えたのは注目すべきこ

とである。本年度の麻薬の特徴のーは合量が低いことでこれらは乳糖、プド｛糖、重曹、カフェィ

iン、キコーネ等で、希釈したものが多い。叉検体量も極めて少く、麻薬の汚点のついた薬包紙や麻薬

を用いた注射針、注射筒がかたりあてコた。従てコて試験法としても微量分析法を多く採用し、

:F'. Aelinkの Schemazur Mikrochemishchen Identifikation von Alkaloiden, Rosenthalerの Toxiko-
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＼＼件 I ｜依送収調 感物理学的試験｜ 化 学 的 試 験 のそ

種＼数［ 覚光加そ溶 P.·H. 泊呈 ~I 童色香防そ無そ有定そ他 計

、、、、＼ 計試学一 熱の解試澱色他及 腐り機の機量のの
別 l 試試試反反の重 試試

＼｜頼附去査 験験験他験験応応信書素料剤他物他物験他験

麻粉 ・末ー 357 ー｜ 402 I 554 372 981 一 442 367 2, 916 3, 63 646 2 一一 460 600 46 一一 13,018

液 剤一 41 -- 441 44 3 133 3 127 346 440 30 一一一一 3 6 一一－ 1, 135 

薬注射薬－ i9o - I 190[ 267 113 s?o 269 190-1,29-±1,9001,732 一一ーし076L,082 一一一 8,493

その他－1 61 --( 9i 吋.81 62 152 81 91 510 7481 632 一一一 51 凶 38 ー 12 2, 590 

白粉類 23 9 -- 3 351 361 - 88 -! 22/ 600 - 396 -1 一一一%一－ 1, 497 

化紅 類 4 10 - 5 凶 241 1171 ..:...:. 31 _I 1s! 2so ー 188 一一一一一一一 655
ポマード
チック類 4! 2 一－ 6 6 6 ー 24 6 8 20 24 一一一一一一 2 96 

香油類＿！ 1 一－ 1 1 ii - 4 1 3 10 ー 寸 一一一 3 1 一一 33 粧 色 ｜

クリーム類 － 6 ー 3 9 ! -s 判－ 31 1 is! 100 3 288 一一一一一一－ 490 

石 鹸 2 一一一 2 2i 161 - 16 ー｜一 一 一一一一 40 一一 82

品原 料 35 ・22 一一叫｜判｜ 明 I - 110 2211. 076 田5 一一一一 一－ 2,613 そ白他 ~I 10 ー 叫只｜円j - 38 ~i 211 163 ~ ,::1 I 3［ー 12 12 - 45 日7

農業薬品 7 一一－ 7 7 4 41 -1 一一 一一一 41 一－ 56 

工業薬品 1 一一一 1 1 ー 11 _ _I 12 一 一一一一一一 16 

試 薬ー 1 一一 1 1 1 11 5 一 一一 2 1 一一 22

麻薬の定量に関する - 90 90 切ー 90 一 一 一－ -'- 90! - -・ 540 

研究 osi 品中の枇素
鉛化粧の新検出法の及研び究 一一一 35 35 35 ] - 420 一 一一一一一一 560 

麻の薬研誘究導体の結晶形 一一一 10 iO 10 10 10 10 一 一一一一一｝ EO 

写 真 108 一＿， 108 lOFl 108 1 ←一一 372 276 972 
封 繊 240 一一一 240 0ー3:

そ り 他 61 3551・ - 34 問 9 340 2~j 叶四l ~1 っ -- 2 一っ二1醐出川
一計 叫， 17~ ~~j1, 737 1,235］山3j3,2291吋，吋 893e,195:8. 999Js, 30山



Iogische Mikro Analyse, Oharaの An.introduction to Criminalities共他を参考として鏡検分析を

行い、叉別に研究事項に報告のように微量検出法に関する研究を実施し、極めて微量の試料に

対処した。次に本年度より没収麻薬lOg以上のものについては国連に含量報告の義務を持つことに

訟り定量試験の要求に応十るに至ったため事務量の増加を来した。定量試験法は種々の試験法を追

試の結果ヘロインについては KoglPostowskyの微量定量法を多く用いた。更に時代の流れによっ

て裁判法廷に於ける証拠が極めて重視されることに鑑み、試料の送付を受けた時は直に外観の写真

撮影を行い、結品形其他可能なものにヲいては顕微鏡写真を撮影して後日の為に保存するととにし

た。

化粧品の送附件数は咋年度より柏減少したけれ共行政上の考慮に由来するものと思はれ将来は再

.,,/fl 化学検査部感嘆化粧品課

, .. 
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4. 衛生用品課

／ 

＼／ 

10 
,, 12月

ぴ増加を来すことを期待している。化粧品

の研究面に於ては昨年度に引続き厚生省に

協力して化粧品原料規格及び試験法を作成

し亜鉛華其の他の原料について決定した。

向、昭和26年中の業務成績は別表の通り

である。

当課で取扱う衛生材料のうちでガーゼ、脱脂綿や用具では注射筒、注射針、縫合針、羊腸線及び

歯科材料にワいて国家検定の試験成績は漸次良好註成績を示している様で、あるが、依頼試験の為め

当課で取扱うものや薬務課の収去品には色々不良品が発見されるので種々改善なり製造」二注意する

ことの必要を示している。

本年度中に試験又は調査したもの L成績を述べると次の通りである。

脱脂綿は米綿、パキスグン綿、印度綿を原料として製品とするのであるが、精練漂白の度合も漸

次良好とたり検体69種中不適のものは 2種で、その理由は脱脂不充分である。共の他は良好で相

当改善していることが判る。

叉ガーゼは最近は紡織がよく，ゐりむらのあるものはたく検体51種中2種不適品を認め、これ

は脱脂不充分のもの1種と水洗不充分のもの1種であるO 大体良好な成I讃と思考する。

注射筒ーは殺体数25種の中不良品と見られるもの 6種で、不良の個所、内容量の誤差が多く次は

耐熱耐寒試験に3ないて不適によるものが多くある。たど目盛の塗料中には直ちに溶解消失するもの

がある。製品の改善上注意すべきであるO

参考のためガラスの遊離アルカリの状況をアンプル、ペニシリン瓶、ワクチン瓶、注射筒其他理

化学容器や一般ガラス容器にοいて試験を行うたのであるが規格品は大体良質のものが多く、叉瓶

類にづいても名称記入のものは比較的良好伝成績を示したのであるO

注射針は最近大分改善されているけれど未だ、不合格品がある。例へば9月～11月までに市販品を

新益した成績を述べると J7種中3種不合格である。とれは主としてさびである。

叉7.HJre国家検査を受けていt;r..い16種中には 10種の不合格品があった。従って国家検査を受けて
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い友いものには不良品が多数含まれていることを示唆している。

最近の品質は一部には相当優秀で検査基準のみでたEく耐蝕試験やかしめ試験、気密試験等は良好

である。一般的に曲げ試験を重視して鋼性が少し弱くなった傾向があるO

ゴム製品 コンドームは極少数について試験したのみであるにも拘らや半数は不良品である。向

花学検討陳謝ヰ表娘（最近3年間）件
800 
一ーー－111:>和24.Jf- ν，t ヘ＼、司同＿＿＿.

700 トーーー・・ーー一－一昭和25年
／ 

600 
一一一昭和2b年

500 ／〔＼ ／ 
／ ／ ＼ ／ 

4<;o 

/ / ¥. 
300けぷ ／ ム ~／ 、 ν’ /> 

I'-. F トーー て、、ム、、可
200 ,_ __ // 、『レ戸’ r 三‘司、俳，－－－・〆

製品の改善の要あるものと思考する。叉

共他一般衛生方面に使用されたベツサリ

｛、指サック、氷嚢、ゴム栓、ゴム管等

30種の市販品に οいて外観、灰分、有

害性金属、仲張率、老化試験等にοいて

調査をしたが慨して良好訟成讃を示して

いる。

Joo , 山，

!)' 2 3”” 4 6 6 7 8 9 to 71. 12 n 
羊腸線は東京都内には3軒の製造所が

あり、現在主として馬腸を材料として製

造されている。検体80種にワいて試験したが長さに稿、々不足のものある外は太さ、強さ等／土大体

良好なるものと思考する。

但し製造工程に1ないて特に滅菌温度、殺菌液処理時間、アンプノレ洗牒等について色々と改善する

点のあるものと認められる。

共他縫合線、歯科材料は取扱いも僅少であるので報告は次の機会に述べる。

玩具について

玩具の検査の対照とえにるものは食品衛生法に規定せられたものであって具体的に食品衛生法規則

の第7章の雑則によるものである。従って金属、セルロイド、ゴム、合成樹脂も陶製、ガラス、紙

等の製品や前記のものを組合せた製品等がある。

試験法は現在明記されてい危いのであるが、食器の試験法等に準じて行い、これらに含まれる塩

基性グール色素、叉有害性金属のj容出状況を検査しているのである。塗料の剥離の問題もあるが本

年調査した範囲では一般的に金属、セルロイド、合成樹脂、ガラス製品は良品が多く陶製品は鉛、

ゴム製品は亜鉛を又紙製品中には塩基性タール色素を溶出して良否相半する状況であワた。

特にゴム製品中溶出したもの L色素は全部塩基性色素である。従・って衛生上の一考を要する問題

化学検査都衛生用品課

jO 

。！＇'2 34  j 6 7’8 C/ Jo 11 121! 
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であるo

l本年は昨年に比して製品の殴ベルも漸次

向上しているとはいへ注射筒‘、注射針、羊

腸線には倫改善するところがあるから、更

に調査研究が必要で、ある。

命昭和2G年中の業務成績は次表の通り

である。



(;) 
"'J 

業務成績年報 昭和 26年 1月～12fj 

＼種 . ＇，件：~ ＼数ベ＼
取 扱 件 数 試 験

依 送 』民 調
｜感覚試験｜ 物理学的試験 イh

臭 : l!:J:: 比頼 附 去 査 味 重 解J験

糸 : II・ -'I ::ii ＇：~［ ＇：~1 781 3~1 3461 3＇オ
34 10 103 .132 25 305 

歯 ムロ 金 類 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
科 陶 歯 類 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
材 石 菅 類 一 一 3 3 7 一 一 一 3 15 

来i’ 樹脂類ワックス 一 一 一 一 2 一 一 一
医器 金 属 類 1 391 一 588 一 16i 5 19 

療械機具
硝 子 類 1 6 一 3 38 54 41 47 436 ー 11 12 

其 の 他 3 一 一 30 30 一 6つ

薬包 硝 子 類 11 16 1 118 177 一 150 25 137 142 

容 キ正 類 5 一 4 21 3 1 16 一一 2 25 

品器 主 の 他 1 一 12 13 13 24 - 48 

衛生用ゴム製品 判 －！叫 1s) 

玩 金属製品 一 5 一 一 一 一 一 一 75 
ム 雲君主E主 ロロロ 一 11 一 7 15 一 一 4 一 206 

セルロイド製品 一 4 一 一 4 一 一 一 一 一 60 
具
木竹製品 一 3 一 3 一 一 一 一 51 

塗 料－
II 

主 の 他 II ~1 竺｜ ＇~i オオ「オ ~1 ~：1 ~1 却~11,·~117 17 17 - 17 

計 川92+,6901 3831イ刷4,9141 5~1 岨＋

化学検査部 衛生用品課

検 査 件 数

て持f..与 的 試 験
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熔試 沈試 東試 ~ili!I i 1:: の 計融験 固験色験 澱験 色！験 イ血

イ坦·1 オ 16~1- 113 230 50 二I1~： 1 1,133 

一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一
一 15 12 一 一 21 一 110 
2 2 一 一 一 一 一 8 

一 一 48 27 一 ー12 7 一 10 4, 148 

一 一 23 1 一 一 一 一 一 713 
一 一 一 一 一 一 一 一 90 247 

一 - 223 一 一 一 5 一 305 一1,699 
一 2 2ら 4 一 一 5 2 7 15 129 

一 1 54 10 13 11 1 10 2 196 

610 

一 一 25 一 5 一 一 一 110 
2 4 142 一 15 6 一 3 409 

一 一 40 一 一 4 一 一 一 1C8 
一 一 30 一 3 3 一 一 一 90 

？‘ 

4オオオオオ 1竺15，田2154 
判 H71 品53661 1971 17,175 



調査研究事項お早

色素産生大腸菌群に就いて

第四

治

郎

郎

夫

清

康

喜正

松井

依田

高： ~ii 

遠野

細菌部微生物課

一竺＝コーI=! 
細菌の呈色現象に関しては既にチフス菌（！）パラチフス菌（均的豚コレラ菌〈めコレラ菌等（5〕につい

て、之等の諸菌種が肉エキス使用普通寒天平板上に於て赤褐色色素を産生する事が報告せられ、と

の発色原因はそれ以と追求されてい友いか又はペプトン或いはカゼインの消化産物に帰せられて来

た。松井は業室保存菌株中の Salmonella 並び、に赤痢；菌株中、又当所分離の赤痢菌株、大腸菌株及

結

菌株中に呈色反応を現わすものがあるのにつとに注目し、その発色原因についび、 B. Alkaligenes 

て追求して来た。そして色素を産生する大腸菌株が抗原的民同一群に属するものかどうかにづいて

KauffmannC6）分類関心を抱き、生物学的性状並びに免疫学的性状から検討して来たが、北研より

の大腸菌株の分与を受け、それらと分離色素産生大腸菌とを比較検討する機会を得、興味ある結果

を得たので現在迄に得られた成績について報告する。

実 法方験

呈色大腸菌の分離にはレンダー肉エキス、南興・ぺプトン〈照内、亜鉛、和田、メルク、ミクニペ

プトンにでも可〉で作った 1;'0普通寒天高層堵地に穿側、 32°C、24時間培養後上層部に著明の褐

く72時間乃至1週間後僅かに呈色色を認めるものを拾い、更に後述する特殊培地を用いてIi在めた。

を認める如く思われる菌株は特殊培地では呈色を認めなかった〉。

は上記の如き色素を産生す

積

Kauffmann等の分類による大腸菌中より分離した色素産生大腸菌株について

上述の分離方法を用い、 Kauffmann等の分離による大腸菌株中の、 C-3、C・19、C-55、（β・type》

C-59、C-111（α－type｝以上51＊、叉 TaylorC7）等の D・・133（α－type) 

る大腸菌の1群に入る事が判明した。最近小児下痢の原因菌〈？〉として α，β－typeColiの介在

が指摘されて来たが、 αpβ－＇typecoliが何れも色素産生大腸菌群に入る事は極めて興味ある事であ

成験実

る。

A. M. M. Payne & G. T. Cook〔10）は下痢症状を伴わたい幼児から D・4.'33株の検出にあたって、

現在の分離方法が不充分で、あり、且つ鑑別培地を依くために見~とす可能性のある事を指摘してい

るが、吾々の見出した性質はこの種の大腸菌を分離する時に一つの Screening~役立つものと期待

健康者及び、患児より分離せる色素産生大腸菌について

- 38ー
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2, 181名〈主として成人〉健康者中（B.T.B.堵地1枚より集落1個を拾う〉より59株の色素産生

大腸菌（2.76%）を分離し、之等の分離色素産生大腸菌と Kau日mann等の標準大腸菌との生物学的

諸性状並び、に主としてO抗原について比較した結果第1表に示1・成績を得た。即ち和植群は和植、

河村株家兎免疫血清及び C-59色素産生株家兎菟疫血清に対しそれぞれ血清の終末価迄凝集し，、

0・59抗原を共通していたものが27株を数え 45.70.90 (27/59）分離色素産生大腸菌の約半数を占め

？と。和植群大腸菌はすべて運動を有し、インドール〈十〉、・H2S（ー〉であった。グルコーゼ、ラ

グト｛ゼ、アラピノーゼ、キシローゼ、ラムノーーゼ、ソルピット、マンニット、マルトーゼ、ヅル

チツト、トレハローゼを24時間で分解、叉ザリチンを24～48時間、サツカローゼを48時間乃至72時

間で分解した。叉M.R;（十〉、 V.P..（一〉、 Citrate〈ー〉、牛乳は48時間以内で、凝固じた。グラチン

は（一〉で Krainsky；変法；培地で、着色を認めたかった。次に多数を占めたのは谷川群で、谷川、杉

浦分離林家兎菟疫血清及び、色素の産生を認、め怠い C-96株家兎菟疫血清のそれぞれ終末価迄凝集す

る。即ち O岨96抗原を共通する15株（25.42.90）であった。谷川群に拾いてはサゲカローゼ及び、ヅ

Jレチツトの分解に＂18～72時閣を要した。その他は千葉酔（0・7.'3抗原を共通すると思われる｝ 3株

(5.08%）、坪田群（0-7抗原を共通すると思われる〉北川群（0・5抗原を共通すると思われる〉、

浦田群（0”25抗原を共通すると思われる〉、桐原群（0・25抗原を共通すると思われる〉、それぞれ

2株（3.39,90）づっ、木村群（0-3抗原を共通すると思われる〉、小田群co幽36抗原を共通すると思
bれる〉それぞれ1株（1.69，%）づ、つで、あった。

叉症状の無い小児50名中より 4株、下痢患児31名中より 5株の色素産生大腸菌を分離した。健康

成人中で多数を占めた和植群co・59）、谷川群co・：96）に属す色素産生大腸菌を健康小児よりもそ
れぞれ1株づっ分離出来た。叉坪田群（0・7）に属すと思われるもの2株、北川群（0・5）に属すと
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＊ 下痢症状を有する居、児よりの分離商株。

上記の糖の他， Gluco$e,Maltose, Manitol, Rhamnose, Xylose, Trehalose，は何れの菌株も

分解，又 H_S,（一）， Gas （十）， Indol （十）， M. R.（十）， V. P. (-), Citrate （ー）， Gelatine 

（ー〉，又 Krainsky着色（－－）であワた。

-.39ー



に属すと思われる思われるもの1株、木下群（0-6）に属すと思われるもの1株、村川群 co・19)
もの1株、山本群co・55）に属すと思われるもの1株、西部群co帽111）に属すと思われるもの1株
を分離し得た。山本株は殆んど症状の無い小児から分離されたが、生物学的、免疫学的性状が殆ん

ど C-55~：朱に一致し、交叉吸収試験の結果交互に吸収可能であった。西部株は著明危下痢症状を有

C-111株と殆んど一致し且する患児から純培養に分離し得たが、生物学的性状も免疫学的性状も

。交叉吸収試験の結果、交互に吸収可能でありた。所謂 α、β・typecoliの他に、下痢症状を有す

る小児から数株の抗原的に異怠る色素産生大腸菌を分離し得たがこの点に関しては今後更に検討を

カ日えるであろう。

色素産生に及ぼす影響

レンダー肉エキス、南興ぺプトン使用普通寒天平板を用い、培養温度及び、 pHの影響について

検した結果第2表に示す如く、大腸菌の色素産生には温度の影響は余り著明でたく、比較的高温に

てもよく呈色を認めた。叉 pHも酸性側、アルカリ性側の広範囲にわたうて色素産生を認めたが、

pH 7. 0～8.5が好適し、発育に良い pH域では概して色素の産生も良好であοた。

町〉 色素の性状にづいで

本色素は水溶性であワて、 H202により僅かに脱色する如きも

DD 

Na~S04 によ・り脱色せ歩、叉酸、

アルカリにでも脱色を認めたい。ベンヂン、アセトン、エーテル、クロロホルム、キシロール、メ

チルアセグート、アミルアルコール、プチルアルコール等の溶媒に溶解せで炉、活性炭によって吸着さ

れる。

表2 第

普通寒天平板CR.エキス使用〉 合成培地 左記合成培地の組成

HZt HZ2 HZ1 HZ2 

一 ム S ム 3 +s +4 一土 (1) ~~~白r~o生r…・叶···l ： ~g (1）成ー普通寒天平板白組
一 ム 3 ム 3 +s +5 一土 ・2 0 レシダー肉エキス｝
一 ム 3 ム 8 十s 十壬 一土

As~；~~~~1e ・・ ・ 3. o 南興ぺプトン一 ム 3 ム 3 十 3 十十4 一土 L- ……0.1 を用う。
一 ..)... 3 ム s 十 3 4 一一 Glucose・・・・H ・..2.0 

十1 + l ＋ムl ＋ムi ++1 ＋＋‘ 
~ko…tin…ic …a…ci~occ 

一 ・・…io-5M
十1 十 1＋ム1 f-l-1 ++1 ++1 (2) 
十1 十 l ＋ム1 ++t ++1 ++1 

／＼ーー＼／ CH::-CH2. COOH 
。〉左記に同じ

一 十1 十1 ＋ム1+'-1 ++1 +.i.1 
十 L 十1 ＋ム1 f-l-1 ++1 ++1 

(hydrocinamic acid) 

一 一 十3 +i 一土生
0に.i溶lSgかをす。lN NaOH之cc

斗－ 3 」ー3 ..L 3 」-r-3 
一 榊土品

一 ＋生十4 十2 +s ++1 壬
（をl〉渇え~入O~~I寒c を天に7対を．2し1と~す2) に)5 一 一 +4 十4, 一士長
力日 ロ

示、当竺1
iρ株守

R
U

。ロ

印
『
問
問
。
口
同

∞m品
目
。
ロ
o
ロ
ω

培義温度は 37°Cの場合を示じた。

色素産生大腸菌特殊培地に就いて

先に松井はレンダー肉ヱキス中の呈色関与成分にづいて検討し、先づ透析によりその高分子物資

につき、。いで Soxhletの抽出器を用いてレンダー肉エキス中の呈色に関与Fると思われる物質の

追跡実！換を行。た。拍出にあた・つては第3表に示す如く、先づレンダー肉エキスを乾燥、ついで、乳
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鉢にて粉末とし、先づ Soxhlet固体抽出器でアルコーール拍出を行い、更に Soxhlet液体抽出器を

用い、ヱーテル使用、初め n/10NaOHアルカリ性下に、次いで n/10HCI 酸性下で抽出を行い

呈色物質を追跡した。呈色関与物質の追跡にあたっては各段階の残溜液についで、之をヱキス原量

に換算し、之を表示の合成培地くll）に加え、呈色の程度を肉エキス使用培地と比較した。大腸菌呈

色関与物質は酸性下で、主とし七脂肪、脂肪酸の出現が予想される分かくに移行し、又 B.alka:Iト

第 3 表 (a）呈色関与物質拍出過程

レシダー肉エキス
↓ 

透析（24時間〉

低分子（外） 高分子（内） D 

↓ 
乾燥粉末（238.5g) 

アルヨール拍出可溶成分（42.1g)AL2榊

蒸溜水＋NaOHぐl/lOn）…20Ccc
↓ 

エーデル拍出

↓ 
エーテル可溶 Aet
↓ 

塩化カルシウムを加え24時間放置

エーテル溜去

不溶Ae生

エーテル不溶 Ae2掛

蒸溜水＋HCIC1/10n)

エーテル拍去
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第 3 表（b)

よ~ nl仏 IAe1 I Ae2 I Ae3 l叫Kl Kの組成

。口釦ぽ自。
s-13 -, 十 土 ＋ 一 一 ~~~~ゲg生・i・~・－・・・・－……・・・・ . 1.4g S-35 一 十 土 十 一 一 一

・・・・1.0 i 

S-53 一． 十 土 ＋ 一 一
・・・・・2.。
・・・・・・・0.1

e ..................... 3,0 
L-cystine …...・H・－－……・．，…0.1

Q 野口 士 判＋ 」ー 掛 掛 一 一 Glucose …………・・・……－－－…2.。
51-4 土 掛 」． 制＋ Ht 一 一 Aq.…………………………lOOcc 
51-7 土 Ht 」， Ht 材＋ 一 一

' 
一

143 土 制 一 骨＋ ttt 

呑場 土 ＋＋ 一 ＋＋ 一 ＋＋ 一

! B大中oyd村1原50 一 ＋ 土 ＋ 一 一 一
一 ＋＋ 土 ＋＋ い 一 一
一 十 土 十 一 一 一

K を基礎培地とし各過程D残j胃液をエキス原量に換算して加え呈色の状態を

肉エキス使用普通寒天培地と比較した口
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,genes菌株の呈色関与物質はヱーテル不溶、主としてアミノ酸の出現が予想される分かくに移行し

た。然し色素産生を見た Salmonella及び、 Shigellaについては呈色関与物質を終りまで追跡出来な

かワた。先に百瀬（lil）は有機主主類の細菌に対する研究に3ないて、・芳香族脂肪酸中のヒドロ肉桂酸を

レンダー肉ヱキス使用普通寒天平板に加えると、赤痢菌が赤褐色々素を産生する事を赤褐色反応と

し七発表した。而して肉エキスをアルコール、次いでエーテルで、抽出する過程の脂肪酸中に微量で

はあるがヒドロ肉桂酸の存在が確められている。千田（町によると赤痢の呈色関与物質はヒドロ肉

桂酸ではたく、又該物質によ b大腸菌は色素を産生したい様であるO 松井は第＇ 2表に示す如き合成

培地を作成L、諸種細菌の産生色素について検討して来たが、本培地に3ないては表示の如く色素産

ー生大腸菌は何れも24～48時間培養で＼先づ上層部に著明た褐’色を認め、放置すると上層部の褐色が

次第に下方に及び＼日数の経過により培地全体が黒味がかうて来る。色素を産生する Salmonella,

~Shigella 及び B. al・kaligenesと思われる諸菌株並びに色素を産生したい大腸菌では何れも培地上層

昔日の着色が認められ守、叉日数の経過により変化をきたす事も認められたかった。更に Krainsky

チロジン加培地(14)(15）に3ないて呈色の有無を検したが変化を認めや、即ち色素産生大腸菌の呈色が

チロジン、フヱニールアラニンの代謝過程から作られるメラ二ンとは異る様である。上述の赤痢菌

銭中大原菌族の中に色素産生大腸菌と同様の態度を特殊培地上で示すものがある点にワいては更に

検討してコつある。

以上吾々は色素産生大腸菌群怠るものの実験成績にワいて報告して来たが、自然界から生物学的

免疫学的諸性状が一致するに関わら守、色素を産生する大腸菌としない大腸菌とを分離し得る点、又

会吾々の分離した色素産生大腸菌と生物学的、免疫学的に相当すると思われる Kau日mann等分類大

腸菌株が必しも色素を産生したにい点等につき、色素産生大腸菌の安定性を考察しつο更に研究中で

あるが、此処に現在迄の成績を報告した次第である。

綜括

1) 吾々は既述の方法により Kau日mann等の分類による大腸菌株中より 5株、又 Taylor等の

:D-4.S:) 1株、計6株、叉当所に3ないて健康者及び恵、児より 68株の色素産生大腸菌株を分離し得た。

而してそれらの分布状況は和植群（0・59｝及び、谷川群（0・96）が大多数を占めた。

2) 病原性に関連して注目されている υ－4.3.Sco・111）及び C・55は何れも吾々の方法で著明の
色素産生を認めた。上述の2株に一致したい色素産生大腸菌株が症状を伴う患児からかItj)分離さ

Jれた。

3) 色素産生大腸菌の色素産生に3ないて、培養条件による影響は少い0

4) 産生色素の性状にワいて述べた。

5) 色素産生大腸菌の呈色関与物質はレンダ｛肉ヱキス拍出過程に於て、脂肪ミ脂肪酸の分かく

に移行するようである。

6) 色素産生大腸菌の特殊培地を作成する事が出来た。

本研究は文部省科学研究衰の援助をうけたものでこ ζに厚〈感謝の意を表する。
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昭和 11年浜松の S.enteritidisに依る爆発的流行以来、。本菌の食中毒に於ける関与は注目せられ

る所とえ丈り、爾来多くの報告がえにされて来た。吾々の食中毒例に於いても S.enteritidisが分離さ

れたが、本分離菌は飴来報告記載された S.enteritidisと比較してか抵り具。た生物学的性状を有

ナるので設に報告して参考に資する－次第である。

Il）症例並び、に菌検出状況

神田の某店舗に於て店員5名（6名の店員が自炊生活を営む〉が昭和26年7月19日朝食に納豆

昼食にメンチカツを食べ、他は味噌汁程度で特別のものは食べたかったが、午後1時頃から腹痛を

訴え相前後して悪寒をもって発熱（39°～40°C）、夜陀至り恒吐4～5回、医師に食中毒と診断され

た。翌朝迄に 20回に及ぶ下痢が続いたが尿使に血液、粘液の混入は認められたかヲた。他の 1名

7月20日5名の患者尿便培は早朝から不在で朝食、昼食を共にせ歩何等の症状も呈さ主主かった。

7月23日並に8月I日採取されたS. _enteritidisが分離された。養から久保、栗原の2名に於て

血液の胆汁培養は何れも陰性に終ったが E.typhosa （分離菌と共通の抗原を有ずる〉

りの分離菌に対するウイダ｛ル反応に於ては：、一定期聞を3ないて反復実施の結果イ可れも凝集価の上

昇を認め就中飯森、栗原の血清では著明であった（第1表）。第2回以後数回院渉り行われた尿便

及び、尿使よ
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第1表患者血清のウイダール反応成績

競 集 価
語、 者 探集原

(7月23日） I E ぐ8月Z日） r. m (8月8日）
T 一 1:20 1:20 

久 保
A 一 一 一
B 一 一 一

久 f呆 1 :20 1:40 1:80 

T 1:40 1:160 1:160 

飯 森
A 一 1: 20 1: 80 
B 1:40 1: 40 1: 40 

久 保 1:40 1:320 1:320 

T 1:40 1:160 1:320 

栗 原
A 土 土 i: 20 
B 1:40 1: 20 士

久 保 1:40 1:320 1 :320 

~· 1:40 1:80 i:40 

4黄 回
:A 一 士 1 :20 
B 一 士 一

I 

久 イ呆． 1:40 ~： 80 1 :40 

T ． 1:40 

4黄 山 A 1:20 
B 一

久 保 1 :40 

A

B

I

 

M
ほ

結

p

p
マ

ω
w
w分

h
a
a
り

巾

訂

訂

上

t
．p
p
保

E
a
a
久

一
保

T

A

B
久

一...・H ・..1:20で（ー〉

土・・・・・・・・・1:20 で 土

（〉内採血月日

検査では再び、同様の菌は分離出来危かりた。倫息者は7月28日には全員常態に復した。

目）分離菌の性状

1) 生物学的性状

分離された久保、栗原両株はグラム陰性の梓菌で運動を有し、第2表に示す如く S.enteritidisニ

に類似の生物学的性状を有するも、 Dulcitolの分解が遅延する点では S.moskow.、S.blegdam 

k近似していた。而して Simmons-Arabinose-Dulcitol-G 1 ucose-Rhamnoseを14日間の観察で分子

解せ歩、 Bitter-Glucose-Rhamnoseを分解する点とれ迄記載報告された S.enteritidis とはかた

第2表生物学的性状

ノf Jレジ コ - :I'昔士ti!.
ピツター

シモンス i昔i也
i官 地

菌 株

さ富5T言垣5E三8 ！若E吉宮喜主田主否Z富面豊国§£お軍告昔占田S官自~畠§JS昌伺a吉E~ ,.'.l 岩~ ］’i 国o~ ,.0 U『『“ t 目。回目) ヨ百 。ー富。υ ロ

保
S. enteritidis 十十＋一一＋＋＋＋十一一一一一 一＋＋ 十十＋＋ +2 十1 +i 十1 十1
S. dublin ＋＋＋一一・＋＋＋十十一一一一一 一十＋ 一一土土 十2 -14 -14 -14 -14 

存 S. rostock 十十十一一十十十＋＋一一一一一 一＋十 一一土土 十2 -14 -14 -14 -14 

株
s~ moskow 十十十5一一＋＋十十十一一一一一 一十＋ 十一、＋十 十a -14 十7 +1 +i 
S. blegdam 十十十5一一＋＋十十十一一一一一 一＋十 十一＋＋ 一 +i 一14 十l 十1

雑株分
久

保原
十＋ +s一一十十十十ート一一一一一 －＋＋ 士一＋＋ +2 --14 -14 -14 『 14

栗 十十＋s一一十十十十十一一一一一 一十＋ 士一十十 十2 -14 --14 -14 -14 
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り異0た性状を示した0

2) 免疫学的性状

分離菌久保、栗原高株は第3表、第4表に示す如く 0－＇抗原として IXを有し叉 H－抗原とし

第3表 Salmonella 0, H血清と久保（栗原〉株との凝集反応

0－血 清｜凝集価lH『血清｜凝集価 IIo－血 清 l鵬価IHー血清！議集制｜
I .If 40 a o W . X IV:. o I z O 

IV. V . o b o X X V. o m,t… 1280 

l¥T.刊． 。c 。 X¥L 0 g，江l,S... 1280 

IV.瑠． 2560 d 。 x w. 0 g,p… 1280 

JX. 。1 。 x vnr. O g,p,u ... 1280 

目.x. xx w. 。r 。 珊.xx. 0 g,q ... 2560 

目.xv. 。e,h ... 。xx 1.xxw・i 0 I,w 
I. m. X立． 。f,g ... 1280 ¥l・ 0 f,g,t… 1280 

xr. 。g,m ... 2560 1,2 ... 。
xm.xxlf. 。g,t ... 1280 1,2, 3 ... 。
J. X ID.XX JV. 。l;.v 。 1, 5 ... 。
W. XIV. X XIV'. 。k 。 Z1s 。
XX IV. 。y 。 Z2s 。
註 0・…..40X （ー〉

第4表凝集反応

l抗原｜ 血 清 凝集価 （義官事者 If 抗 原 J 血－清 I 凝抗原集終末イ面
S. enteritidis ぐg,m) 5120 2560 S. enteritidis (g,m) 2560 

》
S. derby (f,g) 1280 1280 S. bμdapest (g,t) 1280 》荊み
S. montebideo (g,m,s) 2560 2560 S. senftenberg ((g,s,t) 1280 

部岳。国
予言 S. senftenberg (g,s,t) 2560 1280 S. derby 〔f,g〕 1280 

＼編調_,, 

S. dublin (g,p) 1280 1280 S. berta (f,g,t) 1280 

S. rostock: ぐg,p,u) 1280 l2EO S. blegdam ぐg,m,q) 2560 

S. moskow (g,q) 1280 1280 S. moskow 〔g,b〕 1280 
事主 S. eastborn ぐe,h) 1280 。S. essen (g,m) 2560 

S. oranienberg ぐm,t) 51:;:0 2560 

？亡 g,m，、 f,g，、 g,m人、 f~g.t，、 gん、 m,t，、 g,p，、 g,s,t 血滑に対し各血清の略終末価迄凝集を示し

た。叉分離菌久保件、家兎免疫OH血清と前述の各H・血清免疫菌株と H擬集反応を行った結果は

第4表に示す如く何れも久保血清の終末価（2560倍〉に近い凝集価を示した。即ち分離菌久保、栗

原両株は IXを有しD群の各Salmonella菌株と 0抗原を共通し、日抗原K於いてはS.enteritidis 

(g, m), S. budapest(g, t), S. senftenberg(g, s, t), S; derby(f, g), S. berta(f,g, t), S. blegdam'(g, 

m, q), S. mos』ww(g,q), S. essen(g, m）と共通していた。次に H因子血清d,p, m, q, f, t, s,t, 

に対する分離菌久保、栗原両株の凝集価は第5表に示した様にg,m，、 m因子血滑には殆んど終末

価迄凝集したが d,p, q~ f' t, sは共通していない事が判明した。上述の成績より．久保、栗原両

株は O抗原として IX,H抗原としてあmを有L、IX:g,m ..‘…たる抗原構造を有しS.enteritidis 

と一致する事が明となワた。
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第5表 H一因子血清に対する久保、栗原株の凝集価

吸 JJX_ 菌 ｜ 吸の収抗後原 凝集価 ｜｜ 久（栗原保〉株 凝集価

IX: d S. gallinarum〔IX) -d・ 1280ι 。
g,p S. enteritidisぐg,m) p 1280 。
g,q S. enteritidis (g,m〕 q 320 。
g,m S. budapest (g,t) ロ1 2560 1250-2560 

f,g S. enteritidis〔g.m〕 f 640 。
ロ1,t S. enteri tidis (g,m) t 2560 40-BC 

g,s,t S. enteritidis (g,m) s,t 1280 。
g,m g,m 5120 2560-5120 

第6表マウスに対する菌力

1 10-1 io-2 io-3 io-1 10-5 10一日 10-7 10-s 

久保株 ｜＠帥＠＠ ＠・・・・ ＠＠＠・・
栗原株 ｜・＠・・・ ・・・・・ ＠＠＠・・
〔註〕 ＠ー鑓死心血培養より菌を程明す

。一生存

．．。。。
•x ×。。

×ー鑑死心血培養より菌を詑明せず

3) マウスに対する菌カ

。。。。。
。。。。。
。。。。。
c。。。。

×xcc@ 

。＠＠。。
＠。。。。
。。。。。
。。IQ)。。
。。。。。

久保、栗原両株のマウス〈体重約 13g）に対する菌力はその普通寒天斜面培養を腹腔内に注射

した場合概ね第6表に示す如く 10-2mgで、あοた。他方寒天斜面培養より 1白金耳を経口的に投

与し3週間観察した場合にはマウスの鍔死は認められ友かった。

IV）綜括

1) S. enteritidisによると考えら・ILる1例の食物中毒例を報告した。

2）分離菌は IX:g, m ...たる抗原構造を有し S.enteritidis と一致した。分離菌は Simmons-

Arabinose-Dulcitol-G lucose-Rhamnoseを14日間の観察で分解せ宇p Bitter-Glucose-Rhamnose乞令

解する点に沿いてとれ迄に記載報告された S.enteritidisと異怠る。

終りに種々御援助をいた・だいた北里研究所並に中村？？首公衆衛生研究所に感謝するD
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.I 昭和25～26年に分離した赤痢菌に就て

細菌部微生物課早 川 武

f-11 崎俊郎

序 = ロ

昭和20年以来一時減少していた赤痢症が近年著しく増加の傾向を見せ、本年（昭和26年〉に至

って未曾有の流行の徴を示しているのは誠に憂慮陀たえたい。今後の赤痢流行の疫学或はその対策

、をたてる為には検出された菌の諸性状を検討してゐく必要のあることは論を侠たたい。

1. 材料及び方法

検査の対照は健康者〈進駐軍従事員及び都内食品業者〉、患者関係者、患者の糞便であてコて、分

J再往時地としては S.S.埼地（日本栄養〉及び、ドリガノレスキー変法持地を用い、確認培地には Triple

‘Sugai-: Iron Agar変法培地5）を使用して、疑集落に就ては 16種類の含水炭素分解性能、 IMVIC 

:system，尿素分解性等の生物学的性状を検査した。

昭和25年度には我々は Ew:ngにより分類された標準菌株が入手出来たかったので、学振標準菌

司朱をj使用して具型赤痢菌の型特異吸収血清を作製して検査をしたが、昭和 26年には、予研及び、北

研より Ewing及びWeilによる標準菌株を入手し得たので之により型血清6種類と群血清4種のB

群の因子血清を作製した。学振標準菌株を使用して作製した型特異吸収血清に対して、 Ewingの標

準菌株中の VariantX は、駒込A、川瀬、駒込B1血清に凝集して都合が悪いので以後は後者を使

吊した。

又型血清作製に使用する菌株によっては、吸収操作中に型抗原に対ナる抗体の残ら泣いものが出

．来るので、菌株の選択を綿密にする必要がある。叉家兎の正常血清中には免疫前に既に相当高度に

，赤痢菌に凝集するものが認められるので之も除外し怠ければ伝らたい。以上の注意を払って作製し

た血清を使用した。

2. 分離菌菌型

昭和25年度に健康者、患者、及び、患者関係者より分離して検査をした赤痢菌は 239株で＼との

r他、健康者より 13＊朱のAlkalescens心 ispargroupを発見した。

赤痢菌では健康者患者を問わす~ Sh'. fiexneri type 2. （）駒込Bm菌〉が180株で過半数を占lめた。

この中で駒込町II菌型特異吸収血清のみに凝集する在来の菌種43株と、駒込Brn菌型特異吸収血

清と、中村菌型特異吸収血清との両者に凝集する菌種137株の二種類が見られたが、両者の聞に生

4物学的性状に差異は認められたい。後者の菌種は昭和 24年我々が西多摩郡平井村の流行で分離し

東京都衛生局学会誌に報告した所の菌群と一致する。 ζ の菌群は型特異吸収血滑に対する定量凝集

反応によって我々は駒込 Em菌に編入したが、との菌は継代培養するに従ワて中村菌の型特異相

が次第に減弱叉は消失してくるO

Sh. fiexneri 4は8株で何れもマンエツト非分解であり、 Sh.fl.exneri variant Y は2株で1株は

マンeニット非分解のものが認められた。

健康者より 19株の葡萄糖分解ガスを産生せ歩、乳糖、薦糖非分解、非運動性、尿素非分解の赤
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痢類似、菌を発見し、との中から 13株の Alkalescens-Dispargroupを発見した。これを Ewingの、

標準菌によってOー抗原分析を行い、 0-110株、 0:__2 1株、 o:._4 1株、 0-8 1株、に分類し
？と。

昭和26年には前記の型血清、群血清を用いて赤痢菌の，分類を行ったが、〈現在迄の所〉駒込Brrr:

菌に相当する Sh.flexneri 2は739株でその内2aは163株、 2bは576株、VariantXは9株、 Variant:

Y は17株である。前年度の分離菌で凍結乾燥により保存された駒込町II菌 10株は Sh.flexneri: 

2b，西多摩郡平井村での分離菌4株も Sh.flexneri 2bであった。

3. 健康保菌率

昭和25年12月より 26年3月迄に検便を行うた健康者23,496名の中赤痢菌保有者35名（0.11%}

サJレモネラ属保有者4名計39名（0.17%）を発見した。との中 Sふ培地、ドリガルスキー変法培

地共に陽性の者6名、 Sふ培地のみに陽性のもの 26名、ドリガルスキ｛変法培地のみ陽性のもの

7名で、 Sふ培地は健康保菌者の検索には特に優秀友成績を示すがこれのみに頼るととは危険であ
る。

4; 分離赤痢菌のスルフアチアゾール抵抗性

最近赤痢菌がス・チ・剤に高い抵抗性を獲得しているととが問題とたっている。我々はその聞の予

消息、を知る目的の下に健康者から分離した赤痢菌と、患者及び、患者関係者から分離した赤痢菌との

x・チ・剤抵抗性を比較した。その方法はカゼイン水解アミノ酸及び、ニコチン酸を使用した合成培

地にス・チ・剤を lmg/dl,5mg/dl, lOmg/dJ, 50mg/dl, lOOmg/dl, 200mg/dl, 400mg/a'I，の割合

に溶解して赤痢菌を接種し、最大発育可能濃度 lOOmg/dl以上を耐性株、 50mg/dlを弱耐性株、

lOmg/dl 以下を感性株とした。

昭和25年度に分離Lた赤痢菌239株では、患者及び患者関係者より分離した赤痢菌は耐性株が

透かに多いが、健康者では耐性株は少く感性株の方が多く見られた。然るに昭和26年（度〉に分：

離した赤痢菌855株に就て検査すると、患、者及び、患者関係者では同様に耐性株が多いが、健康者も

感性株は減少して耐性株が透かに多く在ってきて、健康者の保有する赤痢菌もス・チ・剤の抵抗性

を猿得してきたととを示している。

赤痢菌のス・チ・剤抵抗性獲得に就ては色々論議されているが、 Ewing叉は Weil・の保存標準菌

株34i：来、学振標準菌株12株中にも、耐性株4株、弱耐性株1＊朱を見たので、以前から耐性株が存l

在していたととも事実である。長i技8）は試験管内に於て赤痢菌のス・チ・剤抵抗性獲得の実験を行

い、菊藤のは同じく試験管内に於て赤痢菌がi耐性を増加する途上に極めて耐性の低い感性株を生すτ

るととを報告している。秋葉7）は健康者より分離した赤痢菌がス・チ・剤抵抗性の｛まいととを指摘与

している。我々の実験でも昭和25年に健康者上りの分離菌はス・チ・剤の抵抗性が低いが、 26年l

にたるとそれが極めて上昇してきているO とのととは患者がス・チ・剤を使用して耐性を獲得した

菌が伝播されつつあるととも考えられるのではたかろうか。

5. 総括

1) 昭和25年12月より 26年3月迄の健康保菌〈赤痢〉率は0.11%である。

わ 昭和25年度及び、26年（度〉に分離した赤痢菌は Sh.fiexneri 2. （駒込Brn菌〉が過半数を

占めた。叉健康者より 13株の Alkalesceiis-Dispargroup；が発見された。
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3) Sh. flexneri 2 （駒込Brn菌）は分類学均にその Subtypeは 2bに属するものが大多数を占

めている0

4) 昭和25年に於て健康者よりの分離赤痢菌にはス・チ・剤低抗性の低いものが多く見られた

が、 26年になると耐性抹の方が多く見られるようにたにヲた。

附記本検査は厚生省赤痢検査指針（昭和26年改正〉刊行前に行われたものであるO

菌型別によるスルフアチアゾーノレ抵抗性
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Sh. a~bigua. 
（大野〉

Sh. fle:xnen la 
（中村）

Sh. fiexmeri 1 b 
（昭和）

Sh.宜exneri2. 
（駒込B)

Sh. fiexneri 3a 
CJ Iii頼〉

I Sh. fiexneri .4. 
,I （西貢〉
:I Sh. fiexneri 6. 
ii （箕田〉
ii Sh. fiexneri 
:I variant.X 
叶 Sh.丑exneri
variant Y 
:I C駒込Bρ
Sh. sonnei 

計

l”ー 2 ー－ 1 - ー一一ー 1 5 - 2 6 3 8 79 1 4 10.3 

19 1,3 19 9 11 41 12 1 55 180 7 5 9・1 8 18.355 6 2 41 543 

ら一一 3一一 1 - 1 11 8 4 6 4 6 22 1 - 51 

6一一｜ 2・ーーー 8 5 1 5 7 2ー 1 - 3 .24 

3一一 一一一 3 1 －－ー一 一一一 一一一

国ーーーーーーーー l －－ー ー一ー ーーー I －－ーーーー ー一ー ｜ 一ー一－ 1 一ー一－ 6 一一 1 8 

2一一｜一一一

－~~ 12:11 ：~： 
一－ 1 5 一一一 9 

11・一一ー 6 1 2 10 18 34 2 3 2 10.2 

24 13 ,43 
13 .3 58 1. 23911…20 I…15 I 
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IV 所謂清浄野P菜及び菜園土壌の寄生虫卵検査に就いて
細菌部寄生虫課 千

ρ、
I 

池

秀
義
津

野
園

夫
盛
茂

1）緒

戦争末期から終戦にかけて・吾が国の姻虫感染はミ農村都市、老若男女を問わす＝異常なる蔓延の状ー：

態にあったが最近富民生活の改善と、検使駆虫の励行等と相イ突って漸次寄生率は低下して来ている

様である。

従来畑虫の感染経路とし‘て野茶が重要視され之に関する研究報告等は頗る多くて〉叉予防対策も野

菜の処理方法等に主眼を置いていた様である。姻虫の感染が畑虫仔虫包蔵卵の経口感染である事か

ら考え併せて、，人糞を盛に野菜の肥料として使用している吾が国では、之からの感染の機会がある

事は当然想像される処であるO 然し従来の数多い畑虫の野菜に関する研究報告から見て、／野菜には

姻虫卵は非常に多数附着している古人殆んど未熟卵で、仔虫imの報告は少い様で、ある；2）叉千葉？〉笛
木等によると野菜に附着して居る畑虫卵に対する仔虫期卵の割合は 8月の盛夏に最も多く、 2-3J:t

頃に最も少い数字を出じているが、実際は盛夏に感染が低く、春と秋のごi峰性の感染の高い山があ

る。叉乳児等にも鯛虫感染の多い事、海岸や、北方の雪国等の姻虫感染の状況等からして、野茶ぞけ

では姻虫感染の説明は出来危くたって来た。而して今日畑虫感染の重犬伝る役割をするものに塵挨

を介してたされる経路を重要視して来ている。今日吾々の生活環境では身近かた、至る所に畑虫卵’

は感染可能た状態で存在する事が知られて来た。即ち道路、家庭の庭、駅ホーム、学校の教室、下

駄箱、電車の中：8）指先及び、爪垢、昼の上等のほこり、塵挨中に彩しい姻虫卵の存在が知られ、叉乾

燥いも、紋幣等からも実際K畑虫卵を証明している。松崎、松林教授等は春の姻虫感染の高い山が

I あるのは、季節風の為塵挟と共に畑虫卵が飛散し、人休に侵入の機会が多くたる為であり、秋は盛

に葉茶類叉は之等の漬物を食べる為であると説明している。 叉盛夏に感染の少いのは共の時期に

は、キウリ、ナス、トマト、の如き、虫卵の附着しにくいもの、叉附着しでも容易に洗い落せる野

築が多い為であると言われている。然し尿尿を野菜栽培の主怠る肥料として使用してい之限り、野

菜からの畑虫感染は依然重要視L，怠ければ、たにらたいと考える。

終戦後進駐軍関係方面で化学肥料を主として栽培した所謂清浄野菜の需要が多くたれ農業協同

，組合等の斡旋等によって、東京都内及び近接県下農村の一部で虚に之の栽培が行われている。

3吾；々の況では東京都内で之等の野茶を主として取扱って居る二、三業者からの依頼により、清浄

野菜及び、之を栽培した茶園の土壌の寄生虫卵検査を行っている。

東京都下に於ける清浄野茶の栽培地としては南多摩郡浅川町、同七生村、ー北多摩郡小金井町、西

多摩郡霞村、狛江村、八丈島大賀郷村等が主たる場所である。其の他浅川町、七生村、八丈島農事

試験場栽培地を調査した概略を記せば次の通りであるO 南多摩郡浅川町上明白にある栽培場は浅川

駅より約2粁、附近農家及び一般耕地から離れた首木畑の昼間地即ち隠年毎に苗木を抜き取る為共

の後を利用している。

七生村栽培地も人家及び畑耕地から離れた水田の中の一部を撰んで居る、之等の畑では馬糞を主

とした堆肥、共の他硫安、硝、安、大豆粕、過燐酸石灰等が使用されている。

→ 50ー



八丈島大賀郷村では農事試験場の一部で＼ 種畜場の牛糞を主とした堆胞を主に使用して、 セロ

リ、レタス、キャベツ等の清浄野茶を一年中栽培している。

検査を依頼された野茶は主として可セロリー、レグス、キャベツ、ビート等の生の状態で食べる

葉茶と、トマト、キウリ等である。

検査方法 野菜類は 500←lOOOccの滅菌水中に、清潔なる手で清浄在る毛ブラシを用い、野茶

の葉、玄等を一枚々々丁寧~c::洗い落し、此の洗百廃液を、円錐形のガラスチリンデ、Jレに一昼夜放置、

寄生虫卵を自然沈下せしめ、上澄を捨で沈澱を沈澱管に採り蒸溜水を加え 1500-2000回で 3-5

分沈澱たし、沈澱物のみを残し上清を捨て、之に比重1.250前後の硫酸まぐねしあ溶液を加え更に

遠心器にかけ、虫卵を浮説せしめ、表面にカノミーグラスを載せ標本を作。た。

土壌は検査材料に滅菌1kを加え良く撹狩し細目の金網で爽雑物を除き、遠心沈澱し、治澱土壌に

前記と同様たる硫マ溶液を加え更に遠心器にかけ、虫卵を浮説せL品、表面から標本を作って検鏡

した。標本はいづれも同一材料より 4-5枚を作。た。

検査成績 昭和24年8月から昨年末迄の野菜及び土壌の検査成績を示せば＼第1表及び第2表

通りであるι

即ち野菜は検査件数85件中陽性5件（5.6%）で蜘虫卵17個を検出し中成熟仔虫卵13個ぜあてコ？と。

虫卵陽性は千葉県岩井町産のセロリー 3株とレタス 1株、同じく安房郡のセロリー 1株ぜ他は陰性

であった。特にゼロリ，，＿ 1株には仔虫卵のみ、 5個附着しているものを認めた。千葉県下菜園の周

囲は人糞を施肥せる畑が地続である由である。

土壌じ検査件数128件中畑虫卵陽性38件（28%）を認め、蜘虫卵総数は146個であった。畑土の

検査は殆んどの場所に蜘虫卵を検出し特に理想的茶園と思われる浅JI!町¢土壌5件中 1併に姻虫卵

2個、七生村茶園7件中4件vclO個の虫卵を認めているむ然し何れも古い変性卵が多数であった。

他の菜園に於ては若干仔虫期比発育した虫卵を認めている。千葉県岩井町の場合は野菜には多数の

虫卵を検出しているが、土壌からは蜘虫卵を検出する事は出来たかった。

2）考案

清浄野菜が一般野茶より有利怒る条件で取引される関係上、各地の農業協同組合等の斡旋により、

一部篤農家が栽培しているが今後益々増加する傾向にある様である。此の場合最も必要た事は茶園

の地理的関係、を考慮する事である。如何に化学肥料、堆肥等のみを使用じても、地続に人糞を盛に使

用する茶園があっては意味が危い。叉蜘虫卵は長期間生存している事が知られているから、以前に

畑に人糞を使用した年月も考えねばならたい。、或は降雨、出7J℃等によヲて、他の畑叉は道路等から。 a

の流れの流れ込む事も注意せねば、怒ら抵いが、最も重要2工事は風塵の問題である。今日畑虫の感染

経路として塵挨が重要視せられ従οて、清浄に栽培された野茶も附近の畑から容易に風塵と男、：に姻

虫卵に汚染される危険があり、叉取扱中等にも塵挟から汚染される事は充分考えられる処である。

ごf:.~，壌中の自国虫卵検出は非常に困難で、実際土壌中に含まれる虫卵は著者の一人今園の報告による

と 30～40・%位じか検出する事が出来危い。従って実際の虫卵は非常に多いものと考えられる。叉

守山等~~Illの土壌中より、挨とたって飛散する部分に、 100 悟も虫卵が存在すると称している。清
浄野菜には一部のものを除き比較的姻虫卵が少いが、栽持地土壌中には、相当数の姻虫卵を認めて
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第 1表清浄野菜寄生虫卵検査成績

検査月日 別｜数量｜ I成 績 栽 ・中1喧30 

24. 8. 3 ト ・マ 15 ！（ー） 南多摩郡由木村

fl 8. 16 " 7 （一〉 " 浅川町
II " キ ウ リ 3 （一〉 II " 
II 12. 14 セ ロ リ ち

｛，姻桑仔実虫虫卵卵卵
l~岡fl 

十 3)
千葉県岩井町

711 

II 12. 22 v タ ス 1 
｛索姻仔虫実虫卵卵卵

5個 ,,, 
+ 1) 4fl 

" fl キャベヅ 1 く一〉 II 

25. 6. 2 レ タ ス 2 （ー〉 か安房郡

" 6. 15 セ ロ リ 1 く一〉 II " ,,, II ピ 戸 1 （ー〉
. II l! 

ー

" I’ キャベツ 1 (-,) 南多摩郡七生村

" 6. 20 キ ウ リ 10 （一〉 千葉県東条村

" 7. 17 レ タ ス 5 く一〕 長野県北佐久郡

// 9. :<.o サ日大根 一3 （ー〉 北多摩郡小金井町

26, 1. 30 ト ・マ ト 1 （ー〉 静岡県

" 3. 16 レ タ ス 4 （ー〉 千葉県安房郡

" " -lz ロ リ 2 
姻仔虫虫卵卵

；個” 屯fl fl 
十 1)

" 4. 7 レ ダ ス 3 （ー〉 八丈島

" 5. 21 レ タ ス ・3 （一〉 千葉県岩井町

II 6. 12 キャベツ 2 〔一〕 南多摩郡七生村

" " サ日大根 1 （一〕 長野県諏訪郡玉川村‘

" 7. 23 レ
.・.'!J メ． 2 （－ー〉 北佐久郡三田村

" " キャベツ 1 （一〉 " 南大井村

" 8. 8 レ タ ス 3 （一〉 北佐久郡軽井沢町

// s. 21 レ タ ス 3 くー〉 γ東筑郡宗賀村

II 9. 11 ト ．マ ト 3 （一） 北佐久郡三岡村

'fl 1 i. 11 レ タ ス 2 （一） 青梅市震農協同組合

fl ・1J. 29 レ タ ス ,4 〔→〉 長野県下伊郡百淵町

検査件数89件陽性5件（5.6%）姻虫卵 17個 内仔虫卵 13(76%〕

第2表 人糞を施肥したJい畑ととの検査成績

検査 丹 日｜数量｜種 成 4績 栽培 場 所

24. 7~ － 21 7 件 l自羽 ノ ：土 （陽性4：イ牛〉姻虫卵10箇 南多摩郡七生村農業会

t’ 8. 2 20 " fl （陽性8件〉 20 fl " 白木村
" a. 4 5 " " （陽性 l件〉 2" fl 浅川町

" ・8 •. 5 3 fl 
fl （陽性2件〉 12" fl 町田町

" // 5 fl " 〈陽性3件〉 lf4 fl " 日旦子町;, 12. 22 1 fl fl く一〕 千葉県安房郡岩芽町

25 4. 10 8 fl 『f C陽性4件） 曹22" ：北多摩郡狛江村岩戸

fl 4. 19 9 II fl C陽性3件〉 12η 北多摩郡多摩村

fl, 5 ・ 5 12 " II （陽性3件〉 11 fl 北多摩郡狛江村岩井

'" 5. 29 1 
,, 

' fl （一〉 fl " 
fl 、・7. 11 ‘5 " 

fl にー〕 西多摩郡霞村新町

fl 8. 23 52 fl fl （陽性10件〉 43 fl 新町、今寺、採捕、今井

備考 1~8 件中 陽性38件（28%）姻虫卵 146個℃畑虫卵数は仔虫卵変性卵末熟卵の合計数を示す〉

K
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いる。此の依てコて来る原因は前から残って居た虫卵か或は白人畜の足、平等によって搬入されたか、

風塵によって飛び込んで来たか等であろう。野菜の場合千葉県産の如く共の畑には比較的虫卵が少

くとも、隣接が人糞畑である為に特に汚染が甚しいと思われる場合もある。叉畑では比較的清浄主主

状態であっても消費者の手に入る迄に色々な原因で汚染される事も考えられる処である。之を解決

するーの方法として藤田等の称するこ硫化炭素ガスで殺卯する事も考えられ、叉吾々が目下研究し

ているメチールプロマイドガスにて殺卯する事は興味のある方法であると考えている。

3）総括、結語

化学肥料、堆肥等を主として使用し、人糞を使用したい菜園に栽培した所謂清浄野茶と、それを

栽培している菜園の土壊に就いて寄生虫卵を検査した結果、野菜では89件中5件に（5.6%）蜘虫

卵を認めた。特に共の76%に仔虫思j卯を検出しているO 之等は生。状態で食べる、セロリ｛、レグ

スに附着していた。土壌では128件中38件（28,?0）に畑虫卵を認めている。

之等清浄野茶に附着する蜘虫卵の依って来る原因は種々あると思われるが、土壌の検査結果から

すれば＼人糞を施さない茶園でも相当数の姻虫卵を合宥じているから、土壌から汚染するものが主

たるものと考えちれるが、共D他、塵挨、農夫の手指等を介して附着する事も等閑に附してはたら

たにいと考える。

結局清浄野菜と云え共、セロリー、レグス等の如き葉？茶は寄生虫卵に対して絶体安全とは言い切

れす官、之を完全に清浄にするには困難で、あるが、水道水の如き圧力のある水で、充分洗い流すか、人

聞に無害たるガス体等によって殺卵する等によって、共の危険を少くする事を考慮するの要がある

と考える。

ぐ本文の要旨は第8回東京都衛生局学会〈昭和26年 6月〉に於て講演した〉
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v 血清カルシウム及び血清マグネシウム事！？定量法とその応用

細菌部血捜課 相日 津 文正

血清カルシウムの定量法に就いては I~ramer & Tisdall 法、 Clark& Collip法、 Sendroy法或は

Roe & Kahn法があり、此等の方法は Caを諺酸壊として沈澱させるか、或は燐酸主主として、沈澱

させるかしてそれより間援に Caを定量する方法で、あった。

白血清マグネシウムも（Denis法〉同様燐酸安門溶液を用いて間接定量をする方法が使用され、最近

は Kolthoff.反応を応用する比色法があるが操作が複雑で以上の方法と同様臨床的に用いられるに

はかなり困難を伴っていた。 余は咋年4月、日本生化学会総会に於てクロールフヱノールアグヂオ

キシナフグ’リンヂスルホン酸ソ｛ダを用いる血清 Ca及び血清 Caイオン型の新しい定量法を発表

し、更に 10月関東日本生化学会並びに東京都衛生学会に於て同法を応用し、只アルカリの濃度を

変えるだ、けで新LV;血清・Mgの定量が可能であることを述べた。既：に血清カルシウム及び、血清カル

シウムイオンの定量にοいては~~館長三c}i~~ととでは血清 0.2ml 叉は OJmlを用い同一試験管
で同時に短時間で血清カルシウム及び、血清マグネシウムを測定する方法を述べたが更に以上の方法

による応用について本年度当課の業蹟の一端を報告する。

(A) 血清カルシウム及び、血清＂＂＇＜ !Jてネシウム新定量法

1.試薬

( 1) 2. 5×10-4molクロー Jレフエノールアグヂ太守シナアタリンヂスルホン酸ソーダ溶液

( 2) 0.2 N苛性ソーダ溶液

( 3.）飽和苛性ソーダ溶液

(4) 標準溶液

A. Ca標準溶液

炭酸カルシウム 0.2496瓦を少量の稀塩酸に溶解せしめ全量を蒸溜水で1立とする。

この溶液 lml中には Ca100 r合む。

It Mg標準溶液

硫酸マグネシウム（MgS04・7日20)1. 0136瓦を正確に秤り蒸溜水で1立とする。との溶液
lml中には Mg100rを含む。

2. 実施（予備試験〉

Caの標準溶液を 5怯に稀釈しその O、0.1、0.2、0.3、0.4、0.5mlを試験管に採り、蒸溜

水で全量 0.5mlとし、試薬 (1）を 2ml、試薬（ 2）を 2.5ml加えるO 盲検液としては Ca

を含ま訟い溶液を光電比色計のガルパノメ｛グ｛の目盛30%に合せ、 640mμのフヰノレグ｛を

用い正確tに10分後測定する。との場合出来れば目盛60%，、或はZO%に合せた方がよい。倫こ

ーの場合に使用した吸収管は直径1糎であるが、内径の太い吸収管を用いる場合には試薬co
の濃度を変えるべきである。

その結果片対数紙を用い、ガルパノメ｛グーの読みと Caの量との関係、は第1表に示す通り
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である。倫乙れらの吸収管に更に試薬（3 ）を 0.251111づっ加えて同様に測定する。その結果

も第1表に示される。 Caの場合と全く同様に Mgの標準溶液を 5倍に稀釈し、前述と同じく

操作し、 Mgの基準グラフを作る。第1表の如きである。との場合試薬（3）を加えた場合ガ

Jレパノメータ｛の目盛は常に盲検液と同一で、 Mgの量による変色が認められ友い。

倫 Caを 5t或は Sr合む溶液に Mgを lr・・・・・・5rまで加えた溶液を作り前述の如く処理し

でその標準グラフを作成すると第1表の如くに友り、始めの，Mgの基準直線と平行にたる。こ

の場合も試薬（3）を加えると、＇ Ca5r或は Ca8rのみの値とたるO

第 l 表
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との場合 0.2規定苛性ソーダ溶液を用いたときに、 Ni,Co, Mnが影響があるが、しかし

これらの物質は血清中には殆ど存在しない。以上の実験を血清 ca－と血清 Mgの定量に応用
J して見た。

（本試験〉

新鮮た血清 0.lmlを試験管に採り、之に蒸溜水 0.41111を加え 之に試薬（ 1）を 2ml加

えるO 更に試薬（2) を 2.5ml加える。盲検液としては蒸溜水 0:5mlを用い、同様に試薬

(1)(2）を加える。之をガルパjメーク｛の目盛 30J0に合せ 640mμのフヰノレグーでE確

に10分後測定する。

（余は 'LeitzRouy'."Phottometerの光電比色計を使用した。この光電比色計は米国製で安価

の点と正確の点で一般的臨床医学、h研究所に御すすめ出来る。〉この場合は CaとMgが変色

するのでその両者の定査である。

測定後各溶液に試薬c3) 0.25血lを加えJよく振渥：し更に同様光電比色計で測定する。との
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場合は Caのみの変色である。

3. 計算

予備試験により作成した標準グラフ（第1表〉を使用し直ちに両者が求められる。との表で

血清 O.lmlの Ca量は約 lOr,Mgは約 2rで、示される。例えば試薬（2）を加えたガルパ

ノメ｛グーの目盛が56%であるとし、試薬（ 3 ）を加えたときが45,5'~であるとすれば表より、

Ca量は9.4rで、ある。この数値崩式薬（1）で求めた基準線上にとれこれの平行線を行き、

それがO点と交る所より、 1¥!Igの基準線と平行線を引く、これが目盛56%と交る点？と求める。

その点が Mg量、即ち 2.2firである。これを血清 lOOmlに換算すると、 Ca9.4mg, Mg 2.25 

mgである。

4. 結果

この結果を従来使用されていた Kramer& Tisdall法、 Denis法と比較して見た。 ζれらの

方法は間接的定量法であり、その沈澱が完全に作られるか否か疑問である点多少数値比差があ

る。

然し余の方法は直接法であるので、その点正確で、あると信十る。これに・ついては原著を御覧

下されば、了解出来ると思う。

第2表新法と従来の方法との比較

血呑 Ca量（mg/dl〕 Mg量（mg川1)

清号 Kram吋 Tisd山｜新 法 Denis法 ｜新 法

1 11.00 11.os 1.90 1.80 

2 9.80 9.90 2.25 2.15 

3 9°65 9.50 2.30 2.25 

4 9.45 9.50 1.75 

5 9.3J 9.50 2.30 2.10 

6 9.35 9.50 i.so 1. 75 

7 9.45 9.50 1. 85 1.75 

8 9.80 10.00 1. 80 1.60 

くB) 誘導体に就いて

以上の実験はクロールフエノーJレアメヂオキシナフタリンヂスルホン般ソーダ溶液〈分子量519)

を用いて行。たものであるが、この誘導体であるプロームフヱノールアゾヂオキシナフタリンヂス

ルホン酸ソーダ溶液、クロ｛ルフヱノ～Jレアグヂオキシナフグリジヂスルホン酸加里溶液を用いて

前述と同様の実験を行った。

即ち此等の誘導体を用いて2.5×10-4mol溶液を作成し、前述の方法で血清 Ca及び Mgの定量

を行eったが、殆んどガルパノメ｛グーの読みも数値も同ーであうた。即ちハログン化フエノールア

メデ、オキシナフグリンヂスルホン酸誼で、は Ca及び Mgの定量が可能で、あると思はれる。

ー：向これらの試薬の水酸基のーうを Clで置換した誘導体ヂクロールベンユノ｛ルアグヂオ苧シナフ

グリンヂスルホン酸ソーダを本研究所の遠藤氏に作成して頂いたが、その溶液では全然定量が不可

能であ勺た。このことより一応この水酸基が Caの結合に意義があると考えられるが、この点にてコ
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ブロームフェノーノレアゾヂオキシナフタリン

ヂスルホン酸ソーダ（日新化学〕

新定量法の応用(C) 

7.kの硬度測定に就いて1. 

上述の方法を用いて水の硬度が迅速に、しかも正確に測定出来る。

試薬（血清の場合と同じ〉(1) 

施実(2) 

予め第1表の如く標準

グラフを作成lして、これ

次の式に入れて水の硬度

定出来る。

より、 CaとMg量が測：

(CaCOsppm）が正確に測

定される。求めた数値を

これは被板、水 0.5mlを用いる。あとは全く同じである。

表
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総硬度（CaCOsppm)= 

Ca(ppm〕×2.497十Mg:4o 

(ppm〕×4,115

(ppm=mg/l) 

命稔、硬度のみを測定す

る場合は試薬（2）のみ

を加えだ場合だけで測定

が可能である。友ぜたtら

ぽ Ca.の変色と Mgの変
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色とが具り、 Caの変色値に 4.115を乗じたものと、 Mgの変色｛直に 2.497を乗じたものが

ほぼ等しいからである。言いかえれば、 Ca・1. lmg と、 Mg2. 5mgはガルパノメータ｛の読み

が同じであるからである。即ち第3表より簡単に総硬度が測定出来る。

ぐ4）結果

本法とセツケン法による硬度の測定値を比較した結果は第4表の如くであるO その結果はほ

Y同値を示す。

第4表本法とセツケン法との比較

新 法 セツケン法；被検ホ｜ (D.H) 同

1 l. 76 1. 78 

2 2.42 2.37 

! 3 ' 2. 42 2. 42 

4 6.90 7.20 

5 3, 45 3.60 

以上は光電比色計を用い Ca及び、Mgを定量するか、或は給、硬度を得る方法であったが、一般に

利用する場合比色計を用い宇簡単に数値を得る方法をも考案出来る。

{1）試薬

前と同じ。只標準溶液の濃度を変える。即ち標準溶液lml中にCa35.84rを合むもの。

〈硬度5度〉

'(2）実施

試薬（1）を 4ml試験管に取り試薬（2）を lml加え、全量を蒸溜水でlOmlとする。これに標準溶液

lmlを加えると赤色とたる。一方の試験管に同様に試薬（1)41111：、試薬（2)lmlをとり全量を蒸溜水

で lOmlとする。これに被検1.kを徐々に加える。前の標準溶液を加えた同じ赤色まで被検水を加

えその加えた量を求めれば、よい。

(3）計算

標準溶液の硬度（D.H.）は5度であるから次の式から求められる。

硬度＼D.H.)= 5 

硬度が10度以上の場合は試薬弘）の容量を 2倍或は3倍にし、標準溶液の硬度を 10度にすると

同様に求められる。

2. 食品のCa新定量法

これに就いては既に安藤、飯田と共に咋年秋、日本公衆衛生学会に報告(1のしたのであるが、以

上の方法を応用して食品 Caが正確に定量出来る。牛乳を蒸溜水で200倍に稀釈し、その 0.5mlを

採り三塩化酷酸で除蛋白を行い、あとは上述のCa定量法を用いて測定する。食品の場合は法の如

くルツボで燃焼し、その灰分にοき、とれを稀釈し測定すれば、よい。その結果を従来の方法と比較

じたのが第5表、第6表である。
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第5表牛乳の分析結果 第6表食品の分析結果

；牛私自ぬ I;i;r m~，量法 i 従来白方法
lOOg mg/lOOg 

U仁日l 名 1~量法 l 従来四方法
lOOg rng/100g 

1 130 126 1 米 11. 3 11.1 

2 118 112 

3 117 110 

2 
拍や黄ワ子がのし皮；扮ら

270;0 278.9 
3 110.0 108.7 
' .4 127.0 ふ． 123.1 
5 煮 干 900.0 870.0 

4 128 121 6 人 参 葉 244.0 246.1 

5 123 120 7 鳴あ 門わかめ 1330.0 1317.0 
8 み｛問煮 82.5 80.0 

6 130 123 9 事ま 62.5 62.5 

7 118 113 
1.0 白 ＝主、 一、 1030.0 1029.4 

8 115 114 

9 130 124 

10 120 116 

11 寒 天 1350.0 1380.0 

卵 糖密黄
163.2 170.0 

13 s20.o 282.0 
14 糖加黒糖砂粉割L 288.0 266.1 
15 780.0 784.0 

3. 疫痢と Caイオン量にοいて

近年疫痢と血清 Ca量について色々と議論されているが、総 Ca量の測定結果と、疫痢症状との

溺係は意義ないと考えられたが、血清 Ca、イオンの測定によワて始めて価値づけら．れるのである。

余の諜で永瀬により疫痢と血清 Caイオン量との関係を調査し、それについて報告した0(18) 

その結果は第7表、第8表、第9表に示す如くで簡単に述べると、健康人、及び赤痢患者の血清

第7表健康児の血清分析結果

氏 名 ｜総白量｜…
(mg) (mg) Hastings (g）’（  

(1オ～ 2オ平均） (13例〉 9.27 4.12 3.8う 7.50 4.78 

。ォ～ 3オ平均） ( 8例〕 9.46 3,94 3.99 7.63 s.oo 

(3オ～ 4オ平均） (11例〉 9.75 4.44 4.18 7.38 5.26 

(4オ～ 5オ平均） (5例〕 9.45 3.85 4.03 7.36 .5.28 

(1オ～ 5オ平均〉 9,49 4~ 14 4.26 7.50 s.os 

第8表赤痢患児血清の分析結果。

患者氏名｜弘令｜性別｜総 Ca量leaイオン量｜悩：：1蛋白量作品〕燐｜
．月） (mg) (mg) Hastings 〔g)

M K l. 4 0 11.00 5.25 4.90 6.90 4.80 

I M 2. 2 δ 10.00 4.50 4.40 ?.10 5.50 

I T 2. 3 0 9.00 4.25 4.00 6.90 5.70 。 T 2. 3 0 10.25 6.25 4.50 7.10 4.20. . 
y M 2. 4 δ ~.50 4.00 3.45 7.65 s. 80 

H R 3. 0 10.00 5.00 4.75 6.25 7.74 

I y 4. 1 0 9.00 4.QO 3.75 7.65 4.65 

瓦 y 5. 平 9.25 4.00 3.80 s.10 3 •. 20 

M M s. 2 平 10.50 4.50 4,75 6,90 4.80 

瓦 H 10. 0 10.00 5.00 J 4.15 7.90 一
5.15 
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第10表血清総 Ca量

三～一竺空？空」7-smg/drI…g/di 19～I Orn例 I/10～1 
健康人 50名｜ 1 I 1 I 2s I 16 I 1 l 9. s 6 

結核患者 52名 22 25 語 5 9.03 

第11表血清 Caイオン量

又＼三ピ竺雪山mg/dlj 3--4mg/dl [ 4～5mg/dl [ s～吋ai~l 6～7mg/dl ／平均値m州

健康人 50名｜ 1 I 16 I 16 / 13 / ・1 

結核患者 52名 1 4 I 21 I 14 I 11 I I 

， 

第12表 McLean & Hastings法による Caイオン量

健

結核患者 52 名

考察

3～＂4mg/dl 

30 

25 

4～Smg/dl 

20 

27 

平均値 mg;'dl

4.42 

3.95 

以上は最近まで行った血清カルシウム及び、血清マグネシウムの新定量法の本年度の総括である。

この方法は柳沢法と名歩ける。この方法の応用にてコいては命一層研究の予定があり燐酸の測定も可

能であり、当課の小笠原により研究が行はれている。又マグネシウム単独の比色法も出来ると考え

られる。向この研究以外に本定量法の目的であるカルシウム代謝、マグネシウム代謝の研究は次年

度に報告する予定である。
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VI 東京都内公衆浴場。汚染状況並にクロ安ミン消毒試験成績

本報告の内容は第 6回日本公衆衛生学会く昭和 26年 11月〕に於て演述発表せられた

生活衛生部環境課寮藤 功小林正武両角 清

大坪是正一中Li（袈裟典川口京子

公衆浴場の衛生状態に就ては、戦前から注意されて居り、調査も屡々行われて居るが、総ての事

情が最惑であった終戦後の各浴場の混雑と衛生状態の窓化とは甚しいものがあワて種々の物議を醸
醤IL・,
じ、遂に公衆浴場法の制定をも見るに至った3 著者等は斯かる情勢に鑑み既に 1948～49年度に浴

場の実態調査を行い、浴水 lee中の一般細菌数（以下単に細諸数と略称〉が甚しきは数百万乃至数千

万に達する事も歩く友いものを観た。終戦前後の浴場衛生上最も憂慮せら一れたものは矢張浴場に於

ける伝染病の感染乃至媒介であって、前者では性病特にj林良、後者では発疹チフスの或による媒介

である。浴場説衣室の D.D;T：噴霧消毒は、後者に対する処置としていち早く登場じ、現在では普．

及している。然し前者に対する積極的処置たる浴水及び、浴室の消毒は現在迄行われ友かった。之に

は色々直接乃至間接の原因もある訳ではあるが、直接且つ根本的の原因は適当友消毒方法が従来は

見出されてい友かったという事にあると思われる。今迄浴水の主主素乃至晒粉による消毒試験は二、

l主！の先人によワて試みら託完払、i浴客に対し有害友束u戟がj虫過ぎ、て操作ピ困難が多く笑用
られ歩に今日k至つている。我々は、戦後耐乏の我国の何人にも許された数少いささやかた慰安と
Vグリヱ｛シヨシの施設として入々が一日の勤労の疲労と汗を流す公衆浴場に於て、特に未だ抵の

汚れを知らざる少女等の淋疾感染の危険に曝さるる如き事態を甚だ遺憾とし、浴場衛生関係者とし

てこれが解決を企図し、以上の如き浴場実態調査と併行して 1949年以来、水特に浴水の淋菌汚染

並に之に対する諸種殺菌剤、就中クロラミンの効果に関する基礎的研究を続行して、クロラミンが

所期の如C浴場殺菌剤として他より有利且てコ優秀で、あり、－浴水に対して 3p.p.m.以上の投入量にて

略有効たることを認めた;J!J、進んで美地浴場への応用を試験検討せんとし、 1950年秋よ b、51
年に亙，b各浴場に出張Lて浴場各部の汚染状態調査及び浴水並に浴室のクロラミン消毒試験を計19

浴場に於て 21回に亙り行ワた。内 9回は汚染状況調査、他の 12：回はクロラミン消毒試験であ

そコで、浴水及浴室の消毒はクロラミンを使用すれば、何等障害たく成功し得る事を確認し得たので以

下に本研究の概要を報告したいと思うム
仁 1

調査方法 tι 

浴場の衛生状態調査は従来も相当行われているが、大部分は浴水の細菌学的及理化学的調査1を主

として居b、洗場共他の部位には殆ど触れられてい泣い。従って浴室の何れの部位が最も細菌性汚

染が甚しゆかというよう友問題や脱衣室の状態等には明瞭な答は得られたにいようた現状である。今

回の調査に於てはとの点を考慮して調査実施上の困難はあったが浴槽縁、浴槽側面、洗場、脱衣室

等の全般に亙ワて細菌学的、理化学的及び、環境衛生学的調査を可及的精細に行うことに努力じた。

調査は男女湯双方に就て同様に行ったが、室内温湿度の測定のみは男女湯中聞の隔壁の男湯側中

央部に於之のみ行。た。原則として浴室の調査個所は浴水l～2ヶ所、浴槽縁4ヶ所、浴槽側面2
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ヶ所、洗場 3ケ所、脱衣室は中央部 1ヶ所で、合計 13～14ヶ所程度である。調査項目は浴室

に於ては温湿度、空中落下菌数（以下落下菌数と略記〉、各検査部位温度及各部位よ D採取した検水

申の細菌数及大腸菌群並 pH試験、浴水中の残留クロラミン定量、濁度、透視度、蒸発残透量、総

三塁素量、脱衣室に於ては温湿度、落下菌数、某他毎時入浴者数、浴場見取図作成等であるが、向一

部の浴：場に於ては脱衣室の塵挨の数及室、炭酸ガス量、浴室の炭酸ガス量、浴水の寄生虫卵等に就

ても検査した。命細菌検査は各検査個所より検水 1cc を滅菌ピペットで採取して試験したが、刊検

グk量が少く直接ピペットで採取不能の個所〈主l'C浴槽側面及び浴槽縁の一部〉は滅菌ガーゼ主可検

部位に浸漬、払拭して供試した。調査時刻は入浴開始前九午後 3時、 5時、 7時、 9時の 5回を

原則としたが、浴水は毎時採取した場合が多い。浴水の消毒用クロラミン投入量は 10～＇40p.p.m.

普通20p.p.m.とし、投入後は毎時消耗状態を観察 3p.p.m.以下に怒ると追加投入を行。た（此の

や間普通約 4～6時間である〉。 叉上り湯に対しては略 lOp.p.m.持続を目標として上り湯の元湯槽
ι連続適加投入した。

調査成農

-A) 浴場の汚染状況〈第 1表〉

ここに表示したものは調査方法を同一にした被検8浴場の測定値の調査時間内の総千均値と、｛用

4々 の浴場のー調査例として F浴場の場合を示したものである。各浴場の成漬を比較する最も簡単

た方法として、得られた測定値の大友るものから順位を附し〈但し透視度のみは反対に値の最小法

ものを 1位とする入便宜上他の浴場と比較した場合の順位を相対順位と呼び＼同一浴場内の各部

位の値を比較じた場合の順位を絶対順位と呼ぶことどし、以下項目別に略述する。

1) 入浴者数と試験成績

入浴者数と諸試験成績の相対順位は必歩しも一致したにい。即ち入浴者数が多い浴場が汚染が高い

とは限ら危い（第 1表の F浴場参照〉。職員浴場の如く浴槽が小で、さし水が少たい時は入浴者

が少数でも汚染され易い。

2）環境状態

温湿度、落下菌数、塵挨、炭酸ガス等を検査した。温湿度の高いことは浴場気候の特性であるが

、落下菌数が脱衣室、浴室何れでも多く百個以上が普通で、時に数百にも達するとと、炭酸ガスが 1

μ以上とたり塵挨（特に量〉が恕限量 15mg/m3を超す事が時々あることが注意された。要する

に混雑時の環境状態は不良た所が少くなく、はき掃除の後は特に細菌及塵換を急増し勝ちであるか

ら、拭き掃除を主とすばきである。

3) 浴水の理化学的試験成績

ここには濁度、透視度1蒸発残透、総窒素量、 pl王の 5項目を含んで居る。之等が男女湯のイ可れ

泊三大であるかは各浴場により相違し一様でたい。 pHは何れも中性乃至微弱アルカリ性附近で余り

変化し友い。 pH 以外の 4項目は各浴場の成鏡に大差があり、個々の浴場内で、は延入浴者数及入

浴開始後の経過時間数と可成りよく対応して漸増する傾向を示すが、増加の幅は入浴者数が略等し

い時でも各浴場同一で訟に、叉一般に細菌数との相関が少い。浴場男湯の細菌数、濁度、透視度、

蒸発残盗、給、窒素量、入浴者数の相対順位を見ると（第 1表〉、夫れ夫れ第6、4、1、7、3、2位

、で、同じく女湯の場合は第 6、4、2、6、2、2位となり全体として大同小異である。との事は他の
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浴場の場合も同様であって、斯く各項の相対順位が男女湯によって殆ど違わたいととから各浴場の

汚染程度を比較するには男女湯の何れか一方に就て比較すれば、よいこと（男湯と男湯、女湯と女湯

第 1表 浴場の汚染状況（最終検査時刻 9時の場合〉〈被検浴場数 8ケ所〉

被検浴｜ ｜ 、 ｜ I I F 浴 i 場｜場名｜ ｜ ｜総平均値及

賢官｜ ！ 昭和 26年 6月 18日 ｜ 大腸商群試験（十）（－－－）例数
男｜一般細菌 大腸菌群試験 ｜⑥ ｜ 

斗 J湯｜平均数 （十〉ぐー〉例数｜〔3〕2,050 2回全部（ー） I 2s，叩 l回（＋〕9回（ー〉

剛玄｜ ,, " I R s soo 2＠中 1回（十）I 49,soo 3回（＋）7回（ー〉
！ 日3〕 ’ l回ぐー〉 ｜ 

浴｜子i ,, " ¥ R剖，900 12@1会？剖：（＋）l叩 60 48回
ぐ最小値〉（最大植〉 ｜〔3〕 I cs, 7so）ぐ2021,200) 〔＋）9回（一〉
男「一1詰度 I ・ I 30.1 
入｜｜（最小値〉〔最大値〉 透視皮 ｜④ 30.0 ① 11・5lc16;0〕（45.0) 18・5

一玄蹴ぜ一議室素畳一，－(7)173."5 ① 12 ＼~93.6 【87.9了寸s-:-s-
湯｜笹生壁j僅さ郎監j、僅喧左隼）｜一盟i竺ニo) ¥..Q) • 6 I企竺」）（260.0）【33 ・ ~J【141 ・ 0】（S ・ 4ぉ.4)
延入浴者数 I I 239 

｜② 31s I 〔最小値〉 ぐ最大値〉 I I c128)C489) 
浴II f 11 

｜一般細菌平均数大腸菌群試験｜⑥ I 943, 050 s5回（96%)I I 6s,200 12回全部（十〉｜
（最小値）（最大値） （＋〉（ー〉例数｜〔2〕 I C14.~＿so)C2, 986，γco〕 ぐ＋）2回（ー〉
女「一淘一一度一一一 一一 民｜一三9.4水｜｜｜哩姐.~重雄L竺平戸J竺… ③ 12. 5・ 1 〔13.g）~~但し げ・3
中｜｜ 蒸発残法 総窒素量 I@ 176.o (i)¥ 1 192.s 【77.1] 14.3 
l湯｜（最小値）（最大値）（最1J、値）（最大値）｜通（72・0) 〔2J18・0 I (140.5)(2s4.o）【31・5】【130.5】（6.3)(25・2)
延入浴者数 I R 477 I 33s 
（最小値〉 （最大値〕 I I C243) (493) 

浴＼m\l＼一般細菌平均数？？明閥~ 116,000 2回全部ぐー） l 41, 000 6田川12回ω
I l.!><.I " ., I ~ 14,050 2回全部（ー） I 2s,sso 11回（＋）7回（ー〉
槽l一理 ぷ！日］ ，！一一一
I I I ' " ｜（旦j 100,700 6回全部〈＋〉｜ 332,800 54回（＋）6回（ー〉
縁除I~ー宝生隼〕（最大値〉 ｜ロ〕 巴立己001.Q虫色_ZQO)

判事｜得1H~； C最大値3 " I ffi臼，000 6回企部（＋：）｜ω
浴｜ ｜是｜ " " I CJ) Cs’ア50) 2回金部（一） Ioお，930) l回（十）13回（』’〉

槽｜目日l寄 " 一「｜⑦（9,950) 姐i金部C一） I (38,380) 一l回ω
仰uj入｜男｜ " " ｜②（日4,000〕6回中3回（十）｜（制，740) 24回ぐ＋〕24回（ー〕
I I I I 3回ピー〕 ｜ 

商1~11 II II ｜①（ーバ目t~~c幻｜内0;850) 23回（＋）2咽（ー〉

男i I w 6凶中l回（十）f
l湯＼ " " I (2J 42, 4CO 5回fー〕 174,500 14回（十）13回〈ー〉

洗1刷局 ,, ,, Im 10,810 描i＇：~~C十l7刊0 19回（＋）8回ω
｜ ｜⑤ 2肌 40:J 18回中17回 I 370, 300 73回（＋）5回（ー）I

""l I ¥C最小値〕（最大値〉 ｜〔1〕 （十〕1回f一川 （60.700）ぐ1,274,

え｜湯｜ 落下細菌平均数 ｜③ 46 I 135 

場1~＼五·le~矧想史君〉揖胃藷11] 298, 300 18回全部（十〉｜瓦 JO~銭安700)72図的12囲内
湯｜ 落下細菌平均数 ｜② m j 139 

堕Iii " l①m い24
参｜毒I " I① 211 j 1_80 

註 1. F浴場の測定値に附したO並に〔〕内の数字は夫れ夫れ相対並に絶対順位を示す。

2. 細菌数及大腸菌群試験は総て可検波 1cc中のものであJる口

3. 一般細商平均数は各浴場の最終検査時間内の平均値を更に 8浴場に就て平均したもの，其他のものは二

各浴場の最終検査時刻に於けるものム平均値である。

4. 浴槽側面は検波をガーぜで採取したので一般細菌平均数を（〉で包んで示したO

s. 蒸発残法の〔 】内D値は検査時間内の増加霊・を示す。
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の如く〉、及び各浴場にはその浴場に或程度固有友男女湯共通の汚染状況があることが分る。叉上の

如くj：目対順位は各項目相互に可成相違する。之は各項の変化状態に対応が少く、特に従来も注意さ

れたように細菌試験との対応も大で怠く、又浴水の濁D方等も近頃は減じて来て浴客の関心を余D

惹か友く方、οたので理化学試験の衛生学的価値の比較的小さい事を示している。向蒸発残澄は比較

的増量が少く初量の2倍以下に止まる事が多いので、各浴場開の比較には増加重を用いる方がよ

ν、。

心細菌試験成農

イ〉第1表から各浴場開には細菌数に大差がある事が注目される。即ち男湯で各浴場の数回の細

菌試験成績の干均値で比較した場合、総平均は浴水では約50万であるが、最少は 1万以下、最多

は 200万以£である。浴槽縁、洗場等でも最小値と最大値の差は甚じい。

ロ〉女湯は男湯より一般に細菌数が多い。

ハ〉浴場各部位の細菌数は、多い処から浴水、洗場、浴槽縁及浴槽側面とたる場合が多い。

ニ〉汚染の進行状況 一般に入浴開始と共に菌数著増し、時刻のゐそい程、又入浴者数の多い程

薗数が多いが余り差の無い時も可成あり、菌数は或る程度各浴場に固有で、ある。

ホ〉大腸菌群検出状況と細菌数を対照すると、個々の場合に就て観れば、一見相関が小に観える場

合もあるが、全体的に観ると細菌数1万以上に怠ると検出率高まれ 5万以上に主主ると略100%検

出される可能性が窺われる。上述の如く理化学諸試験成績は浴場水の衛生学的判定上価値が少いと

思われるから、浴場水の汚染度の一般的判定は主に細菌試験による事とし 1汚染の恕限度を細菌数

5万（夏季は大腸菌群に比し細菌数が一方的に増す様であるから 10万とする〉且ワ大腸菌群陽性

とするのが適当と思う。但し之は普通の場合で街娼等の混浴の倶れの多い浴場では一般細菌数の少

い早期に於ても警戒を要する。

5) 寄生虫卵検査成積（浴水〉

夜 8～9時の混雑時刻に3浴場の男、女浴槽底音防瓦ら 1～5立の浴湯を採取検査したが、 H浴場
女湯 (1立採取〉から僅か1個の畑虫卵を見出したのみで、虫卵は割に少い様である0.. 

.B) 浴場のクロラミン消毒施行成績

浴場検査成績一例として B 浴場の成績の一部（第2、3表〉と、調査方法同ーた7浴場の平均

；｛直〈第4表〉を表示し、以下成績の概略を述べる。

イ）浴場のクロラミン消毒は、浴客にも浴場施設にも何等認むべき障害なく実施出来る。

ロ〉浴水中のクロラミンの消耗状況は水温、入浴者数、さし水の状況、浴槽の清潔状態等に影響さ

へれるが、普通の浴場で、浴客数1日男女合計 600名位の所友らば 20p.p.m；の初投入量で約 4～8

時間は所要量 .'3p.p.m.以上に保持される。浴客数 700～800名以上の所では平均3時間置きに 20

.p.p.m.投入が適当で、あろう。次に上りj坊の元湯槽への投入量は浴客数毎時 100名の時、毎時 .'30g 

を投入すれば、約 8p.p.m.となる。浴客1人当りの上り湯消費量は .'36立位であるO 与

ハ〉以上の要領で、消毒を行うとその効果は顕著であって、浴水、浴槽縁、洗場何れも細菌数は1f

こ均値では入浴開始前の状況を略維持する。即ち洗場は 5～6：・万で最多数であるが之は入浴前より逢
：かに少く、浴水共他は 5,000～8,000位で、普通の浴水の 11100位に著滅される。

R
U
 

五
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＝〉クロラミンは若干浴水浄化作用があるようでーあり、叉浴刀くのpu・を変ftぜLめない。

ホ〉相対並絶対順位を各試験項目測定値に附してみると、同一浴場では男女湯略同じで、との点

Pロラミ－＇y非投入の際と同じである。

へ〉大腸菌群ほクロラミン残量がBp.p.m.以下に減少する迄は検出されたい場合が多いが、一

度検出されると究ロラミンを追加投入後も継続して検出されるととが多い。

C）総括並結論

1）各浴場の汚染状況には大差があって、全般的に観察した場合浴場の衛生状態陪倫子定標準位

、遣しているものと認め難い。

2）細菌学的、理化学的、環境衛生学的の諸種測定値の間の相関は必やしも大で、泣い。

3) 浴場各部の細菌数は女湯は男湯上り多く、叉多い方から浴水、洗場、浴槽縁並に浴槽側面の、

J！民とたる場合が多い。

4) ＇普通の場合浴場水の汚染恕限度は細菌数 5万〈夏季は 10万）且つ大腸菌群陽性とするを適

当と思う。担L，特殊の伝染病感染の倶れがあるようた場合は別問題である。

5) 浴場消毒法とじてはクロラミン消毒が最有効適切であり、何等支障たく実施出来る。

第2表 B浴場の環境状態

2時 I21.8 I 19・1〕乙｜－ I I lーとし」
浴 I~己土｜ヱ三l~l_I I ・I .~03 l_J 
ユニI~土｜ヱ土しと｜一一！ ｜ ｜一一一／＿l_1:
5 か I:<:3.1 1 21・7 ! 86 l I I I幻 I. J f! 
6川 22.s I 20・91 s1! ，－~－1 I I -ii 

室 I7 " I 23 6 l 22. 4 l 88 I一一1~1一一ι」－炉＿＿＿＿＿＿I一一
s " I 23.6 1 2は Is2 I 1-21 I I I l I 
~1 23.2 1 21.9 1 -87 1 i.21「一下一寸：司一一，－ 1;

2時＼ 20. 0 己三l~－1~1 I 〕と己~－_1~
脱 I3 ＂也土 I16.4. I M ，＿」 I l~I 7J一三三
~＼ 20.4戸司コ；－I I I I 1つ；－I35 I: 
~I· ~a.9 I 18.4 「F「「「－~瓦｜つJ戸J
三二I~土I~〕~l_I I ·1_1~竺し－
7 ,, I 2i.s ¥ 18.8 I 74 I I J .I 459 I 23 I 101 
a ,, I 22 a I 19・ 3 J 74 I 1 J 1 1 44 ：！川
崎40分l I I I I 161 1 1 a . ca I し二
9 ~， I 21・0I 1s .2 I 72 J 1. 10 1 I I 454 I 62 1 207 r 

室
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B浴場グnラミン消毒試験成績

検査個所｜館時間lpn I l号ラ51五~~
2時 I 7.1 I 49.4 I I,6001 （一》 J '. J o.s 130以上lm’2.s j ＜~：~~） 
2時4州 I I I I 16・ n I I I I 
3時・I7.0戸7円高Icー〉い6.02 j o~ s j 3o以上同日
4 II I II 戸了「乙3oojC一） I 12. 92 f I l I 
三~＿J＿：］，~L~~~I三三_I 9.判 l~~1竺竺l~竺｜－ぷ；〉
6 II I " I 47.2 IかooJcー） I 1 ・ 36 I I ・ I ... . I 

－~I」土｜－丘~1~~－~1三乙｜ーと~l~竺主；；土l~l_Q；；益ι
8 II. I If I 45・oI 7, 7coi c ＋）いo判. • 1 r・ r 
I ;6 I ,, J 29,2001 c十） I 5.231" s.5 1 3.0. [ ?31・oi
I 7・2I 35・r.. J: 7ooj~J-=i 浴室検査開図

3 II I 7・1凶長出向性（ー〉｜－
5 II I 7.2 l~~j~I~三I ¥. 

縁 iと＇ I II l三三ど~f三一〉｜
I 9 II I 7・4I 37.0 I 3,7Jol c十〉｜

~I 2 II f 7.0 I 31.6 I 2，刈（ー〉｜
3 . ,, I. 7 3 I 31 a l i, 2001 cー〉｜
5 ,, I 7.1 / 32・sI 吋（ー〉｜
7 ,, ¥ 7. 3 I 34・6ドコoojcー〉｜
τ7円十日；~同；~／｛－γ「三一

一－~円；J戸エ一戸；~l~「一
3 II I川 i釘；診2I 24, 2 c十〉｜
5 II I '':. 同：工戸；元不正1
7 ,, 1 7・2I 35. 6 J 12, 9001 cサ 1
~I ？：・ 3 I 35. s ¥ s恒ヱリ

ー－ 2 ,, J .7~ 1 l 54. 2 I 2i cー） r 

叫しj__ j一一I~竺
I I I I I 2叩

4 " I I r 1.・ J l~··笠
ムi,1 

~ 1 7.2 l_s1~ _ 351 （一
一 仁二i一一し－｜ 
] " J . J /. , j" ./:' .:, •. , T is. 8~ J 

~ ~ s ・" I . ・ 1 • l . :_ : : :o.J. . .: : t砂川I

1~66 
(10. 39) 

7.02 (43.90) 
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第4表 7浴場消毒試験成績（平均値並最小最大値〉

男湯Ic認服毒実在〕大腸菌群試験的（ー〉例数 Ic100）なcoo〕 2回（＋） 6回（ー〕
日目

女湯（ If )( fl } II (30) 620) 4回（＋） 5回（ー〉

浴
｜ちi.._1690

（か〉（か） (490) 8, 800) 21回（＋） 26回（ー〉

男
i笥 度、 透 ネ見 度 8.8 27.2 

入
占 ~ 

蒸発残法、総電素量一
205.7 10.6 

湯 (70.8) 

入 浴 者 数 164 
浴

一般小イ細直菌〉（最平大均値数〕 I 8 790 ぐ最 大腸菌群試ピ験ー（＋〉（ー〉例数 ぐ2,260)(19, 300）’ 25回（＋） 23回（ー〉

女
濁 度、 透 視 度 8. 9 27.4 

7]( 
中

蒸発残控、総窒素量
180,6 

10.s 
湯 ( 55,5) 

入 浴 ．者 数 255 

男湯｜｜｜ （最一小般細値菌〉ぐ最平均大値数〉 大腸菌群試験（＋）（－〕 I(900）~~~；~08) 7回（十） 14回（一〉

i谷 目U
女湯I＜：グ；＇ぐか〉 " (700)(1~~~00) 

8回C+) 13回（ー〉
fl 

fl 4, 

1曹 入 男湯 く『＇ ）く” 〉 (630）ぐ42,100) 28回（+) 33回（一〉

fl fl 
｜九3似 4回c+) 13（回（ー〉

浴
fl 

fl 25回（＋） 36回〔ー）
縁 中

女湯
仁最小値〕ぐ最大値〕 ,(3,200)(13良6Q.＇.）〕

fl fl 2回c+) 15回〈ー〕

｜（山10) 3回（＋〕 11回（ー〉浴
fl If 

日目

｜仏7る0)j曹 fl fl 2回（+) 12図（一〉

1Mtl 
浴入

,, fl l (15,940) 10回c+) 34回（ー〕
面

F、

中 II ,, 
J cio,220) 7回〔十） 37回（ー〉

男判骨I fl 16回c+) 17回（ー〉(7, 980)(13, 080) 
日目

l (722 洗 女湯く fl )( fl ) 
fl 

。。，750) ,100) 21回（＋〕 12回（－－）
fl 

II 

入 男湯
に fl ）く旬、5 (10,480）’ 5,300）れ 67回（＋〕 14回（一〉

浴
落下細菌平均数 196 

場 一般イ細直〉菌（最平均大値数〉 ・ I 51. 620 、
中 女湯

（最小 六腸菌群試験（＋）（ー〉例数（18,510)(199, 00'.J〕 67回（+) 14回（ー〉

落下細菌平均数 l 141 

目見 fl 214 

衣場
II '275 

註 1) 一般細菌平均数で（〉で包んだものは検体をガーぜで採取したものである口

2) 蒸発残涜の〈〉内の｛直は検査時間内の増加量を示す。

文 献

1) 新井養老タト7名：日本衛生学雑誌、（昭和 25年〉第4巻、第3号、 29頁． 2) 川路利順タト2名：，東京
都細菌検査所研究業績報告、昭和 12年喝 3) 鬼木寅之助：国民衛生（昭和G年〉第 8巻、第1号、 82頁．

4) 石井麟祥：北海道医学雑誌（昭和9年〉第 12年、第5号、 1021頁． ち〉 山崎悦：東京都衛生局学会

話、（昭和＇ 24年〉第4号、 101頁． 6) 原田四郎、外1名：国民衛生（大正 13年〉第 1巻、第 11号、

30頁． 7) 藤原九十郎：京都医学会雑誌、第 15巻、第 1号、 146頁. ' 8) 祷藤功、外8名：東京都衛

生局学会誌（昭和 25年〉第5号、 75頁． 9) 祷藤功：東京都立衛生研究所年報〈昭和 25年） H、76頁．

守.，.，， 68 .,.,--



-VJ[ 東京都内興業場の空気汚染状況（第2問調査成績）

本報告の内容は第6回日本公衆衛生学会（昭和26年11月）に於て演述発表せられた。

生活情生部環境課寮藤 功 両角 清

小林正武大坪正一

中 Ltri袈裟典

日本医科大学衛生学教室乗木 秀夫

興業場は一般都民の代表拘集合場の一つであり、公衆衛生上の大き友対象である。特に終戦後は

手掛或換気も休止中のものが多く、舘内の空気汚染が憂慮せられたので、著者等は昭和24年表から昭

和25年度にかけて冬季並夏季の興業場内の環境状態調査を行い、入場者数が一般に比較拘少かった

にも拘わら歩、換気、発鹿、空中細菌数、温度条件等に於て幾多の注意を要する所見を得、舘内の衛

生状態に対する我々の憂慮は決して単なる杷憂でないことが明らかとたったので、 1)2〕今回更K詳

細且つ広範囲の調査を行い、興業場の空気汚染状況を究明しようとしたのである。倫諸種興業場の

衛生調査報告は従来相当数行われているが、得られた成績の内容や意義に就ての考察が充分行われ

ない為に実情の綜合的把握や必要換気量の問題、衛生状態改良えの貢献等が充分で、たい結果に終る

場合が多かったようであるO 本；~殺に於ては之等の点にも注意した。本調査の目的は現下の興業場内

環境状態乃至空気汚染状況の実態把握、現行法的所要換気基準との照合、興業場の環境乃至空気汚

染状況調査方法に関する考察其他である。

c I)調査時期並被検興業場
昭和26年4月初～6月末迄の聞に都内各所の大小の映画舘、劇場、寄席等計30ヶ所を調査した。

被検興業場の内14ヶ所は程度効果は区々であるが一応機械換気を白行。ていた。

c 2・）調査方法
環境条件測定を各舘共数ケ所以上に就き開場前から興業中 7～8時間の間行った。調査種目は諸

種温度条件、炭酸ガス量〈以下 C02と略記〉、塵挨数、空中落下菌数（以下細菌数と略記〉、観客

席面積及気積、換気装置の状態等である。

c .3）調査成績
イ〉温度条件に就て 気温、気湿、カタ冷却力、気流、感覚温に関するものであるσ之等は

一日の間でも天候の変化により変化するもので、相当変動の多いものであるが、之等の中 7

a）気温、感覚温、水蒸気張力、カク冷却力、次に湿度等に就ては明瞭に季節的影響の大きいこ

とが分る。即ち之等の測定値と検査月との関係は密接で、ある。 （第1表〉。

1〕 諦藤功タト2名・東京都内興業場の環境状態に就て・東京都衛生局学会誌（昭和25年〉第7号

2) " ,, 日本衛生学雑誌、（昭和26年）第6号第 1号

「 69ー
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第 1表 諸種温度条件平均値と、検査月日との関係

気 温 感 覚 温 度 7Jc 蒸 気 張 カ 草色 カ タ イ直 課 度

｜喜義｜す育｜ l霊童｜す音｜ l霊委！賞官｜ ｜喜義i青青｜ l－興場数業 l｜ 検月 査日
18. 9°c以下 ナシ ぐ16.8c) ナシ 5.99mm以下 ナシ 39%以下 ナシ

19.0～20.9°c 5舘会部4月 63～65’F (E.T.) 4鎗全部4月(17.2～18.3C) 6.00～ 8.99mm 3舘全部4月 3・M ・9lll舘（：呪i4つ～4596 l官官 4月

21.0～22.9σC ベ3舘舘4月月 伊(168° F (E.T.) .I 5" { 4事4且 9. 00--11. 99mm 9 舘附 { ~ 舘Pi 月月 4.0 ～ 4. 9 8" { ~ 官P官i月月月 46～50% 2舘全部 5用4 5 8.0～20.0°c〕 1 5月 1 // 6 

12" { f舘舘J~月Jl 且J3 '/ // { 4ザ4月 511 u 舘H~－月月～71° F (E.T.) ,, 1 4 
23.0～24.ザc 10 fl 7 5 fl (20. 5～2 1.6°c) l 6. 5 月月 12.00～ 14.99mm s.o～9.0 51～55% 

2 "611. 
3 5月

25.0～26.9°c 611 { ~ 舘W~月月 7,2～（2;:; ～F2§.~·_T、c/ 10 '' { ~ 舘P~ 月月 15.GO ～ 17.99mm 6.1 以上 4グ 1全部 4月 56～60% 5 fl { ! 舘H~ 月月
[2舘金古f.6R が F.~~.Tj!J.〉以上

・ー

6" H 舘~i月月且27.0～28.9°c 41! 全部6月 18. 00--20. 99mm 2 II 会部 6月 61～65% 
"I c23. c）上

66～70% 1 fl 4月

f』・・－・‘’ 70%以上 げ｛~舘＂~月月

第 3表 被検興業場内諸種環境条件測定値の総括（興業中）

水蒸気張力 I乾ーカタ｜潟カタ｜気 流
ぐni.m.) ｜冷却力｜冷却力｜ ぐrri/sec}

｜：茨酸ガス量 ｜塵挨数｜
(cc/I) J ぐ個le・C・〉 l細菌数

最小値一総平均値，j39-6'1-'-78 :1 7.23-12・98-19.21I 3.0~4・ 6ーァ.2 l,9.0－~6.0ー20.91 0'.038_ー0・161ー0.412
ー最大値 I I ‘ I ・I I 

｛！械換気実施中：139一~~一一11.8
械換気未実施 :j49一6 78 110. 57ー13.97-1.21 I s.o_:._3.9-5~ i I 9.oーは5-17.910.03 ·0.0161-0~412 

¥121-402以上ーI13-267以上
0.-75ーし29.-1.74(3.69)¥ I 

¥lCOOW.上 ¥-884以上

0.79-i. 28ー1.73 1121-263-851 I 13ー217以上
I l-814以上J

1202-523以上ー｜
0.75ー1・29-1.74.(3. 69)¥ ¥51-:-311-830 

11000以上 ｜ 

註 被検興業場数30、内換気設備有るもの14、無換気設備のもの16－..総平均値は各舘の興業中の測定値の平均値を更に総平均した値である。但し

温度条件に関す jるものは観客席 l 階中央部の値の平均値、~れ以外のものは会舘の平均値である Q



然し叉場内感覚温度の開場後の上昇状況は必宇しも

検査月との関係密接で、友く、開場前の値と興業中の平
興業中の興業場内感覚
温度の上昇

1～2°F (E.T.) 

口
H
日
一
一
日
川
日
μ
白
川
白
川
目
μ
H
H
H
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HH
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川
グ
ー
同
凡

査
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4
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6
4
5
6
5
6
4
5
5

検
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日

ー

l
一
品
舘
0

0
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ザ

舘

グ

数
一
さ

6
2
4
2
3
2
2
1
1
1

場
一
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f
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f
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f
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f
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業

一
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舘

舘

舘

舘

興
一

5

ロ

ァ

3

2

1

第 2表

均温度との差を以て上昇状況を表わしてみると、特に

上昇 7°F(E.T.）以上のものは何れも入場者の多いも

のであって、入場者の影響も相当著しい場合のあると
3～4°F (E.T.) 

とを示している（第2表〉。叉この第2表に匂合され

5～6°F〔E.T.)

7～8°F (E.T.) 

9～10°F (E.T.) 

る興業場を温度上昇｛直により類別すれば、後述する塵

技数、炭酸ガス量、細菌数による興業場の分類結果と

可成良く対応せLめるととが出来、塵授の場合と比較

的類似した結果を得る〈後記第4表参照〉。

即ち温度条件の悪化は場内空気の汚染状況と相当関
11°F (E.T.）以上

次に気温に就て感覚温度の時と同様興業中の上昇状態を観察すると、入場者数との関連が感覚温

度の場合より密接でなく、且ヲ各小群の所属する各｛自の興業場の温度上昇値の差が均較的大きく、

叉各小群の温度上昇範囲に大差が危い。即ち単なる気温は感覚温度に比し有する意義が小たること

適性があることが観られる。

が示された（第4表〉。

場内気流の値は上の諸項と異友り、季節乃至入場者数と明瞭な関係は見出し難い。代表的危

機械換気設備を有する舘（以下換気舘と略称〉では 0.2～0.3m.sec. -1程度あるが、換気設備のた

い館〈以下無換気館と略称〉や、換気設備はあっても効果不充分た館（大部分の館がそうである〉

b) 

では 0.1 m~sec. -1 もたい所が少く泣い。

水蒸気張力は過半数の被検興業場に於て興業中は 15111m以上となる事があり、甚しきは 26

d) 場内観客席に於ける温度条件の一部を平均値で示すと第3表のようにた．る。これで見ると換

気舘が無換気館より幾分良い結果を示しているが、云う迄も友く測定時の各種の条件が各館亙に異

mmに達した所がある。

るので、この原因に就ては明瞭危推定を為し得たい。

塵挨数、炭酸ガス量、細菌数ロ〉

a) 

これ等は季節的変動は殆ど明瞭で危く、入場者数による影響を多く受けるが、入場者数に正確に

比例する事はたい。之等の多少は必守、しも相伴うものでなく、各舘によヲて様子を異にし、比較的

調査結果の概要

塵咲の多い館もあり、或は細菌の多いのが特色となる館もあり、或は C02 が多く他の2者は少い

館もあてコて、各館の空気汚染状況は或程度各舘に固有のものがある。

各舘の之等の値の各平均値をとり、これ等3者の値が皆近似的た、即ち空気汚染状態の相似売興

業場を集めて小群を作ってみると a,b, c, d, e, f, g, hの8小群に類別するととが出来た
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興業場内の平均塵挨数、炭酸ガス量、細菌数、感覚温及気温上昇｛直

（興業中のもの〉

第4表

平均炭酸ガス量

l~J f;l 
3) 平均細菌数2) 

出量「正向調
国Iザ

下

1.CO～Ll9?{o 

1 ~:co～1.49% 

上1~·5%；以

Q.99%以

同日国！

団閣一

50 以下

51～100 

101～200 

20 1～4つo

日届

空1国匝1画l
平均塵挨数

99（個／cc）以下 シ

lOC～J99（個／cc〕

一
h

群
一

20C～399ぐ個／cc.)

400～799（個／cc)

800（個／cc）以上

a～hは興業場の小群に附した符号で a群は M-1,
Y-1, H-1の 3舘、 b群は M-2,G-1, K-:-2, N-

i, H-2の 5館、 c群は K-1,E-1，の 2舘、 d

群は R-1,C-1の 2館、 e群は M-3,T-1;K-・3, 

T-3, K-5, K-4, K-2の 7館、 f群は C-2,C-3の2

舘、 g群は S『 1,M-U, N-2 v 3館、 h群は T-4
D-1, M-4, T:-5, U-1, A-1の 6舘を合む。

註
シ

h 

ナ

唱。a
 

4つl以上

気温上昇値

0.9°C以下

1. 0～1.9°C 

2.0～2.9°C 

3; O～3.9°C 

5〕

シ

l主l

w~~~·C-1~ 

ナ

感覚温度上昇値

0. 4 °F(E. T.）以下

5～6°F1._E.T.〕

1～2。F(E.T.)

3～4cF(E.T.) 

4〕

ー

芯

l

4.C～4.9°C 7～a°FCE.T.) 

s.・o～5.9°C A-1舘， G-2舘
・6.0～6.9"C ナシ
7~0～？.9°C T-4舘

3～10°F(E.T.) K-5舘， R-1舘

11°FCE. T.）以上 T-4舘



以上の中 a,c群は代表的換気設備を有する大劇場群であり、 d,e, f, g, hは不完全換気乃至

無換気の中小劇場群である。 b群は以上両者の凡そ中間に属するものであるO a, C群に於ては入

場率が高く〈平均86%）、 C02が比較的多量で換気不足を示しているが塵挨、細菌は比較的少く、

結局場内空気汚染は一定度に止まる傾向を示している。之と対照をたす h群に於ては入場率平均－

80%で入場率の低いものをも含んでいるが、之等の3者何れも不良で、、塵挨数及細菌数各1000個以

上、 C023° loo以上、水蒸気張力26mm以上のおiき極端に不良なるものも合んでいる。他のb～g群

は之等 3者の何れか1項目が不良な場合は有つでも全体的に云えば h群より良く、大凡 h群とa,

c群との中間的汚染状況であるが、之は b～g群が一般に入場者が少たかった為と推定せられ、

若し入場者が多い時は h群と同様の状態、を呈するものと考えられる。

塵挨数、 C02，細菌数を平均値で示せば、上掲第3表の如くで、 C02が同じである他は換気舘が無

換気館よりす＝っと少い。前記温度条件の場合と併せて換気館は無換気館より環境状態が一般に良好、

であるが、これは種々の原因に影響せられるのでこれが換気設備の為とのみ簡単に解釈するととは

出来たい。即ち館内の一般的清潔さ等に於ても無換気舘は一般に注意が足りたい感があった。

塵挨数、 C02、細菌数、観客入場率の相関状況b) 

上の a）中にも少しく触れたように之等4者の値は各館夫れ夫れに異っている。之等が比較よく

培滅相対応する場合もあるが（第1図〉、同ーの館内でも測定位置が違うと相当異怠る場合も少く

たく、叉同一館内の一定位置に於ても時聞を異にして測定を繰返した場合この3者が必中しも増減

相伴うものではない（第2図〉。従って之等3者の値は相互に相当独立的に変動して居り、 l持に館

が違うと相関性は少くなる〈第3、4図〉。
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も大多数は場内の換気の重点を自然換気に置くべきととを示唆して居る。換気装置はその効果が充

分観客席に迄及ぶように設計されたければ、友らたい。現在の換気設備に於ては単に計算量の外気を

とり入れる事は出来ても、それを観客で充満した観客席迄現実に有効に到達せしめ得たい場合が大

多数であるO 設計に尚充分D研究が必要である。叉第5表の如く換気量、入場率共に換気館、無換

~気館国各同様であることは第 3 表の結果を換気設備の有無のみによ0て簡単に原因附けるととの困難
：を明示している。
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第 5表観客席に於ける興業場内換気状況

｜観客入場率ω ｜ 観客 1人（m当aり換気量ぐ〕
｜ 観客席1cm日当3)り換気量

最大値小値一総平均値一最 16-60-137 c 8-44-139〕
(20-66-144) 

村山
6-27-57) 

7-38'-87 c 5-43幅229)c '9-35-62) 

16-63-137 c 9-49-139) 23-39-98 (30-80-114) 〔9-69-229)
(20-64-136) (16-25-36〕 12-42-85 (14-34-62) ． 

8_35_77 Cll-48-145) 機械換気未実施の舘
ぐ8-38-93〕 c 6-29-~i.5 21-63-125 〔2Y/0-144) c 6-29-57) 7-35-87 ( 9-36-

註被検興業場数 28、内換気設備有ずるもの 13、無換気設備のもの 150

く 〉上は午前～午後 l時迄或は・第l回興業中のものo

下は午後乃至第2回以後の興業中のものO

ロ〉 必要換気量に就て

換気量は観客入場率及実際の換気状況と関連する。従οて観客1人当り乃至観客席 lm2当りの

所要換気量を画一的に定める事は結局不可能であるが、普通の所では 351113／人及 75111日／1112 以上

を以て標準とする現行規定は一応妥当と認められる。第6表（1）、（2）にその好例と思われるも

のを示した。

第6表（1) 興業場内の換気状況
くT.:_3・舘、興業中〉

｜ ｜平均｜右時聞の観；観客 1人当｜観客席im2
h 興業時間 IC02量客入場率｜り換気量 当り換気量

ヲ時40ぞ～i0.91弱
.. ,12時40.JJ

12時・40分～i0・98"
'14時

14% I 33m3／人 I9m3/m2 

46 " I ~9 11 126 11 

14時～15時11・o3f1 I 84 " I 27 f1 145 " 
30分 I I I 1 

15時~o分～I I I I I 
叶17時 I1・04fl I 110 " I 21 " :45 . " 

上の Io. 99 fl I 64 fl I 29 グ・［31 グ
平均｜ ｜ ｜ ｜ 

第6表（2) 興業場内の換気状況
CH-1舘、興業中〉

興業時間 le平02量均｜｜右時入場聞の観｜｜観客 l一人当I観客席lm2
客 率り換気 当り換気量

i~ 時時i30 分/J ～ 1.13% 675% 30m3／人 47m3/m2 

13時～14時 1. 01 // so fl 38 // 73 fl 

14時～15時 1. 07" 100 ff 33 グ 70 ff 

15時～16時 1. 40" 100 fl 20 fl 42 // 

土~· ＇の 1.15 ff, 91 ff 30 ff 58 " 
平均

但し温湿調整設備を有する所は 251113/1112迄減じてよいとする附則は、現在の換気設備が大半観客

席に対し充分の効果を発揮し難い実情から観て削除せらるべきである。 叉観客入場率が 50～6o;i0
位の場合には（かかる場合は実際問題として頻繁に起る） 50m3/m2位で C02を l?(o以下に止占う得

る場合が多い（上掲第6表参照〉。之は前回の調査の結論と一致している。

5) 興業場の環境調査方法に就て

今回の調査に於て場内調査方法として ゆ梅鉢型に 5ヶ所、 b）中央と左前後の3ヶ所、 c）縦

「断乃至横断して数ケ所等の各場合を検討したが、場内中央の測定値は全部の平均値との差が塵挨数

で土10（～：]5）%以内、 C02＇で±0.1°/o~ 以内、細菌数で土20;'0以内の場合が大多数で、場内の大勢

を可成よく現わしていた。然し入場者が多く、椅子席外の立見者が充満し入替時刻に出入者が混雑

するよう友時は中央の値が周辺部と必十しも一致せ歩、周辺部が中央部より不良た場合等もあるO

中央以外の部位の値も相当その館の値として参考に怠るが中央よりは平均値に遠い己出来得れば！

めの如く 3ヶ所を測定し平均値をとる方が中央りみ測定するより安全である。

6) 興業場に於ける環境条件判定基準に就て
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衛生的に考慮し且つ今回及び、既発表の自他の業績をも参照して興業場の現下の実情を考慮した判

定基準草案を考えた（第7表〉。

とれは暖冷房を特に行わない場合、入場者が各季節共不快感友く所要時間在館し得、興業場側に

於ても休憩時聞に換気を励行し場内清潔に注意すれば＼普通の場合には大凡実現出来る事を目標と

した。これに就ては更に今後充分研究して補正したいと考えているO

第7表映画館空気試験成績判定標準 7) 総括並結論
（草案〉

｜夏

気温（乾球温度〉ぷ。C)
春．手~（

冬

水蒸気張力 Cm.m.)

潟 度（%〉

気 流 m/sec 

夏

カ 草2 春．秋

冬
タ

夏

イ直 潟、 春．秋

冬

夏

感覚温度 °F(E.T.) 春．がく

冬

炭酸ガス量（必〉

塵 挨 数ぐ個／cc)

細菌数〈普3落7通oc寒4下8天時間法5分培）間萎露出 l｜ ｜ 

（川20以下上
{7~~1 18以

{23以工
15以

15以下

80以以下
35 上

I o. l以上

（ 3ア以以上下

{ ~以以下上

{l~以以上下

（問I10以
｛捌13以下上
{2~以以下上

{79以上下
64以

｛~~ 以以下上
{71以下
58以上

j 1.00以下

l 400以下

a) 空気汚染状況は各館に相当特異的である

が、汚染状況の類似により30の被検興業場は8小

群に類別されるが、之は更に機械換気設備を有す

る大劇場群と、換気設備を有したいか、乃至不完

全な設備を有するに過ぎない中小劇場群とに大目IJ1

せられるO 前者に於ては空気の汚染は満員の時も

一定限度に止まる傾向があるが、後者に於ては入

場者が満員に近いような場合には空気の汚染、温、

度条件の悪化は限度を超えて極端に至る傾向があ

り、とのように入場者が多くたい時でも何等かの，

点に於ても衛生上に快陥を有するととが多いから

常に充分の注意が必要である。

b) 塵挨数、細菌数、炭酸ガ、ス量三入場者数

の間の相関は必やしも大で友い。特に異怠る興業、

場の聞では之等の間の相関は小である。

c) 開場後 3-5時間後には標準汚染状態に

達する館が多い。

d) 温度条件に対しては季節及び観客数が大

き友影響を及ぼしている。

e) 興業中の場内の換気状況は換気設備の有ー

無によって大差を生じたい場合が多く、結局自然

換気に依存する度合が多い。換気設備の設置に当

つては単に計算量の外気をとり入れる丈で泣く、

それが観客で充満した観客席迄現実に有効に到達し得るま口く、設計に倫充分研究の要がある。

f) 必要換気量の現行規定 35m3／人及 75m3/m2以上は一応妥当と認められるが、観客入場ー

率 50～60%位の時は約 50m3/m2でよい。との点著者等の前回の結論と同一で、ある。又温湿度調

整装置を有する所は 25m3/m2迄換気量を減示、るを得るとの条項は削除するを可とすると考える。

g) 換気効果を単に炭酸ガス量を以て判定することは、炭酸ガス量が必守しも塵挨数、細菌；

数、温度上昇値等と対応的でないから厳格に云えは、妥当で危い。

h) 興業場の衛生状態改善の為にはその環境条件に対する基準値をも定める事が望まれる。

一混一



VII[ 水泳フ。－Jレの監理iに：関ナる衛生学的考察第 2報（妙〉
生活衛生部水質課相 潔 金、審

他 6 名
1）緒

水泳プールの監理に関する衛生学的考察第1報に於て、小学校児童を対象とした場合は、水泳プ

ールの晒粉消毒は、都の水道水使用の条件に於い．て、朝の入泳直前及び、正午の2回残留塩素量が

l ppm以上とたる程度に行えば効果的であるとの推論を得た。

依って比較的多数の主として小学校水泳プールについて再びとの方式による消毒を行ってその実

態を調査し土記の推論の当否を検討する目的を以て本調査を行った。

本調査は、衛生局公衆衛生課及び＼都内35保健所職員の協力を得て行。たもので、記して謝意を

表する。

2）実施方法

予め公衆衛生課職員の尽力によοて、各保健所担当係員を戸山小学校へ参集願い、ととで試験の
目的、方法及び担当日時の打合せを行い、旦つ、晒粉水のりくり方、プール7.kへのまぜ方、及び、各

保健所備付けの残留塩素測定器の使用方法を実習した。

試料用容器はすべて衛生研究所〈以下街研〉で準備したるのを用いるとととし、保健所係員が、

担当日前日又は当日、衛研より受取るとととした。

1保健所の担当プール数は、各2ヶ所とし、試料は次のようにして採取するとととした。

先づ予定したプールre~：いて予め当該保健所係員が、試験開始当日プールの換泌が完了するよう

に、フ。－lレ経営者と打合せして缶く。ついで当日保健所係員は、先づプール氷に匂いで残留症素量
第 l図

4 

6 5 

3 

注氷日

2 

？を調I］見しJ ,ppm•K満た註い場合ほ晒粉を追加して .lppm以上

とした後、第1図1,5, 6 の位，－~：から細菌周試料を、 5,6.の位置

から化学I用試料を採取する。との成績を対照とする。崎

試料採取後直ちに入泳させる。

正午入泳を中止した後、再び、保健所係員の監督不に残留埴素

量を lp,pm，以よ、と、たるように晒粉消毒をした後、入泳させる。

とのようにして毎日午前、正午の2回晒粉消毒を行う条件に於て司担当係員の随意の希望時期に

於いて、入泳中の試料を、第L図 l,5.,6,3の位置で細菌用試料をとり、 5,6の位置で化学用試料

を採取する。

採取した試料は何れの場合もその都度直ちに調書iと共に衛研伝送附する。

調書には次の事項を記入する：o

1.＇プール所在地及び、経営者名

1. 保健所名及び係員名

l. 7° .-7レの容量、設備及広、衛生施設

il. 使伺水の~Jj ぐ水道水か井水かのおIJD

1. 使用水の縮給方法

- ':Plー



1. 換水完了後で入泳直前の試料探取持か，ら入泳中の試料採取までの経過時間及び入泳者数

1. 各試料採酌時の天候、気温、プール水の水温、残留塩素量及び透明度。

3）試験f 項目〈衛研〉

第 1報の試験成績を参照して次の試験項目を選んだ。

細菌学的試験 一般細菌数、大腸菌群

理化学的試験 残留塩素、 pH値

濁度、亜硝酸性窒素（NOrN).

アンモニア性窒素（NH3-N).

塩素イオン（Clつ．
過マンガン酸カリウム消費量（KMn04消費量〉，電気伝導度

4) 成績の判定基準

現在拠るべき判定標準は友いが、次の方式に拠ることが一応妥当たにものと認めてこれを判定基準

とした。

即ち大腸菌群の成績に重点を治くもので、大腸菌群試験に於いて同一試料にてコき、検Jk10 cc;歩、

。5本検査した場合、陽性管数が2本以下〔2（十〉～5（ー〉〕の場合は、その試料は良とし、陽性
管数が3本以上〔3（十〉～5（＋）〕の場合は、その試料は不良とするO

而してプ｛ル内4ヶ所の試料が総て良の場合は、そのプールJkの成績は可とし、不良の試料を交

える場合は、そのプール水の成績を要注意とする。

とのl祭一般細菌数の成績をその判定の参考資料とするO

i 即ち、一般細菌数が多少多くとも、大腸菌群の成績によるプール水の判定が可の場合は、一般細

菌数の成績を考慮じたい。

然し一般細菌数が各試料共比較的少く、単に1試料だけ大腸菌群の成績が3（＋）を示す場合は、

とのプ－－1レ水の成績を梢可とするO

理化学的成績は晒粉の消毒効果の当否考察に資するだけで、との｜祭の考察に於いては理化学的判

定基準は設けたいこととする。

5）試験成績の考察

t 試験を行った水泳プールは、大半都の水道水を使用するものであるが、 70例中井水のみのものが

2例、井水と水道水混用のものが1例ある。
L対照とするものの細菌的成績は 1例を除いては総で可である。叉その理化学的成績に於ては特に

指摘すべき異常を認め訟い。

考察に供ナる成績の中 NH3-Nはγ対照のものに認め友いので、成績そのものを示すが、

KMn04消費量及び濁度は、各対応する対照の成績との差を以て示してあるO

試験を行ったプール70例中、略成演の整。た 64例を上記の判定基準に照らLてみると、成績可

とするもの31例、稿、可とするもの 8例で、要注意のものはお例である。

成績可とするもの31例について、その残留塩素量及びこれに関係深い成分を示すと第1表の’ょう

である。即ち残留塩素を現場で 0.lppm以上検出する 29例中、衛研到着直後＂（約 3時間以内〉に於

いても0.lppm以上を示すものは、 25例で 0.05ppm～痕跡のものは 2例、ー全く検出したいものは
1、



:2例であるo

残り 2例（No.50・ No.68）は、現場では各痕跡～0.05' ppmを示すのみで、衛研到着後に於いて

ほ全く認めたにい。
第 1 表

プールNo. 残留；｝塩n1素〉 濁（ppm度） ~：~~ KMC~~m消〕費量(pp 

現場 衛肝

1 0.1 0.1 2,,5 。 3.46 

2, o.7 9.;z 4.6 0.012 2.so 

3 0.7 o. 5 1. 5 。 0.97 

5 0.2 o. 15 2.0 。 2.19 

12 0.2 0.2 。 1.08 

14 o. 1 o.os d. 8 0.015 1.82 

16 Q.6 0.2 1. 5 。 1,59 

.20 0.1 0.1 。 。 1.62 

23 o.2s 0.16 3.3 0.08 2.94 

30 0.7 o.7 15.0 0.26 6.08 

31 o.s 0.13 4. 3 0.05 2.83 

32 0.2 0.15 4.5 0.13 2.55 

33 0.3 0.3 0.7 。 0.46 

34 0.2 0.13 2.0 。 Q.96 

35 0.7 T 2.0 。 2.52 

37 o. 4 o.1s 4,5 。 s. 11 

38 0.25 o.2s 1. 3 0.064 0.68' 

41 0.2 。 1. 8 。 1.47 

45 o.2s 0.12 1. 0 。 o.s2 

49 0.2 0.1 2.0 。 o. 9 

50 T 。 i .o 。 o.74 

52 0.4 0.25 2.0 。 Q.88 

54 Q.3 0.28 s.s 0.6 3.48 

55 o.ss 。 3.3 。 0.64 

57 0.3 0.17 7. 0 。

59 0.4 0.2 10. 0 0.38 2.77 

60 0.1 0.1 o. 5 。 2.11 

61 0.4 o. 3 12.0 0.226 L67 

62 o.3 0.2 9.0 。 1.53 

68 0.05 。 3.5 。 0.91 

70 0.2 0.2 4.Q 。 0.38 

註 Tハ痕跡ノ意

手由、可のもの8例に0いてみると第2表に示すようである。

即ち衛研到着直後の検査に於て残留塩素量 0.1ppm以上を示すもの2例、痕跡のもの 4例、全

〈認めたいもの2例である。然しこの2例も現場検査では、各・0.1、o.05 pp1nを検出しているO
只1例（No.11）のみは現場検査で認め守、却。て衛研に送られたものに痕跡を認めているが。

第 2 表

アーfレNo. ’残留塩素 濁I〔p 度 J

NH3.:_N KMn0<1消費量
(ppm). pm) (PPrn) 〔ppm)

現場 衛研

6 0.2 T 4.5 0.04 2•47· 

11 。 T 1. 0 。 0.77 

25 0.2日 T I. 3 。 0.66 

29 0. 1 T 2.3 0.65 2.55 

36 o. 7 o. 17 0.08 3.94 

39 0.35 o. 1 4. 2 0.6 3.1<!, 

56 0.1 。 4-.S 。 1.17 

65 0.05 。 3. 5 。 0.09 
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要注意のものは第3表に示すようである。

即ちf25例中主連例は、現場検査に於ても残留塩素を全く認め伝い。

8例は現場検査に於いて 0.1～0.05 ppmを示すが、衛研到着後に於ては痕跡1例｛No.27）を

除いては残留塩素を認めない。

残り 3例中 2例は、現場検査に於いては 0.4ppm (No. 51）及び、・o.5 ppm (No. 44）を示すが、

衛研到着後のものには全く認めない。

1例（No.28）のみが、現場に於いても衛研到着直後の検査に於いても共に 0.4' ppmを示して

いるO

第 3 表

プ円ルNo.
残（留PP塩m素〉 濁 度 ~~~~~ KMn〔~p出消フ費量(ppm) 

現場 衛研

4 。 。 2.5 。 2.61 

9 。 。 0.5 。 1. 11 

10 。 0 1. 0 。 0.74 

13 0.05 。 2.2 。 1. 56 

19 。 。 5.8 0.09 2.24 

21 0.1 。 3.0 。 o. 3 

22 。 。 4.8 0.90 2. 78 

24 。 。 4.3 0.45 3.45 

26 0.1 。 2.0 0.14 2.13 

27 0.1 T 3.8 0 •. 51 2.86 

28 0.4 0.4 14.5 1. 55 11. 65 

40 。 。 2.0 0.062 0.19 

42 0.1 。 2.0 。 0.93 

43 。 。 7. 5 一 2.91 
4i4 0. 5 。 2.0 。
46 0. 1 。 0.3 。 0.3 

47 。 。 s. 0 。 0.99 

48 。 。 7.5 。 1.93 

51 0.4 。 2.0 。 3.33 

53 0.1 。 6.0 o.2s 1.55 

SB 。 。 7.5 Q.24 

6~ o.os 。 4.0 。 0.43 

64 。 。 3.5 。 0.44 

66 。 。 3. 5 。 0.99 

67 。 。 3. 5 。 0.68 

以上の結果を綜合すると残留塩素を現場で 0.1.ppm以上検出し、且つ衛研到着直後〈採酌後約：

3時間以内〉た訟 0.1 ppp1以上検出する場合は 1例（No. 28）を除いては、成績は可（93%）又

は柏、可である。

現場検査で O.lppm以上を検出し、衛研到着直後に O.05 ppm以上痕跡を示すものは 6例ある、

が、うち2例ほ可3例は給可で、要注意は'1！例（No.27）のみであ名。

現場検査で 0.1ppm以上を示し衛研到着直後全く認めないものは10例あるが、うち成績可のも t

の 2例（No.41、No.55）柏可のもの 1例（No. 56）で他の 7例は要注意である。

現場検査で＂ 0.0.5ppm～痕跡を示し衛研到着直後全く認めないものは 5例あるが、うも 2例（No・

50、No. 68）は成績可、 1例；（No. 65）は稲可で他の 2例は要注意であるO

現場でも衛研到F着後でも共に認めたいものは総て要注意であるO

・-'80 -



現場検査に於て残留塩素量を 0.4ppm(No・51）、 O.5 ppri1 (No. 44）認めて、而も要注意の2例

は衛研に於ける検査では残留塩素を全く認めないが、この残留主主素室の関係を第1表の成績と比較

するib、この2例の場合は払ら《、プ｛ルに於ける晒粉の混和が普遍的で、なか。たため民生じた現

象主思われる。

次の場合も同様i晒粉混手口の♂不均一の結果によるものであるう。即、ち現場検査で0.2ppm、0.35ppm. 

を示し衛研で全く認めないが成績可を示す No.41, No. 55，現場で O.l 11pm～0. 05ppm～痕跡

を示し衛研でほ全く認めないが、成績可を示す No.50, Nq. 68；ト稀可を示す No.56, No. 65，及

び現場では全く認めたいが、衛研に送附されたものは痕跡を示し、成積も柏可の No.11 等であ

る。

現場検査で残留塩素量を 0.}fppm認め衛研に送附された試料に痕跡を認める No.27と、現場及

び、衛研送附のものに共に 0.4ppmを示す No.28とは、要注意の成績であるが、とれば次のよう

に考えられる。

即ち、、前者の NH3-N量は 0.. 51 ppm，後者のそれほ 1.55 ppmを示し且'0L(.Mn,04消費量の

増加が、各2'.8€i PJ?m, U;. 65 ppmを示すことからみると、この場合の残留塩素は、大半ク nラミ

ンの形態で、存在するものと考えられるが、クロラミンの消毒力は過剰の NH3-Nの存在民於て、

そのカJを減歩るから、この関係で＼このよう危結果を示したものと思われる。

今残留塩素が現場及び衛研到着後の検査で痕跡以上を示す場合にοいて NH3-N量が O.lppm 

以上を示すものを一括再録すると第4表の通りであるO

即ち NH3-N量が比較的多ぐても、これに対応する残留塩素量が多いときほ、成績ほ良好であ

り、少し＇.：＼主きは、惑い結果を示す傾向がみられる。

大体 NEI3-N量が Q,.~PPU1；以下の場合は残留塩素量が 0.2ppm；以上あれば、良好友結果が期

待出来るように思われる。但しこの関係にwついては更に検討の要はある。

第 4 表

プールNo. 残留m塩〉 素 ~~~m~ （細菌判メ成漬定エ思／レ〉(pp 

現場 衛研

30 o. 70 o.7o 0.26 可

32 0.20 0.15 0.13 可

54 0.30 o •. 2s 0.60 可

59 0.40 0.20 0.38 可

61 Q.40 o.~o O. ：；？~ 可

29 0.10 痕跡 0.65 相可

39 0.35 o.w 0.60 柏可

27 o. 10 痕跡 0.51 要注意

28 o. 4.0 0.40 1. 55 要注意

完工治水泳プールの容量、入泳者数、入泳開始後の経過時間、濁度、 KMn04消費量等にσいて、

成績可の場合、柏可の場合、要注意の場合の各中央値、平均値を求めてみると、第5表のようであ

る。

この結果からみるとこれ等は、本調査の範囲内では残留峰素の消毒効果に区別じうる占う取影響

を与急てい定互いJ:ろに恩われる。
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第‘5 表

可

柏、可

要注意

プー（mル3)容量 入泳（人者〉数 三コ戸ノレ水Im3 過入時泳後間fノ時経） 濁ぐppm)度 KMn04m消〉
λ泳り者数（久〉 主費量（pp

中央値l平均値中央値｜平均値 中央値｜平均値 中央値｜平均値中央値1平均値

220 280 334 384 1~5 1•4 50 ・52 2.0 3.8 1.62 1. 98 

235 200 '560 518 2.4 2.6 49 49 3.5 3.o -1.82 l・ 85 

270 340 400 560 1.s 1.6 51 55 . 3~ 5 4. 0 1. 55 1.99 

成績ノ別

、

要約

、多数の，保健所係員の報告に基，く数値と当所で行った試験の数値とを、一応総てEしいものと認め曾

ての考察であるから、多少の誤りを犯す虞はあるが、上記の成績から大休次のことが推論出来ると？

思う。

' 1. 残留塩素をプ｛ル水中に普遍的に旦つ路一様に認め叉 NH3-N.の含量：が O.lppm以下に止

まる場合は、残留塩素量が 0.2ppm以上あれば＼そのプール水は細菌的に良好た状態が期待出

来る。

2. NH3一－N 量が比較的多い場合は残留境素量が 0.4ppmあワても消毒が充分で、ない場合があ

る。

3. 水泳プールの容量、入泳者数、入泳開始後の経過時間、 KMnO』消費量、濁度等は本調査の

範囲内では、残留塩素の消毒効果に区別しうる程度の影響を与えていない。

4. 考察に供した 64例中、柏可以上の成績のもの 39仰li(61%入要注意のもの25例（39%）で＼

本方式による消毒は本調査の条件に於いては、一応良好た結果を示す場合が多いことを示して

ν、る。

然し入泳中のプール7］＇（中の残留塩素量は不均一 4 友ものが少くたいことからみて、毎日午前、

正午の2回行う晒粉消毒が充分で友かったものも少くないことを思わせる。依ってとれについ

ての考察は追っての検討に侠ちたい。

lX 学校給食に於ける栄養摂取量及び

調理器具類の汚染状況に就いて
' ., 

生活衛生部栄養謀 手元 ヂド晶 事P込； 老

近 P 藤 光 之

酒 井 ホ委主

正 田 正 作

塚 越 ヤ 二;i:.

1.結言‘

学校給食は 1946年12月末米国政府、連合軍総司令部、 P.H.W.並にララ救済団体よりの好意に

内
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より開始され、現在都に於ける学校給食は、学校教育及び社会教育両面に亙ワて大きたE展開をみ

特に給食の栄養に関し、献立作成と指導、及び給食設備と食品衛生管理に就いては教育上、画期

的た効果を粛すことを期待されている。

殊に食物の成分、配合の合理化と学校教育並に社会性、酒養教育の万全を期する為めには、主食に

よる完全給食γ600cal以上の実施が要望されている。此の事に就ては先般G.H.Q.の絶大た援助の

もとに、 8大都市を対象とし実施をみるに至った事は、日本に於ける学童の為め幸福と感謝に堪え

た。

たい所である。

然し現在の給食費は極めて低額で月額 130～200円、一食当担 4～7円〈燃料費を含む〉で献立

し、給食では副食物の質的及量的に就いてtも殆んど考慮を払われ難い状態にあるのに鑑み、現在行

われている給食は、適当た栄養が補給されているか、その内容を正確に把握して完全給食推進の資

完全給食による 1人当りの給食量

量｜カ

第1表
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Jレを基準にして学校周辺の環境を考慮に入れ 14校に就いて冷3 日間読~した。
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第 2表 1.学校給食の1食嬬取栄養素量 (3日平均〉 （括弧内は算出値〉
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2. 試験成績

(A) 1食揖取栄養素量に於て蛋白質100に対する動物性蛋白質の比率は4ff;2%、カルシウム

と燐の比率は 1:1.4であるO

又分析値と算出：｛直の差違は分析債の方がイ可jもも犬で、あそユた。

学校周辺の環境による差違ほ熱量に於て工場筒が最も低ぐ、次に農、漁業街地区で、住宅街と繁

努4図表各環境地区別ω学童←－食海文蚤台質量
華街との差は顕著で危い。（第

! 50 1. 2表参照〉

! 40 
代

! 30 、ノ＼ ~ 地＼
1, <" 

ノレ－r¥
／ ＼ ｜／ ト＼〆／〆／

蛋白質の差違は著しく友い

が、工場筒は最も低い。
20• 

『干

ii /O 

多 量枚霊荷,. "' .::l 

；？：！＂＇戸

r ~言 φ 薬Z ·1~. 1 t-i Zゑ

脂肪に於ては農、漁業街地

区が最も低く、次に工場街、住

宅街、繁華街の順位であるO

（第3,4表参照〉

(B) 調理器具類の汚染率及び、調理室に於ける室中落下細菌数

学校周辺の環境から調理器具類aの汚染率を考察する“と工場街が最高で、農、漁業街、住宅街、繁

華街の順位である。その平均汚染率は35.4：%である。ぐ第5,6,7表参照〉

調理室に於ける昼中落下細菌数はカマdF"の土が主1'7'で最も多く、全平均は 8.5で特に著しい繁華

第 5表学校給食の調理室に於ける調理器具類の汚染率

I l鞭周辺［ l庖｜時；1;1叶門下？？
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ノ、。
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シ
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！第四小学長｜ I A M. J.l I + I + I一一1--1-1-1--1
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n/; tU~~ 学長｜繁華街地区 IA：はも山I+I+ 1-1-1ー1-1-1-1-1-1
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街のD校を除いた平均は 65である。

3.要、約

以上の成績を要約すると次の如くである。

(1）栄養撮取量は国民食糧及び栄養対策審議会発表の数値と比較検討するに、熱量、蛋白質、脂

肪、無機塩類中鉄は略々近い数値を示しでいるが、 tカルシウム及び、ピグミン類はイ可れも不足であ

る。

栄養素中特に不足しているものはカルシウム、ピグミン B-1、ピグミシ B2である。

(2）各栄養素の掃取量及び質は工場街、農、漁業街が比較的不良であるO

(3）給食パンは概ね基準量に

近いが、脂肪及び食塩は不足 90寄ら図表調Jr恭具組の汚設キ（大病菌君手）
している。

(4）調理器具類の汚染率は千

’均35.4%で、工場街が最も

不良で、次いで農、漁業得で

ある。

δ。
70 
60 

ja 

40 

30 

20 

/0 
。

／、
／＼ 

メ

-

/¥ 
』ーー－
＼ ｜／＼ 
＼ 〆、、、
下、、 メ ＼／ 

／ 
(5）調理室に於ける空中落下

細菌数はカマドの上が最も多

く、特に高いD校を考慮外に

置くと 65である。

芝草 7ゴ定耗姐詞主主主P耳Jマえ寅Eリミ7デカW 約子 ミ家なア Jミ7レげp伊y をヲ$ミ7る企7 Y挟./ マ

(6）栄養揖取量と衛生状態は略々平行する様に考えられるO

(;7）：専任栄養士の在勤する学校は、他校に比して栄養的に量及び、質並に衛生状態も良好である Bと

思考される。

第7図表各環淀波野1]1；：ょ。掛か調理忍具類汚禁東大勝麓群）
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都内小学校学童の食品目蓄好調査と鯨肉に就て

新

酒

波

生活衛生部 Y 栄養課

I 

同』

緒 言

数育庁後援の許に学佼周辺の環境を考慮し、学校給食に於ける学童の栄養擬取状況調査を行って

1. 

いるが、それと同時に学童の噌好調査も併せ行っている。

’従来学校給食のもつプミきた使命のーは日本人の持っている食生活の訣陥、即ち食習慣の是正にあ

ることは云う迄もたい。

又小さい時から良い習慣を身につけ一生を通じて健全で、［市も合理的危食生活の出来る様に教育ず

ることは最も望ましい所である。

殊に低廉な給食費hで副食物の質と量に就いても考慮し、給食を完全に遂行する為めには、先づ学

童の食べ物に対する噌好を調査する必要がある見地から、学校当局協力、のもとに予め食品名を記λ
せる調査用紙を配布し！、嫌た物にO印を附する方法で集録した。 （第1表参照〉

晴好調査を行える小学校t第 1表

数童
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晴好調査成績

l 金調益学童の男女別による嫌なものの率を、みるに、動物性食品に於ては、男生徒は煮干（Hi.1~入
ミルク（13.8%）、ウナギ Cl?・4%)' ...鯨肉（9.2；？~）、味噌（7.ljr;）等である。

叉女生徒はミルグ（19.1.？~）、ウナギ（18.7%）、煮干（18.4%）、鯨肉（13.6.?0）、豚肉（9.4.?0）、

- 87ー
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牛肉（8.7J0）等である。

更に植物性食品の主たにものを列挙すると、男生徒は入参（25.2%－）、玉葱（24-.0:94） 、大根（23~0%）、

葱 (16.6J0）、カプ（12.9;10）、牛芽（11.2)'0）、豆もやし（9.5%）、茄子（8.5J0）、蓮根（7.2%）、

若布（7.0%）、スイトン（：1;7'.4J0）等が主たるものである。

次に女生徒は人参（28.2%）、玉葱（27.8;10）、大根（23.7J0）、葱（19.3J0）、カプ（14.7%）、

牛募（11.OJ0）、豆もやし（9.9J0）、茄子（7.5%）、蓮根（7.4;10）、スイトン（20.8J0）、ウドン

(8 .. 1%）等が主庁、ものである。〈第 1.2. 3,表参照〉
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第 3表 者f~内の主たる小学校に於げる食物の晴好許可査表

〈植物性〉 （蛾ひなもの%）

；食品名｜男人員及び%｜女人員及び%＇~計人員弘！食品名 l男人員及び%｜女大員及び%j ！］；計人員弘

fにrんじ泊）！
人 人白 人 人 人 人

3,769 25.'.2 4,224 28.2 7,993 53.4 き・つまいも 482 3.2 409 2.8 901 6.0 

たまねぎ 3, 603 24.0 4, 140 27.8 7,743 51.8 きうり 467 3.2 351 2.3 818 5.号

だいこ 3，ヰ3ケ 23.0 3,543 23.7 6,980 46.'l トマト 760 5.1 702 4.7 1, 462 9.$ 

！ながねぎ 2,!486 16.6 2,893 19.3 5,379 35.9 ？工 し 153 1. 0 178 '1.2 331 2.2 

iか ぷ 1,925 12. 9 2,200 14,7 4, 125 27.6 みかん 166 1. 1 114 0.8 280 1. 9 

！ごぼう 1, 681 11. 2 1,640 11.'0 3,321 22.2 りんご 231 1. 5 '.2'.37 1. 6 468 3.1 

立もやし l, !424 9.5 l，性76 tf.9 2,900 19.4 こんぷ 938 6.'7 1, coo 7. 1 1, 938 'i3.8 

な す 1,272 8.5 1, 128 7.5 2,400 16.0 わかめ 983 7.0 963 6.8 1, 946 13.8 

は す I, 079 7.2 I, 109 '7.4 2,181 14.6 すい主ん 2,605 17.4 3,033 20.3 5,638 37.7 

キャベツ 1 796 5.4 859 5.7 1, 65.5 11.1 うどん 1, 038 6.9 1,208 8.1 2,246 TS.Ci 

769 5. 1 809 . 5.4 1,578 10.s そ ぼ 686 4.6 900 6.0 1,586 10.6 

811 5.4 700 l4.干71,511 10.1 p、。 ジ 428 2.8 '53-7 3.6 965 6.4 

アr6 4.9 712 4.8 1,428 ち 258 1. 7 308 2.1 ss6 3.'8 

600 4.0 565 3.8 1;165 7.8 

調査学童数 14,957人 （こんぷ、わかめは調査人員 14, 060入〉

これ等の食品の調理を学童が好かない理由のーに偏食、食はマド、嫌の者が多数を占めていることは

見遁し難い傾向であるO

更に畜肉中、豚、牛、’鯨肉の三者につき学校の環境：地区別にみるに鯨肉ω嫌f工学童即も女子は森
林学園（私立校〉の 38.14%、久松校〈中央区） 22.28%、戸山校〈新宿区） 19. 96~-b、八雲校（目

黒区） 18.72%、昭和校（中央区）17.06%、結華校ぐ台東区）F.1%、大島第一（江東区） 13.49 

%、杉並第四’（杉並区） 12.12%、豊川校（北区） 11.ち＇5%、豊玉校〈練馬区） 11.09%、栗原校（足

立） 1c.22%等が主である。

男子は森村学園〈私立校） 17.何%、教育大附小（官立校） 15.42%、大泉校〈練馬区） 14.16%、

久松校（中央区） 13.73J0、戸山校（新宿区） 12. 04,?0、精華校〈台東区） n. 39J0、八雲校〈目黒

区） 10.92%等である。

又畜肉類〈牛、版、鯨〉の嫌~－率が略接近している学校、男子では真砂校（文京区〉、豊］｛／校〈北

区〉、栗原校（足立区〉、石r1r1井校 C練馬区〉、羽田校〈大田区〉、大塚聾校（特殊校〉。女子は真砂

校（文京区〉、墜玉校〈練馬区〉、石神井校〈練馬区〉、羽田校〈大田区〉等である。

而も男女の合計で鯨肉は森林学園が最も嫌で次に久松、戸山、八雲校等である。

又真砂、豊玉、石神井、羽田校は低率で余り嫌はれてはいない。（第 4.5. 6表参照〉
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第 4表 都内小学校に於ける肉類（豚、牛，鯨肉〉の晴好調査表

( 

〈嫌た学童%）

問｛ 肉 ’牛 肉 目立 肉J

学校名及所在地 性別 i合計（%〉 % ｜合計〈%〉 i合計（%〉
‘ 

% % 

． 
‘ 

－件f_:日百 和 ／］、 校
女男

7.74 
21.36 

7.27 
19. 95 

9.13 
26.19 

（中 央 区ヨ 13.62 12.68 17. 06 
( 

久 松
央 区学〕

校 女男
7. 51 

21. 07 
5.61 

15.88 
13.73 

36.01 
〈中 13.56 10.21 22.28 

精
〔華台 東

学 校 女男
6.67 6.02 11. 39 

区〉 11.25 17.93 11. 26 
17. 28 

17. 01 
28.40 

真
（砂文 小京 寸区件』¥ 校 女男

6.19 
,14.82 

4.61 
13.05 

5.99 
14.62 

8.63 8.44 8.63 

豊 Jll 11、
－ －区廷r与〉 投 男 5.50 

15.74 s.so 17.02 
6.36 18.21 

（北 女 lQ.24 11. 52 11. 85 

大 島ぐ江第東一小区学〉 校 女男
5.27 

15.27 
1. 04 

10.23 
6.97 20.46 

10. 00 9. 19 13.49 

Fi 山 刈、 学 校 男 5.91 
18. 17 

4 •. 57 
15.83 

12~ 04 32.00 
（新 宿 区〉 女 12.26 14.26 19.96 

，，、 雲 －区再-t) 校 女男
s. 15 

・15.17
3.65 

11. 44 
10.92 29.64 

（目 果 10.02 7. 79 18. 72 
. 
4.08 杉並第四小学校 男 5.24 

14.45 12.51 
6.79 18.91 C杉 並 区〉 女 9.21 8.43 12. 12 

栗
（原足 －区戸t) 校 女男 6.64 

9. 71 
6~641 ii. 75 6.30 

16.52 
立 3.07 s. 11 10.22 

豊、 玉 学 校
女男

7.46 
18.00 S.64 

18.36 
7.09 18.18 

（練 馬 区〉 10.45 12.72 11.09 
、

大泉（第二小学〉． 校 女男
8.16 

15.45 
11. 16 

26.18 
14.16 

23.17 練 F馬区 7~29 15.02 9,01 。
石 事（練fl 井馬小区！学） 校 女男

4.95 
9.98 s~· ；： 12.00 

6.26 
13. 15 

5.03 6. 6.89 

豊、
（渓練 学区〉

校
女男

s .. 36 
22.41 8.34 

24.38 
4.06 

20.11 
馬 14.05 16.04 16.05 

羽 回 小
学区〉
校
女男

6.14 
14. 73 5.36 

12. 11 
6.14 

14~0H 
（大 国 8.59 6.75 7. 87 

森’ ：付（港学区1 私園立（初校等〉 科〉 女男
4.80 

15.47 
4~47 

12.27 
17.86 

56.00 
10.67 8.80 88.14 , 

大 （豊塚島区都聾立特殊学校〉 校

、

女男
4.20 

8-40 
1. 65 

4.20 
2.51 

10.92 4.20 2.52 8.41 

i 敬育京大学特殊附校属（小〕 男 6;47 
lJ.48 •A.62 9.81 

15.42 
25.38 

（文区 ） ‘女 7~ 01 s:19 9.96 

ぷ‘
9.06 

18 校平 t句 （%〉
6.24 

15.63 
s.33 14.68 23.44 

9.39 14. 38 -
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務5表 若手内 J）＼母校l於tt~ ）持類（琢再鯨）崎務調査表
（嫌な品のに就T%) 
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3. 学童の噌好調査と考察

一食僅か 4～マ円〈！燃料費を合内む）・の給食費で副食物の質と量t:を考慮じ献立作成することは殆

んど不可能の事で到底完全給食ほ望まれたい。

栄養上食物の効果を充分努・揮ぜしめる為めには調理め工夫が最も根本問題である。

調理泊先づ、学童の要求と給食とがピツグリ一致した時が晴女子を満足させる。その中でも色具合、

香り、形態、温度、苦触り等である。

叉学童の好きた物を毎回給食するととは給食費不足は勿論のこと、栄養上しめ補給は充分でたい。

而して学童の食慾が栄養を指導するものでたければ、本能が栄養の通切た配合左知る筈：；はあり得た

ν•o 

殊に都会の学霊は消化のよい良質のー動物性蛋白質が不足勝であるR・VZ:.鑑み、先づ蛋：白質 1g当り

の価格を調査したるに鮫、烏賊を除いては鯨肉が最も安価で、ある。ど第17.8表参照〉

第 7表 畜肉及鯨類の各部位に於ける蛋白質 Jg当りの価格（1)

食 口口口 名 1 100匁当りの価格 I合10有g量中の益白質 j蛋の色価白格質問り 1.備 来';;J 

牛 肉 ロ ー ス .220同 20.1 ：~ ~：~銭,, 廃棄：量 0%

" 
法並；ζ上ド ま ぎ ：れ肉向肉内

180 20. 1 
.,, 

’II tsow ·~O. ・l " 1'9.9" ’II ,, 130ψ 19.2 ,,, 181 fl " fl 110 'II t9. 2 if! 153" " II 電子 宮 11011 19. 2 .,, 153 fl fl 

豚 肉 ロ ｛ ス 18011 21.・4 " ’124" :" 
II 

i並伊 内れ肉 170" 21.4 ,, .21s" // 

fl 160ρ ・J.'4. 'l II 308" 'II 

" こまぎ 140" 14. 1 " 269" " 
鶏 肉 上

肉肉
180 // 21. 0 ,, 230 fl fl 

fl 中 170 ,, 21. 0 " 218" II 

" も つ 140" 17. 6 " 215" " 
家 兎 肉 ι80" 23. 4 fl 212" fl 

長 長香？寄bっ須須須須香鯨しL鯨鯨鯨 赤H 肉

40－＇、＂45" 2$. 27 II -・5271 『F

抹抹長ν白、 す尾’fl の 子羽

211. 60'" '56'" II 

" 24.19 fl :soグ fl 

40～45" 28.95" 41 fl " fl 28.17" 4211 " 40～45 fl 21. 77か 55" " 
長＂ II 22.00 fl .55" // 

It、 II " 21.80" 5511 fl 

長 須 鯨尾 の 身 lOb ff 18.6屯fl 14311 fl 

ν、 わ し " " 13. 68" 1'95" " 抹 香 " fl :23.25"" 114"" " 
長
わ須’ :t, 鯨

九肝 T臓 t20 II ~~f ・’60" ・34" ／／ 

抹It、
,, 

.50" 25 II 
.,, 

香 11 " :20. 7511 .:26" ’II 

長 須 ：鯨 舌 4b JI ;9.・20＇汐 116" II 

U、 わ 、香し
,, ”II 7.4.s'" 1・4311 

.,, 
抹 II " 45. 23 II '24" " 
長白 長須須鯨 小" 

，腸 '10 fl 13.-88 fl 20" II 

'fl 16. 58 fl 1611 fl 

抹白 長須香鯨 P大 腸
·~10 ：『F 14.~20" 18ぜF 'fl 

II 15.'68 II 17'" よfl

（日本食品標準成分表による〉 昭和 27.2. 1調査
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0
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第 8表 魚介類及農産加工品に於ける蛋白質lg当りの価格（2)

食 口口口 名』 ¥ 100＇.＇.＆当りの価格 I;1合00有g量中の蛋白質I蛋の価自格費lg当り ｜｜ 備 考

鱈 40同 14.6g ,.210銭 廃棄量6f?%
鰭 45 // 18. Q // 1,21 fl 46" 

＼／、 わ し 25" 17.0" .52" 40 // 

カ当 れ U、 70 // 22. 0" 152,, 45 // 

号、開園 め 35,, 24. 8" 主7fl 011 

＼／、 か 10 // 17.0" 18" 15" 

鮪 100 // 23. 0 II 116 ,, 

鯉 75 // 23.6,, 105" 2011 

あ じ もて） ,, 17. 5 " 96" 2011 

よ、 な 70,, 16. 8 // 120" 20" 

ど じ よ う 180 II 18・ 8 II 5.1生η 50グ

塩 鮭 17011 23, 2 II 195 II 

か ま ほ、
」Fー 80 // 20.9 If 102 II 

ち わ 40 ,, 
16 • .1 " 66" 

~J: ん ，、。、 ん 40か 7.5か 143" 

す じ 25 // 10 .. 0 ,,, 67" 

！色、 宅T 90" io. o /Ii 2准O" 

蛤 （是r き み〉 60 II 10-i O" 160" 

あさりi ぐからつきら） 12 // 10~ QI! 2る6,,,. 殻 88% 

J_, ~－み Cからつき） 10 11 16.0" 23Bll II 93% 

大 .R 45 // 34.,3/1 32 ,,, 

白 U戸 ん げ ん 65 II 19:-6'11 88 If' 

豆 60 II 20.911 76" 

き な ；降 60グ 35.9汐 44 ，，’ 

書自 .R 20 // 16.5"1' 3211’ 

玉1 腐 20 II 5• 911~ 90,, 

i東 旦 腐 250 II 38d" 1ゲ5"

j由 t長J 75 II 15・ 111 132 // 

鶏 卵 80 fl 12よ7.11 188 II 殻 ll% 

う ず、 ら J}fl 100" 13~.1:'1 227" 殻 10% 

丸 千 鰯 50 // 18i 2" 73// 

干 鱈 80" 50.9か 41 ,, 

煮 千 90 II 67.J'" 35が

す る め 45 ll 69」511・ 18 ,,, 

白 味 H曾 100 II 11.l'll 24011 

イi.IJ 」仁品l、 味 日曾 30 II 12~ 4ι砂 64'1 

回 合 鴎 噌 18'' 13；‘ 711 3511 

（分析及び廃棄量は日本食品：標準成績表による1 （昭和 27年 2月 1口調〉

仇て蛋白質の給源、として鯨肉の利用に興味をもっ理由のーは他の畜肉に斡ぺて蕊静的民廉価で湯

り、量的に豊富で鮮度は極めて良好、殊院発育雄りの学童’陀必要法蛋：白質、郎、ち不可猷ア＂~.·／酸中

リジン態ー N の合脊霊の多いζ とも他民遜色がおC、毎食適：当1陪含有する様院：献立体戒す·~のが有

利？でaある。

品jj.も献立にl祭し僅由通の注意、？でv 安価で栄養路管んだ給食が出来るか（第 g~ lか表参照立；

~ 9:a -



第 9表 日本人の〈性別、年齢別による〉リジン態窒素必要量（g〕

年 －齢 7.JIJ 男 女、

1 戸、，， 3オ 0.2 0.2 
,, 

4 ,,...., 6 0.3 0. 3 

7 ,._, 9 0.4 0.4 

10 -11 0.5 0.5 
い 、L ' 

12 0.6 '0.6 

13 0.7 0.7 
' 
14 o.7 0.8 
、日

15 υ.7 0.8 
、

16 0.9 0.8 

' 17 -56 1. 0 0.9 

i 57 オ以上 LO 0.9 

一人当一日量

第 10表 畜肉、魚介類及び、その加工品のリジン態 N含有量

種 リジン態 N量（g) 種 l名 リジン態N 量（g)

煮 乾 li、 わ し 1.770 あき り （ムキミ〉 0.146 

ア
、、、 f田｝ 煮 0.'169 赤 貝 0.119 

ν、 わ し 0.'412 か き o. 128 

き 1母 o. '501 は、 カ〉 貝 o. 193 

鮭 缶 ' 主言己古,_ 0.592 は ま iり 0.158 
・γ 缶詰魚里 0.311 さ S:' スー 0.326 

う ？ま ぎ 0.269. 牛 肉 0.294 

さ ぼ 0.'372 鶏 肉 0.328 

tr:. つ お Q.580 豚、 肉 o. 311 

ま ろ 0.463 牛 肝 臓 0.264 

あ じ 0.378 鯨、 赤 内 0.331 

ぷ り 0.418 " 白 味 0.078 

た ち 0.337 馬 肉 0.276 

む －つ 0.'573 兎 肉 0.355 

て〉 ら
、
め 0.321 鶏 ,9f] 0.169 

生千 li、 わ し 0.'301 牛‘ 言し 0.048 

え び 0.'228 ナ、 ー ズ 0.228 

iJ:> tこ 0.'273 練、 事し 0.130 

す る め 0.’829 

リジシ態 N量は！OOg中のもの

例へは、小麦粉もスイトンでは全学童の 37.7%が嫌っているが、之をパンやウドン共他に加工調

理すると犬に歓迎される。

又大豆も煮豆KL1とのみでは好かれたいが、黄粉、豆腐、泊揚等に加工すると頗る愛好されるo

－従・って鯨内も単組た煮込では臭が鼻にうくと称し嫌はれるがミ之を欧風向料理のパグ鏡、衣揚、

唐揚、カツレツ、ステ｛キ、ジユクセール等。和風料理の時雨煮、照焼、味噌焼、桜焼、五目向野

焼、大和煮等。中華料理の八宝茶、古老肉、肉団子等に種々献立を工夫し、新機軸を傾注すると大

- 94ー



に歓迎をうけ噌好される。今

4，結語

要するに学校給食の合理的運営によてコて、食事訓練の結果、調理器具類の清潔、食事作法、偏食

の矯正、食生活の改善により栄養智識の換起を促す役割を果すことほ云う迄もたに’い。

のて学校関係者が学校給食の致育的価値を、真実に理解し美的危環境を常に与えてやる様に指導

し、而も学童が喜んで満足する様危食習慣即ち献立作成の適切な措置をとり、栄養の智識に就いて

理解を深めることが望ましい。

_I[ 昭和 26年度に発生した中毒の二 e 三に就て

’b 
食品獣医部食品課松 井 多

松本 茂

遠藤英美

昭和 26年度に発生した中毒事件は例年に比べて少い方であοた。都公衆衛生課の調べに拠ると

1中毒件数 75件、中毒者総数1,516人、中死亡者 8名で＼死者の中 7名までは酒類に依るメチル

77レコールの中毒であった。終戦以来7年今た告メチルアルコールの中毒事件が跡tr:断たたいこと

Fは誠に残念なことである。この 75件の内特異訟中毒例と思われるものをひるって述べて見る。

〈その 1)

D.D.T.による自家製パンの中毒

昭和 26年 8月 2日淀橋保健所から自家製パンに依る中毒が報告され検体が送付されて来た0

1新宿区百人町 4の 450戸山アノミート00号玉O祥020才会社員他3名が夕食にパンを焼いて食

べたととろ 15分～45分後に悪心、腹痛、肢量、胃痛、頑痛を起したと云うのである。検体とじで

は少量の小麦粉と昭和 25年 11月北多摩郡砂川村の配給所で購入したと称ナるベーキングパウダ

ー A.B残品約 200gであった。

' 0試験経過

検体中ベーキングパウダーと称するものは広口のガラス壌に容れられた白色粉末で臭気を検べた

ところ D.D.T.（叉は Diphenyl-amine）様の臭気を有するので不審に思い、これをアルコ，...；＿lレ及び、エ

ーテルに溶解したところ全く澄明に溶けた。そこで直ちにアルコールから再結品し融点を検べたと

ころ D.D.T.と一致し、更に D.D.T.と混和して融点を測定し確認することが出来た。た治D.D.

'T.の各反応を検べたところ、それが夫雑物の殆んどたい D.D. T.そのものであるととを知。た。

抵む叉中毒残品のパンがたかづたので＼それからの定住定量は実施し得友かοた。

〈その2)

秋刀魚の味淋干による中毒

昭和 26年 10月 14日午後 7時頃杉並保健所より杉並区四の宮町 181教育住宅管理人佐藤O

雄他 35名が秋刀魚の味淋干により中毒を起した旨報告があワた。杉並保健所食品衛生監視員佐藤

.. i氏の調査に拠ると、荻窪2の 111行商人多々野刻孝より購入した秋刀魚の味淋二子を前記佐藤O雄



他 35名が焼いて食べたととる食後30分～1時間で悪心、頭痛、肢量を起Lた。前記行商八ほ築地

魚市場々内市場〈屋号不詳〉で14日朝前記秋刀魚の味淋千を 800匁買い、同一品を杉並及び、深川方

面陀販売Lたとのと左であった。其後同様の中毒者が同16日目黒保健所管内3名、同王子保健所管

内551名、同工9日中央保健所管内25名、麹町保健所管内：29名、同24日板橋保健所管内 3名、同

25；白木所保健所管内2名、同神田保健所a管内1名と次ョ々に発生して来た。中毒症状の大要は，都公

衆衛生課の調査に拠ると次の通りである。

1) 発病までの時間、食後 20～120分

2) 全身発赤、皮膚に熱感を覚えるが掻痔感は危い。特に露出部に発赤が甚だしい0

3) 発熱は認められるほJ:_＇のものは在いが若干の者は 37.0°C～37.5°C 

4) 軽微の頭痛を訴えるものが多い。

,5) 病状は 4～12時間で合くなる。 宅島

1主治本味淋干の原産地は千葉県銚子、茨城県磯浜、福島県小名浜等であるとのことであった。

検体に就いて調べて見ると外観は光沢もあり、一見新鮮に見えるが肉質部は既に相当鮮度が低下

しているようzに思われた。元来味淋予と云うものは、味淋ニFと去。ても味淋ほ用いす字、砂糖、醤油；

塩等の混液を使用するもので、2～3日天日で乾燥したものである。
以下当所で受理した検体の処理に'0¥f平で述べて見る。

0試験経過

1）外観

光沢あり新鮮なもののように見えるが、乾燥不十分で、、肉質部ほ鮮度低下が認められるa

2｛）臭味

異臭は認めらgrしたいが、白味賞試験で恰舌頭を刺戟する所謂俗語のピリを認’め，る。

3) p立

本品。 pH は fy.Ieth¥1red及て事、 Jod::phenol. qlu:e試験紙K占り大体 5.6である0

4) ェーベル反応（簡易腐敗度試験〉

エ｛ベルの塩酸により白煙を認める0

5) 枇素及~、有害性金属

常法Yζ従い試験~·行う、に不検出＇0-

6）棚酸

検体を細切し、 Na~CO:i を如えてT1し tカリ熔融を行いu、灰化して緑焔反応を符うに陰性0

7) ホルマリ；~及び、メタノ日 Jレ

不検出〈食品衛生試験法院拠る〉

8) エチレングリコール

検休を細切し、純アルコールで、温浸を数l回行い、 i慮過後i慮液を水浴上でアルヨ，：，，，.，7レを蒸発させ、

日0ρ～120°cの乾燥器中fで乾燥し、とれを更院純アルコH ルで数回冷浸じ、強退後、古硝を加dとで
暫時放置し勝7J~乾燥じた後漉過し、濃液の，71レゴh ル分を蒸発させ、との残主主を無水？セドユバで 3，回

抽出L、抽出液を芭摘で脱水乾燥後鴻過し、プセドンを蒸発させ、更にアセトνエーテル混液ぐl:・l)

_,. 96→， 



で 3回抽出し、溶媒を留去後これを小試験管にとり、 2%HNOa2cιを加え、小火焔で40＇；時150秒煮

i沸し、冷後 NaAC 液を加えて酢酸酸性とし、 p~nitro phenylhydrazine飽和水液 O.5ccを如実L水

浴中で暫時加熱し室温で一昼夜放置しても glyoxalの hydrazoneの校赤色針状結晶を認め訟いb

9) Biogene amin 

以上の項目に就いての試験結果は陰性であったので、本中毒の原因は蛋白質の分解生成物に（拠る

のではた丈いかという見解の：fに Biogeneamine－の検索：を行ぢ ζ 、ととした。

笑験 1． 

秋刀魚味淋千 4匹半 C約350g）を紬切し、更に少量の 80タ~ alcoholを加；えJ揺砕機i定守

状とし、とれを 10タ~HCI で、 PH=5.4 .~乙調製し（標示薬怯 Jod. phenol ・blue及び、 Methylred）、

80タ~ alcohol 3 1喜容をカ日えて二J誌夜間時々 振、盈し1主がら室温で冷浸し、 i慮過後i慮液を 20同...，40°cで

減庄濃縮を行いシロップ状とし、とれに Etherを加えて2回脱脂Lた後、 ζれを更に abs.. A:kohol 

IOOcc宛で 3回冷浸し、浸液を鴻過後 20～40°Cで、減圧濃縮を行い、乙の操作を4固定復し、動

、物実験を併用して毒物を追及した結果は次のようである。

浸液
↓20～40°Cで減圧濃縮
エキス分I＜動物実験十〉
I PH=5.4HP酸性
↓ ~bs,..altahol 3回演出

秋万魚味淋干ぐ350g)
I pn = 5;・4HC1酸性
目立仰it~ho1 ··~昼夜冷浸

J 
残、誼'l
（動物実験－）

山
脇
）

制
？
＋
出
一

回
験
浸
一

減
慎
回
一

否
鴨
3
一

拍
抑
’
一

r
f
k
－－－－－一

℃

zh一

mwEα
一

～
分
叫
一

波
却
ス
仕
一

↓

↓

キ

d
一

浸
エ
↓
一

残溢E
（動物実験ー〉

浸液
↓ 20～40~C で減圧濃縮
エキス分目（動物実験十〉
↓abs-alcohol 3凶浸出

残波目
（動物実験ー〉

浸 n主
↓20～40°Cで減圧濃縮
エキス分V
C動物実験ー〕

エキス分Eρ性質

赤褐色シロップ状、吸湿性大、 Trimethylamine臭及び魚、臭あり、味低音頭を刺戟する幾d骨I甘味

浸液
↓.20～40°Cで減圧濃縮
エキヌ分JVc動物実験せずつ
↓abs-alcohol 3回浸出

、B，J験
W
実

↓
法
物
残
動ffLミ

残 法V
（動物実験ー）

ある味覚をもっ。

動物実験

本品の水溶液〈約 5;% PH= 5. 8) O. 5ccを 20～25gのマウス5匹に経日J投与すると、投与後5

分で、後肢麻痔、呼吸動作激しくたれ 10 分後急激主主J庭撃を伴い 5~共に死ぬ。制見すると肺K入

。た証なく、肝及び、腎に出血斑を認めた。

又本水液 0.5ccを 350gのモルモツトに腹腔内注射すると 15分後より後腕麻痔＇＂＇ iYヤツタリ様

主主撃を伴い暫らくして急激た痘撃を起し死亡する。剖見すると肺、肝、腎に出岨斑を認めるb
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化学試験

燐モリプデν酸反応

ピユ｛レツト反応

スルホサリチル酸反応

F 残澄Iの性質ー

十

＋ 

十

本水浸液（5%)leeを＂：＇＜＇ i',jス 20～25g.3 izgに経口投与し℃も毒性がない。

エキス分Eの性質

掲黄色糊状、吸湿性大＂ Trimethylamine臭及び、魚臭を有し、味は舌頭を刺戟し、幾分甘味をも

。。 abs.alcohol・ に溶け、水を加えると混濁LpH=5.6とたる。

動物実験

5% 7］（液 O.5eeを 20～25gの？マウス 3izgに経口投与すると、 5分後後肢麻痔及び、呼吸動作激し

くたり活動性を訣くが、 3時間後3izg共快復する。

残澄Eの性質

褐黄色トリモチ様、幾分Trimethylamine臭あり、 PH=3.2、水に可溶で黄補色と怠る。アルコ，

H ルに不溶。

動物実験

5%水液 leeを 20‘～25gのマウズに窓口投与し；ても異常を認めたい。

化学試験

燐モリプデン酸反応

ピユーレツト反応

スルホサリチル酸反応

エキス分Eの性質

＋ 

＋ 

椅黄色粉末、吸湿性大、 Trimethylamine臭及び魚臭を有し、舌頭を刺戟し、幾分の甘味があり、

純アルコールに美黄色透明に溶解し、水に混濁して PH=5.6を呈する。

動物実験
＆今、、

310g及び 350gのモルモツトにつき本水浸（5%)0.5ecを腹腔内注射すると、 20.分後より後肢

麻痔及びシャツクリ様痘撃を起し、後全身急激た皇室撃後死亡する。剖見すると肺（全体〉、肝、腎

（一部〉に出血斑を認める。

残透目の性質

残澄Eに比べて著しく減少し、白色袈状をたし、水に無色に溶け酸性を呈する。

動物実験の結果は毒性を認め泣い。

燐モリプデ、ン酸反応

ビューレツト反応

スルホサリチル酸反応

エキス分IVの性質

一
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褐黄色粉末、アルコールに美黄色‘

残透IVの性質

淡掲色、水に褐色透明に溶け酸性を呈する。

動物実験では毒性を示さない。（5%1.ccモル号ツト腹腔内注射〉。

化学試験

燐モリフ守デ、ン酸反応

ピユーレツト反応

スルホサリチル酸反応

エキス分Vの性質
褐黄色粉末、吸湿性大、 Trimethylamine臭及ひ、魚臭有り、味は甘味を有し、舌頭を刺戟する。

十

，.、・

味覚は消失する。

アルコール、水に赤褐色透明に溶けpH=3.8とえにる。

動物実験

360gモルモツトに本品 1%ヱJ（液 leeを腹腔内注射しても毒性を示さや、マウス 20～25gに木

液をlee経口投与しても異常を認め危い。

化学試験を行い Amine様物質の試験を行。たところ下記のようであづた。

燐ウオルブラム酸反応

Hモリプデ、ン酸反応

Trichlor酢酸

スルホサリチル酸

ビューレツト反応

ウオルフラム酸

＋

＋

士

昇宋流澱反応

士

＋ 

ドラグンドルフ反応（ヨウ化カリウム蒼鉛溶液〉、 血赤色裂状沈澱

A
0
 

9
d
 

E
 
P
 。

るめ認を濁混ふμる

応

あ

で

ほ

溶

ウ

易

に

ド

色

カ

応

応

褐

ド

応

反

応

反

K

－

反

酸

反

澱

質

水

ヨ

酸

ン

澱

沈

性

－

ン

但

‘

泌

金

の

色

ド

リ

ロ

金

白

V
黄

｛

ク

ク

化

化

澄

褐

一

ヨ

ピ

ピ

塩

塩

残

淡

十周

＋ 

土

＋ 

動物実験モルモツト（325g）に 1%7.k液 leeを腹腔内注射しでも毒性を認めたにい。

燐モリプデ、ン酸反応 牛

ピユーレツト反応

スルホサリチル酸反応 ー

上記試験法に於て、ヱキス分Vで毒性が消失してしまうたので、 abs・alcohol反覆拍出法を止め、第

一回の実験を打ち切り、本中毒が蛋白質腐敗生成物に起因するらしい予想の下に、共立薬科夫学服

-99ー



部安蔵学長、千葉大学腐敗研究所宮木高明教授等専門家の助力を者J願いすると共に、その検索を以

下のように行うとととした。

実験そのE

昭和 18年、秋葉、服部両氏。浜名湖舘蜘及びカキ集団中毒のJ祭：の.Biogen-e amine検索に関す

る報告文中より abs.alcohol-abs. methanolによる交互抽出法により本毒の検索を行ってみたとζ ろ

下記のようである。

秋万魚味淋干（400g)

｜約倍量的0%alcoholを加え糊械で30分浸出

浸液 残法 i
J,20相 40°Cで減庄濃縮Lalcohol分を蒸発
水 .I 'i液毒性＋
t20～40。Cで減圧濃縮
エキス分lDR ......・1・桂色↓

毒性 ＋－ 
(20~'6g~ 
↓abs. methanolで浸問

浸液
↓＇;20向｛409,C・吃減配濃縮”

エキス分EDR・－…・赤桂色↓毒性十
(12.4g) 

エキス分E
↓abs. -alcoholで冷浸

残法If(8. Og〕
JDR ..・・・・黄桂色
毒性 ＋ 

↓ 

浸波
↓20～40白C？な減圧濃縮
エキス分（4.1sg}IU
DR 澄色↓
毒性土

残 法ID
↓abs.-methanolで冷浸

残法（1.lg)'lV 
D.R 澄色↓
毒性一

縮

議

濃
川
川

庄

で

減

・

ω

内』

h
u

．。
c

k

 

o

E

 

門

U

－

4
v
h
 

液
伊
剣
山

L

2
ス

i

ー
、
↓
キ
↓

浸

エ

浸波
↓20～40°Cで減圧濃縮
エキス分（l.72g)v 
DR 桂色↓
毒性土

註 1) D.R・・・・・・・・・ドラグン γド、，Yレフq反応

2) 実験その2に於ては，浸出は振盤機を用身、て行った。

3) 毒性は動物実験（主としてマウス〕に依り判定する。

" 
強盗（4.13g)v 
DR 黄桂色↓
毒性十

本抽出法により本品の毒性物質は残透 CV）に来るようである。残透 CV）の性質を検べてみる

と残澄 CV)

類白色粉末

化学的性質

1.ピユーレツ；ト反応 〉

色
一

紫

〈

青2. ；.：ンヒドリン反応

3. トリクロ戸ル酢酸

4. スルホサリチル酸

5.燐モリプ‘デン酸

6・今γデン酸！
~ .：~＼ .. ・：塩化金

灰白色混濁

淡黄褐色混濁

黄緑色↓

灰色キ’ ¥ 
原由、色や ：： 

::7"JR.0ー



: is.酸性：G硫酸〉で過マシガよ〆e酸：カりをて完全に脱；色。

9. -y Jレカ！砂性〈炭酸ソ～ダ〉て巴除逝マ2；；／ガン酸拘リを一部脱l色し℃褐変すr;Q,o 

10.プロム反応は陰性

猶本水j容に放を，pu:::::9.. 5 Na2COsプFレカサ性として蒸溜し、そω溜液？を稀塩酸中に吸収させた後こ・

れを減国濃縮し干！｝"CJ.:＇），＇） レカリ性；にする七と Amine臭を発する。又乙れに燐モリプデンt酸試液を加え

ると黄緑色沈澱を生やる。

動物実験

マ歩；えく20市 25g）の1ものを，用いて .20mg,・40mg, 60mg, iを＇5:rzgを1群とし℃経』口投与したととる

何れも投与後 15分位してノ創克麻痔及び呼吸動作太：きくたり活動力低下する..・o実験その1程の毒性

は無いが。

『投与量 中毒数 51!！！中の苑む数

2omg 5/5 0/5 

40mg 5/5 'J/S 

60mg 5/5 ~／5 

註 中毒数の 5/5とは 中毒匹数／実験回数

死亡数の 3/5・とは 苑亡匹数／実験匹数

アC、あり、死亡したものの解剖所見ぼ実験その1に同じ。また 20mg投与群に告いては大休 3時間

前後しで険復する。

以上の実験結果より本秋刀魚味淋干による中毒はその中毒症状及び、試験結果よ：pPeptideまた

は Biogeneamine系統のものに起因しているものと推定される。

中毒原因の判定は腐放研究所の試験結果その組有識者の意見を待。て下じ？といと思う。

てその3')

雲丹壌詰中りノミラェトロフーエノーyレにまる中毒。

昭和＇27年 2月 5目浅：事保健所：より雲丹壕諮にまる中毒を報告して来？と。保健所の報官に基く中

毒発生状況は台東区浅草の麻雀業某外1名が知火か：ち雲丹のアルコール漬ーヰ壌〈有名品のレッテル

あるもの〉を贈られ、 2月 3日午後 7時頃両名が各々その 0.5__;1. Ogを喰ぺたととる臭味に異常

在感じ、比較的少量をE膜下したに過ぎ友かったが、某は同日午後9時30分頃、他の 1名は午後12時

i頃共に激しい腹痛を感じ、幅吐、四肢冷感等の症状を呈した。更にその中の 1名は痘筆、麻痔感、

意識調濁等の症状を呈したという。 2月 5日午後浅草保外健所から患者宅の残品を当研究所に届けて

来た。

試験経過

の．外観実味

伺内容約 30院の広口壌に入れたi樫褐色半問状粘性のある物質で、著しい魚油臭を有！し、舌頭を刺戟

する味がある。

:a). pu・ 

F岳んi~＇中性 l

:3) 溶解性
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エーテル及び石油ヱーテルに殆ど透明に溶解する。また本品を水浴中に加湿すれば黄褐色殆ど澄日屈

に融解する。温湯をそそぐ時は油分は上層に分離し、水層は鮮黄色を呈し、アルカリを加える時は

更に濃度を増加する。

如上の所見より、検体は魚、泊らしき油脂を主成分とするもので、とれに著量の黄色着色料を混和

したものと推定L、毒物検索の方針として始めに着色料の定性、次いで油脂及びその腐敢試験を行

い次いで黄燐、比素、，重金属その他の毒物の試験を行うとととした。

4) 色素の分析

Cl) 検休を温湯で浸出して得られる黄色の水溶液は、 NaOH液を加える時さらに濃度を増加

し、 HCI酸性とすれば無色とたる。且つ本色素は．酸性ちヱーテルに移行し、アルカリ性で水層に

移行する。

(2) ミロン・リントナー反応陽性（淡紅色〉、 FeC13 液で紫色を呈する。以上の結果よりフエ

ノール性 OHの存在を推知した。

(3) 弱酷酸酸性 Zn末還元で無色と取り、溶液は空気酸化で紫色を呈するO 依ってニトロ基の

諸反応を検したところいす＝れも陽性を示し？と。

以上の諸反応よりェトロフヱノールの存在を推定し、次のようにして色素の抽出を行った。

(4) （色素の抽出〉枚、休をエーテル、石油エーテル混液に溶解し、 3%Na0H液を加えて色素

を抽出し、 HCI酸性としてエーテルに取り、ヱーテル層を水洗後、水浴上で蒸発乾因すれば殆E

無色の針状晶を得る。とれの融点を検すれば 113～114°Cを示し、 p-nitrophenolVC.一致し、更に

混融試験により確認するととを得た。

( 5 ) (p-nitrophenolの定量〉上述の方法に準じて抽出し、ヱーテルを溜去したものを、再び

アルカリ性水溶液とし、 Ca-salzを加えて脂肪酸を除去し、再び酸性としてヱーテルに移し、エー

テルを溜去した残溜物を一定過剰量の N/10NaOH 液に溶解し、 N/lOHCIを以て還測した結果

と、残留物を溶解後一定容とし標準液と比色定量した結果とから検休中約 5%のパラニトロフヱ

ノールの存在を示した。 （部分に依り多少の差異がある）o

5) 鉱物油、黄燐、比素、重金属の試験

アルコール性カリで、鹸化すれば、泊分は殆ど全く鹸化されて鉱物油の存在を認めたにい。黄燐、比素

重金属不検出。上述の試験経過中パラニトロフエノ｛ルの定性確認はその構造が簡単であったため

試験開始当日に終了、報告することが出来た。

6). パラニトロフェノールの毒性

〔高瀬；化学構造と生理作用（1926）〕に依れば、、 phenolに nitro基を導入する時は一般に毒性

を増加し、 nitrophenol異性休中ではノミラ体が最も毒性強く (Muller等入その生理作用としては

血管拡張、神経麻痔、methiimoglobinの成生等があげられる。犬に対する致死量は 0.Olg/kg (Arch』

An. u. p:iys. 1892. suppl. p. 270）という。（但し投与の方法は不明、当課で犬及び、兎を用いて

行った試験では毒性柏、々小なる見込み、〉また〔Fluryu. Zermik有毒ガス（1931）〕に依れば芳香

緩ニトロ及び、アミノの化合物は血液毒で同時に神経毒であり、血液に対する作用はニトロ化合物は

アミノ化合物に比し著るしくないが、中枢神経に対してはニトロ化合物の方が著しい。
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症状は先づ中枢神経が刺戟され、次いで麻痔、頭痛、体温降下、主主筆、臓器内出血、 methiimoglo・

bin生成、貧血、黄症等で、感受性は｛自体に依り大差がある。またニトロ化合物は体内で一部還元

作用を受けるという。

:xrr 食品衛生法に基く都道府県知事の行うべき

製品検査の実績について

食品獣医部製品課長 尾 元雅

昭和26年7月4日附にて全国都道府県衛生研究所冠昭和25年度製品検査の実l讃を問合せた処、

昭和26年12月31日までに回答のあワたものを表示し参考に供したい。

自昭和25年4月1日至昭和26年3月31目J倹査終了件数

都道府県名｜彦脹罰｜喜色索｜高味露｜合計｜｜都道府県名Ii脹罰｜喜色器｜高味悪｜合 計
イ牛 件 件 件 件 件 件 件

〉北海道 19 27 4 50 栃 オミ 5 40 6 51 
青 森 。 。 1 1 一一一・ 重 。 6 24 30 
岩 手 c 。 。 。尽 者良名 101 23 336 460 
p凸ムー :f]]JC 1 4 12 17 

奈和歌山
30 91 4 125 

山 形 。 。 。 。 2 7 12 21 
椙 島

b 
65 。 66 大 阪 384 421 443 1, 248 ; 

新長
話番 。 83 83 兵

庫島
2 l~~ 259 449 

里子 2 。 4 6 広 26 51 93 
山 梨 。 。 10 10 岡 山 13 4 4 21 I 
岐 阜 。 2 15 17 

香愛
JI( 0 27 。 27 

富 山 1 5 76 s~i 媛崎 4 4 。 8 I 
愛 知 93 119 149 

宮高児島
3 11 31 45 

石 Jll 。 14 。 14 7 25 129 161 
千 葉

司
25 。 28 古島

本岡
66 4 713 783 

神奈川 5 29 70 福 40 6 1,772 1,818 
東 京 296 931 1, 921 長 崎 。 3 113 '116 
埼 玉 31 。 ,34 

自昭和25年4月1日至昭和26年3月31日検査不合：裕件数

都道府県名｜｜合膨脹剤成｜｜；合着色料成｜｜合調味料成｜｜ 合 計 II 都道府県名｜｜合膨脹成剤｜｜着合色料成｜｜合調味成料 1~ 計
件 ，件 件 件 件 件 件 件

北海道 。 3 。 3 1后 木 1 。 。 1 

青岩
手呆 。 。 。 。一一 重 。 1 1 2 
手 。 。 。 。京 都良

。 。
宵 域 1 。 2 奈 1 3 。 ・i : 山 形 。 。 。 。和歌山 。 。 I 

新楕
島 。 。 。 。大 阪 1 9 7 17 
？持 0 。 3 3 正五 庫 l 円、J 4 s: 

長、 ：野 1 。 。 1 広 島 。！ 。 。 。
山 梨 。 。 。 。岡 山 。 。 。 。
岐

阜山
1 。 。 1 

香愛
• ]JI 。 。 。 。

富愛
。 。 。 。 媛 。 1 。

全日 。 1 4 5 r凸L『． JI'奇 3 。 。 3 ' 
右 Jll 。 l Q. 1 嵐児；島 。 。 。 。
千 葉 。 ~， 

。｝ 2 買員 i本 。 。 。 。
神東奈 川京
。 。 。福 岡 1 。 4 5 
3 12 21 長 jll奇 。 1 1 

埼 .~ 。 。 。
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自昭和25年4月1日至昭和26年3月＇31日合格証紙発行数

都道府県名｜種類｜合成膨脹剤｜合成着色料｜合成調味料｜ ムF斗－ 計

大 0 枚 oi女 ηす支 0 枚

北 海 道 中 。 1,665 80 1,745 
21,000 316,859 36,341 374,210 

青 359 

手｜ 大中 0 ' 。 。
岩 。 。 。

小 。 。 。
。 。

r凸主事 23,988 24 24,012 
0 140,121 184,630 

形ll 。
山 。。

島It I 
。

福 653,858 
666,070 656,070 

溺I! I 
円、J 。 。 。

新 。 。 40,000 40 ，~0GO 。 。 1, 532,963 1, 532;963 

野It I 
0・

長 82,560 九。

梨Iti 
。 41:) 

J山 。 46,600 46,600 。 68,570 68,570 

、岐 533,666 

。
富 山 。 ・O 

490,300 633、，542

101, 086 834,53ク
愛 全日 '169;556 。 2,:2111 0 4,434,922 6,886,23$ 。 。 。

。 100 100 
石 。 1・f?,,721 117,721 

;J、 。 55,ooo 55,0bO 

葉Ill
。 。 。

司二 346,072 。 346, 29'7 。 。 。
。 。 i() 

相l ;'jえ' 。 。 :o 
244,379 279,655 527, 254' 

大 131,963 11, 045 3,160 146,168 
東 舌ノ』l 、 中 90ti,733 l ,:.o r6, 979 5,1CJ4,767 九118,479 

小 。 。 。 。
461 238,990 239, 45"1 

i寄 玉中i 846 。 846 
小 f、） 41,570 41, 570 

大？ 。 。 。
4后 オ民 中 15,660 799,680 51,984 867,324 。 。 。 ・o 

一一 一一・－ .. - -・ ... 
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ゴ受 。 。 。 。
一一一 重 中 。 256 。 256 

む 101,osn lt5:9,.93.l 560,981 

京 5,281,256 

。 。
奈 39;.on 3S.'l:・ 39,,434 

146,888 2,957,261 3, 151,673 

大 30 
手口 歌 山 中 28,000 60,400 

;J、 93,000 178,000 

阪 I% I 
0 

大 8,,12s. 551 。
iブミ 。 。

兵 庫 中 35&, 219 312,,IS? 6'79,,0U2i 
2,107,153 2,914,042ι 5, 021, 195' 

島1:1
。

広 2~.aoo 20q;.090 
15,428 126,000 543';2r9 

山I: I 
0 。

岡 45., 196 130,380 
0 。

。
香 JH .. 。

1,2&5,320 

大 。 。 。 。
愛 援 中 16息;200 75,000 。 91,2CO 。 。 。 。

大 。 405,691 
！宮 時 中 。 384,43~ 442,485 826,920 。 。 。

。
82g 
。 。

直 児 島中 29;382 ~33'; 031 363,233 
4、 10.,000 614,000 1, 78i与296 2,602,296 

育長 7,091,468 

‘・．‘ー．」

旧（4.8 x叶7吋使用中 6,290,878 
l福 岡 3,226,572 

8, 85'1, 407-

大中
。 。 。 。

長 l時 。 。 1'59;602 15W602 
小 。 14,582 665,617 680., 199 

備考表中、大、中、小とあるは註紙の大きを示すD

大 10× l.8m 中 5X lCm 小 1.5 X lCm 

XI 昭和初年東京都に発生せる狂犬病の検査成績

' 1. まrえ治宝き

食品獣医部獣医衛生課島 田 幸 治

加藤多右衛門

主木英 λ
外， 3；名〆

東京都に;jti-.ける狂犬病の流行は昭和2£.年以来年を遂うて漸増し9.0，重量1匂たが、s昭和：25年を流行
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の峠とし、同26年に入るや漸次下向の傾向＊＝示ずに至った。この現象は流行以来の防疫の強化と、

一方流行病の常としてある期間の流行期がすぎると自然終止息の段階に達するから、ここ数年流行を

極めた狂犬病も 25年の流行を頂点として年と共に衰兆を示すことと想像される。 しかし流行の峠

は過ぎたとはいえ、昭和26年にはた治113頭の発生を見たこと及び、依然として狂犬病は主に狂犬

病予防注射を受けていたい野犬及び、無登録犬から発生している点等を考慮すると、その流行は衰退

の傾向にあるとはいえ、抜本的た防疫を講宇るにあらぎれば早急に狂犬病が終熔するとは考え得ら

れ友い。一層防疫の強化を望む次第である。

以下は昭和26年検査成績の概要である。

・2. 検査材料

検査材料は犬258頭、猫9頭、馬1頭であり総計268頭であるO うち狂犬病陽性は犬112頭、馬

1頭計113＇頭で、受付総数に対する陽性率は 42.2%であるムこの成績は昭和23年86.2 ~－＆、 24 年

.84. 5;3-b、25年 72.8%と比較するに造に低く、その発生率は年と共に低下せるのが認められる。即

ち遂年狂犬病の漸増に伴い新問、ラジオその他による宣伝が効果を奏し、一般都民の狂犬病に対す

る認識が年を遂うて高まοた結果と訟もわれる。

第2表検査材料一覧表

I~竺
内 訳 成 ？賓

受るI付陽頭性数率に対す受付頭数
全 部 十 一

1 13 10 3 2 1i 15.4% 

2 25 24 1 1.2 13 43.0 

3 24 24 。 13 11 54. 3 

4 20 19 1 11 9 55.3 

5 29 24 5 14 15 48.0 

6 27 23 4 16 11 59.3 

7 32 30 2 13 19 40.6 

8 26 23 3 J.2 14 46.2 

9 24 20 4 8 16 33.3 
, 

10 14 12 2 3 11 21. 4 

11 17 3 5 12 29.4 

12 17 15 2 4 13 23.S 

メド』' 計 42.2 

備考畜種別・犬 2日、猫 9、馬 l頭

3. 検査方法

害I]検、組織学的検査、動物試験の3を実施した。

まづ剖検により一般臓器を検査記録し、臓器ρ一部を採取し、 10%ホルマリン、に貯蔵した。組織

学的検査材料としては、無菌的に採脳後、両アンモン角の1片を採取し、無水酒精に固定すると共

花、更に左右アンモン角から一小片を採取して各2枚の押捺標本をつくり、余等の考案せる染色法

告にようて染色検査した。無水酒精固定のアンモン角についてはパラフイン切片を・っくり、ヘマトキ

シリン・エヱジン染色により時としてマン氏染色を施し検査した。アンモン角採取後の残余の脳よ

り更に動物試験用材料及ぴスタムを採取し、残余の脳は 10%ホルマリンに貯蔵した。また毎｛列ア

‘ンモン角の組織検査と同時に延髄に沿ける非化膿性脳炎を検査し、診断の補助とした。
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動物試験は検査全例にそコいて実施じた。即ち1材料にういてマウス 5芭を使用し、 10倍脳乳剤

を1m;につき 0.025誌を脳内に接種し、接種後 30日以上観察した。観察中路死したマウスについ

ては脳の組織切片標本をつくり、アンモン角に告けるネグリ小休及び全脳に告ける非化膿性脳炎を

検査した。

以上の組織学的検査〈押捺標本及び切片標本〉並に動物試験のいづれかに沿いて狂犬病変を所見

した例を真性と決定した。

4. 発生状況

f第l図）季諦どJi犬安易常生白
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(1) 狂犬病発生と季節との関係

1月の発生は僅に 2頭にすぎたかったが2月には

12頭の発生があり、 2月以降8月までが流行期で

あり、 9月以降流行は下た向きとたてコた。

以上の如く 26 年に~いては季節的陀いうと、早

春から初秋の候にかけての流行が認められ、その聞

の発生頭数には大き友差異は認められ危かった。し

かし強いていえば初夏 5 、 6 月の候に.t~ける発生が

他の季節に比して僅に多いのが認められる。

参考のために昭和2.3～26年の間発生せる狂犬病

656頭につきその発生と季節との関係を観察すれば、

次のようである。

23年の発生頭数は94頭であり秋期に3ないて最も

流行し冬、夏、春、のII民となる。

24年の発生頭数は 185顕であり、夏期に1ないて最

込流行し、秋、春、冬のII民とたるO

.25年の発生頭数は 264頭であり、春、夏期にゐける流行は同値を示し、秋、冬の順と怠る。

第2表狂犬病発生と季節との関係表 <a百年23～26年〉

l註竺｜ 23 24 25 26 
平〔164)均(94) (185) 〔264) (113) 

冬 (12. 1. 2〕 20.2% 18.4% 15-9% 15.9% 17.691? 

春〔 3・4・5〕［ 17.2 22.7 .29.2 33.6 25.7 

夏 （6. 7. 8) 19.0 31. 9 . 29.2 36~3 '29.0 

秋 (.9・10.11.)I 43.6 27.0 25.7 14.2 27.7 

（〉 は各年における狂犬病発生頭数を示す口

26.年む発生頭数は 113頭であり夏期にjないて最も流行し、春、冬之れにつぎ秋に沿いて最も下

位を示す。更に4ヶ年間の平均を見るに、その最流行期は夏期であり可秋、春、冬の順位とたるも

冬を除いたその他の季節に烏ける流行には大差のたいとどが認められる。要するに狂犬病の流行と

季節との関係は、その流行の年によ0てまちまちで’あり、一概にいうの年に1ないても夏期が流行の

最盛期ゼあるとは断じがたい。しかじ四ヶ年平均の流行を見るに、夏季に治ける最流行を否定する
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ととはーでき註いが、伊冬を除いたその他の季節：においでお夏期と大差たくa流行するとどこが知ら料るひ

（劫年齢、畜籍、性との関係

(a) 年齢との関係

第3表狂犬病年齢、畜籍、性別調査表

年 2月～ 1オ 2 オ 3 オ 4 オ 計

例 84 20 7 1 ll2 

百 分 75%, 17.9% 6.3% 0.8% 100% 

畜 当E回主 犬 18 1 2 。 (18 •. 7%) 
21 

籍 1無届犬 44 8 1 0 (1475~%コ i 

別 野 犬 22 11 4 l' I G343・＇~紛

性 fう 46 U. 6 1 
〔fr7d%)
64 

月日 ♀ 38 9 1 。 じ42.9?-6') : 
舟 48 

備考狂犬病 113頭中馬 1頭を！除くむ

馬を除いた犬112日例について見るに生後2ヶ月より 4；歳に亙り＼へうち2か月内・・l＿歳までの例が

総数の75%を占品、2歳以上の例は著しC少段、い。との成績は2S年。、成績Jと帯ん芝：同様でZある。

(h}. 畜籍との関係、

無届犬〈無登録犬〉〆、野犬の発生率は雨者全Jrて 8l. .3i・%－～畜戎．ぐ登録犬：）＞の発生率は・・rB.7%で

あり、依然として無登録犬、野犬の発生率が高01::1

(c) 性との関係、

8 の発生は 57.15'0 、♀ 42~.9 %：~であり♀に比じ 8 の発生が高く、さ早の差は 14:2%である。

以上三者にづいて昭和伽2;3..年以来の綜合1成績を観察するに、年齢別に沿いて生後2ヶ月～1歳ま

での例66.2 5'0 、 2 歳 21.15'0 、 3 歳 9~2%であり、 1 歳までの例が7割近くを占めている。

畜籍別では畜犬21.9%、無登録犬48.. 1%～野犬30.0%で、無登録犬、野犬の合計は 7B~.1:?0·であJ り、

狂犬病の8割近くは無登録犬及び、野犬から出ている。更に畜犬の発生率を見るに、24年23.5%、25

年22.0%、26年18.7%の成績を示じ、年を怒るに従いその発生率の減少が認められる。との事実は

切に狂犬病予防注射強化の結果と訟もはれる。

8♀別では 055・%、♀45%の成績を示じ、平に比し 3の発生率の多川いととを立証じている。

以上の綜合成績より見て狂犬病は年齢的には 1歳までの犬に、畜籍別？をは野犬及び、無登録犬、に、

性別でほ－~に比しさに多発すると断じても大きた過誤は設いようである。

その理由に関しては種々訟ととが考えらi;L.るが』可まづ年齢別~＂＇.＇.：.）.いていえば）幼犬aは、成犬、に比

して体格が小さく、 Eこでも容易に唆まれ易く、一旦病毒が侵スすると抵抗力が弱く発病の機会

が多，い＼ととが想像さ：；；ja.る。ま先～方年聞を適Jじて野夫婦蕩：を励行iしている；l'G:もかかわら：7夕、大の数

が白宣？っ”で減ヲてい忍ようにも思わtu；完封切点を考；定一石うと、成犬、vc；比「し幼犬。絶対数が多Jいことが推

測さ作る。とω絶対数が多いJ:.，いう／！ととが幼犬、臨郡丸病が多い吹きた原因企考；1克弘北］よるO."i

次陀無登録犬及：｛）；！手~·に狂犬病の：多：い現由ばいヲーをでJ抵設と狂犬病予践注射iを受けてい紅いとと

が主1宝石原因：と最もJはれるが，，，登録犬お；地ιτ数、の：多＇・Uおるとど’；も一応i考慮のJ要があるo・・ ~·~法飼主の；夫
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に対する愛情如何も狂犬病発生に関し軽視出来ない要因では訟がろうか。

次l'C0 vc狂犬病の多い理由は、 8 は~ l'C比し争関心が強く、発情期に長ける他犬との接触及び、♀

よりもさの絶対数が多いのではたいかと訟もわれる。

.(3）狂犬病予防注射と狂犬病発症との関係

第4表狂犬病予防注射と狂犬病発症との関係調査表

ぷ五て！喜｜信！性l注射月日 発病月日 経過日数

22 無届 3月 平 l 1.19 2. 5 18 

29 畜 5月 0 2. 2 3. 7 34 

69 " 1オ ち 12. 4 4. 7 125 

75 無届 6月 ♀ 12.17 4.16 121 

79 当E司~ 3月 ♀ 4. l 4-17 18 

!OJ. 。 6月 0 2.21 5. 15 84 

104 無届 1オ 0 5ol4 5.17 4 

112 畜 3月 0 5. 17 5.30 14 

121 無届 2オ 0 3.31 6.16 78 

151 畜 1オ ♀ 3. 6 7.12 129 

155 fl 4月 ♀ 7 .16 7.16 1 

220 『F 6月 ♀ 9. 12 9.24 13 

234 " 3オ 0 10.25 10.26 2 

236 II 1オ 0 9.28 10.30 33 

250 無届 5月 0 6.29 11.25 149 

備考 「無届Jは無登録犬を「畜Jは登録犬を示す。

狂犬病112例（馬1例を除く〉のうち狂犬病予防注射を受けていることの明記してある例が15例ー

あり、そのうち畜犬（登録犬〉が10例ある。畜犬で狂犬病に隠った例は18例であり、前記 10例

以外の8例については予防注射の済否は不明であるが、明記して友い点から見ると、長そらく予防

注射は受けていたいと相像される。前記 15例中予防注射の菟疫効力期間にありと推定される例は

畜犬5例（検査番号29,69, 101, 151, 2.36）無登録犬3例 (75,121, 250）である。

昭和 26 年 12 月末日現在に告ける都内の登録犬数は 104,435 顕であり、同年間に~ける登録犬に

対局する狂犬病予防注射済犬は延べ頭数170,841頭であるo との注射延べ頭数は春秋2期の定期注射

及び、その他緊急注射をふくむが故に 1頭で数回の注射を受けている犬もあり得るわけであるが、延

べ頭数 170,841頭は春秋 2期に注射を受けた総数と仮定すると、 1期の注射頭数は該数の主pち

85,420頭となり、登録犬数の約 82%に当るから、 1期の注射演犬数は 85,636頭とたる。即ち狂

犬病はこの 85,000頭から 5頭出たこと l'tr..りその割合は 17,000頭から 1頭co. 00588 J~） の狂犬
病が出たこととたる。以上の数字は精確ではたEいが、狂犬病予防注射と狂犬病発病との関係を窺知

し得るに足ると訟もわれる。

因に本成績は狂犬病予防注射後 21日で覧疫が成立し、その菟疫効力期聞は.6ヶ月と見倣して観

察した。

5. 検査成績

(1) 病理解剖学的検査成績

i 狂犬病は病理解剖学的検査に3ないて診断を確定づけるよう伝所見の認められたいととは周知の遜

-109ー



りであるが、しばしば、遭遇する所見を述べると次のまうである

第6表病理解剖学的所見一覧表
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(a) 胃の病変

主主主る病変は異物の存在及び胃の空虚である。少数例にないて食塊のみを認めた。異物として

は藁片が最も多く、これに次で、木片、毛等がありその他では泥、砂、紙片、青草片、ゴム屑等で

ある。特異友異物としては鼻緒を認めた例がある。胃粘膜の病変は軽微であるo とれは狂犬病の

経過中に殺された例が多いのに因るのであろう。単怠る食塊のみを含有する例でも狂犬病があり

得るととは注意すべきである。

(b) 脳の病変

主主主る病変は溜濁である。蜘妹膜下血管の血量は尋常で、あり、欝血を認めた例は割合に少た

い。時として脳表面が湿潤の感がヲ上く浮腫状を呈する例がある。また欝血とは逆に著しい貧血

を呈する例がある。貧血例は概して2～3ヶ月位の幼犬に多い。

〈の その他の病変

4肝臓の欝血、心臓、陣臓の潤濁例が多い。陣臓には時として包膜下に点状出血を認めることがあ

る。心内膜には病変は認め難い。腎臓に沿いて狂犬病の病変とは別にふるい型のレプトスピーラ

と思われる病変を認めることがある。勝目地の膨満、口腔及びその周囲の創傷、歯牙訣損の所見は

狂犬病診断上参考とすべき所見である。

,(2）組織学的検査及び、動物試験i成績

(a) 陽性113例中脳溶崩し組織学的検査不能であった 2例を除くと、組織学的検査実数は

111'仰jである。この111例中ネグリ小体陽J陸は81；例であり、検査頭数に対し 73.0%に当る＇0 こ

の成績は昭和23～24年の86.7～86.1%より｛尽く、 25年の69.4%よりはやや高率で、ある。

(b) ネグリ小体陰性で動物試験により狂犬病と決定した例は30例であD、組織検査実数に

対する陽性率は27.0%である。

令〉 延十髄におけるi非化膿ij~i脳炎陽性例法101 例であ想、組織検査実数.~亡対する：陽性率Jほ·9.LO
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%である。この成額は25年の成績79.4 J-Gに比して透に高い0 {ti}して本例は動物試験でいづれも

i陽性成績を示している。

第7表検査成績一覧表

河 受付 陽 'l生 成 詰責 肉 訳 綜合陽性成積 陰 メι弘s、

別 頭数 N十炎＋動＋［N＋炎ー動十jNー炎＋動十INー炎ー動十l動のみN十｜動＋｜計｜炎十 J性 討、

1 13 1 1 0 。2 ・o 2 く1〕 11 13 
2 25 10 。 1 。10 2 1,2 (11) 13 25 
3 24 11 。 2 。11 2 13 (13) 11 24 
4 20 8 。 2 1 8 3 i1 (10〕 9 20 

5 29 10 。 4 。10 4 14 (H) 15 _29 
6 27 12 。 4 u 12 4 16 (16) 11 27 
7 32 7 2 4 。9 4 13 (11) 19 32 
8 26 5 1 4 1 6 6 12 (9) 14 26 

9 24 5 1 自司 p 6 2 8 〔7) 16 24 
10 14 l 。 2 。 2 3 (3) 11 14 

11 17 3 I 。 。4 I 5 く3) 12 I] 
12 17 1 1 4勺. 。2 2 4 (3) 13 17 
合計i268 J 2 / 81 I 32 J 11s/ o叫判 268
備考 1. 「N」は Negri小体を，「炎jは非化膿性j脳炎を，「勤Jは動物試験を示す。
2・「劃jのみ」とは検査材料が組織学的検査に不適当なため動物試験の成績により判定したものをいう。

(d) ネグリ小体、非化膿性脳炎共に陰性で、動物試験の結果陽性成績を示した例は僅f'C3 

例、 2.70%に過ぎたい。しかし如何に少数例とはいえ、決して動物試験の価値を減宇るものでは

；たい。

要するに狂犬病の診断には組織検査と共に動物試験を併せ実施することの重要たるは今更いう

までもたいが、組織検査に1ないても、ネグリ小体の検査と併行して、検査上便宜であり且ワ病変の

重度た延髄f'L%＇－ける非化膿性脳炎を検査することが診断上極めて有意義であり、効果的であること

を強調したい。この2＂＇.：）の検査を実施することにより組織学的検査にむいて一応狂犬病の 97%は

予断ずることができると考えられる。

、G. 総括

•(1) 東京都にゐける狂犬病の流行は昭和25年を流行の頂点とし、26年には下向の傾向を示した。

；との理由は防疫の強化普及と、病毒減弱により自然終熔の方向に進みワつあるものと推察される。

(2) 26年の検査受付頭数は 268例（犬258例、猫9例、馬1例〉であり、うち狂犬病は 113例

hで、受付頭数に対する陽性率は 42.1%である。

(3) 流行の時期は2～8月に豆り6月最高を示し9月に入るや：その流行はやや衰えた。

件） 狂犬病は年齢的には1歳までの幼犬に、畜籍別では野犬及び無登録犬に、性別では♀に比し

3に多発する。

（司狂犬病予防注射の菟疫有効期間中にある犬からも 17,000頭に1頭の割合（o. 00588 %）で
狂犬病に躍る。

（的 狂犬病の病理解剖学的検査にjないて特異た病変は認められ友いが、胃の内容で異物を認めた

例は 56.1%である。異物としては藁片が最多で木片、毛がこれにワぐ。
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(7) 脳アンモン角に告けるネグリ小体陽性率は73.0%である。との成績は昭和23～24年の成賛

より低く 25年の成績に比しやや高い。

(8) ネグリ小体陰性で動物試験で陽性を示した例は27.0，%である。

（め 延髄にゐける非化膿性脳炎陽性例は 91.0%である。ネグリ小休陰性で非化膿性脳炎陽性例i

は動物試験に沿いていづれも陽性成績を示した。

(10) ネグリ小体、非化膿性脳炎共に陰性で動物試験によ1る陽性例は2.7%である。

(11) 狂犬病の診断には組織検査と共に動物試験を併せ実施することの重要性はいうまでもたい

が、組織検査に3ないてもネグリ小体検査と併行して延髄に長ける非イヒ脳性脳炎を検査することによ－

D狂犬病の97.0%は予断することができる。

XIV 一一・、 三の市販医薬品の試験成績について

化学検査部医薬品第一課湯 本 芳 ま住

昭和初年度に当課に於て挙げた業績は別項に記載の通りであるが、之等の中で比較的試料の多

い九クレゾーJレ石鹸液、グリセリン、アルコール等について其の試験成績を考察してみるととも強

ち意義の危いことでもあるまい。尚之等以外の品目については試料の数が区々たので別の機会にす

る。

。試料

主として薬務課監視班及補給係から送られたもので共の内訳は第一表の通りである。

第 1表 0 クレグール石鹸液

試， 学｝

クレゾーノレ石鹸波

グ リ セ 1リン

純アルコール

アル ::z ー ノレ

消毒用アルコ－ Iレ

昔「

f童

25 

14 

6 

12 

16 

73 

①試験法： 第五改正日本薬局方クレゾール石鹸液の所定ー

に上るo

a) 外観は黄色澄明で濃綱、アルコ，......；lレ溶状により水分をみる。水

分の合量の多い時はアルコールと混和する時、潤濁液を生守るo.

b) 水溶液（5%）の溶状により原料或いは鹸化の良否をみる。

原料不良或は鹸化の不完全たる時は澄明に混和したいふ

c) 遊離アルカリの限度は定規塩酸2滴によりフェメールフグ

レインによる紅色を消失する程度としている。

d) 木品5JLに・ついてカシア瓶によりクレゾールを定量し、共の量は 1.6cc以上としている。

e) 本品 150ccについて水蒸気蒸溜により得るクレグ｛ル 50ccを蒸溜する時、 185°～230°C比於

て少くとも 40ccを溜出せねば友ら伝い。

②試験成績： 第二表の通りである。
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第 9. ・圃 表

試 料｜内容量isoogiCa）外観｜臼）Alkoh刊Cb)H20 Ice）アり 9l(d) :be：ア瓶lCe) 
1 

不澄明濃樹で i閤濁 (0.1) 
ない

2 黒褐色 i閤濁 j閤濁 1. 8 43/50 

3 496g 1.7 40/50 

4 480 i閤濁 匂 0.1 

5 445 0.1 

6 i閤濁 (0.1) 

7 i困濁 2.0 41/50 

8 黒褐色 i閤濁 i閤濁 (0.1) 

9 
。

1.9 40/50 

10 497 2.3 45/50 

11 523 甚しくj閤濁し
ている

Q.45 

12 495 1.2 

13 492 浮瀞物甚しい 1.2 

14 514 0.2 

15 502 j国濁 0.7 

16 492 黒析褐出色物i甚白状しいの j国濁 i閤濁 (0.1) 

17 487 j閤濁 j閤濁 (O.l) 

18 i困濁 1.6 40/50 

19 545 ], 7 42/50 

20 482 1. 6 40/50 

21 1.9 40/50 

22 1.8 43/50 

23 505 1. 6 44/50 

24 504 J. 8 40/50 

25 505 i閤濁 2.2 43/50 

③ 結論及び考察： 全試料の中内容量の甚しく不足するもの叉は過剰なものは少ない。（a）外

観で適当たもの 19/25(76%）。 不適当たもの .6/25(2・1，%＇）。 (a) Alkohol i容状適当訟もの 16/25

'(64%）。不適当たもの 9/25(36,9~）。 (b）蒸溜水溶状で、適当なもの 19/25(765百九不適当たもの

6/25(24%）。 (c）遊離アルカリの限度を超えるものはた工い。 (d）カシア瓶によるクレグ｛ル量

の所定に達するものは 13/25(52,9-G）。達したいもの 12/25( 48,9~）。 ζ の中 0.lcc にも達せぬもの

〈表中（0.1）と記したもの〕が 5/25(20%）。 (e) 50c. c.を蒸溜してクレゾール 40cc以上を得る

もの 13/25(52%）。達したいもの12/25(48%）。

全試料の成績を綜合して局方適否を区分すると適するもの 9/25(36%）、適し友いもの 16/25

(64,90）となり品質不良のものは3本の中2本はあると云う結果に怠るO

以上より今回のクレメール石鹸液で特に目立つことはクレグーツレ量の規定に達したい粗悪た

品質のものが12種（48%）もあり、更に共の中の10種（40，%）の如きはクレメールが規定の5.0%

にも達したにいもので甚しきはカシア瓶で共の量を読み取ることさえも困難紅、むしろ石鹸液にクレ

メールを香料代りに使用したとしか考えられたいものがある。かかるものを用いて完全に消毒をし

得たと考えるたらは、誠に寒心にたえたいところである。厳重伝措置こそ望ましい。
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。グリセリン
①試験法： 第五改正日本薬局方グリセリンの所定によるo

a) 外観無色澄明で、無臭でなければ伝らない。

b) 比重を 1.223～1.233(15°C）と規定し、同時に純グリセリン〔C3H.5(0H)3=92.1〕として84ゃん
87%の含有量を確保している。

c) 枕素、遊離酸、遊離アルカリ、硫酸、石灰、藤i授、重金属塩、塩酸、鉄塩可アクロレイン、還：

元性有機物、揮発性脂肪酸、色素、脂肪酸ヱステル、糖等を監視寸る。

②試験成績： 第三表の通りである。

第 3 表

1試 料 ｜ 内容量／叫 ｜ ω タ卜 Cb) S.G. 量% I cc）純度試験
l 502 1.223 84 

2 493 1.227 85 

3 495 淡黄色 1.225 84 

4 488 1.226 85 

5 458 1.224 84 
I 

6 480 1.222 83 

7 485 1.236 89 
! 

8 1. 238 89 

9 491 l.223 84 

10 1. 200 84 

, 11 485 1.235 88 Ca" CI' 

12 塵挨の混入甚しい

13 1.225 84 

14 臭気あり 1.222 83 
e’ 

＠ 結論及び、考察：全試料の中内容量の甚しく不足するもの又は過剰訟ものは少たい。 (a）外

観で不適当と認められるものは 3/H(21. "1%）。適当なもの 11/14(78.6%）。（b）グリセリン合量

の所定量に達せぬもの又は所定量を超ゆるもの 3/14(21.4%）。適するもの 10/14('/i.4，%）。（c)

純度試験で不適当と認められるもの 1/14(7%）。適当と認められるもの 13/l4(93%）。

全試料を綜合した成績から局方適否を分げると適するもの 8/1-1(57%）。適し怒いもの 6/14(43.'

%〉で成績は甚だ不良で特に注意すべきものがある。

。アルコ｛ル類
①試験法： 第五改正日本薬局方純アルコールーアルコール、消毒用プルコールの夫々の所定

によるO

a) 外観無色澄明揮発性の液体で中性の反応を徴する。

b）比重及合有量純アルコール 0.796～0.797、 Aikoho I 合量 9~.46～99.66 V%、od99.11 

片町99.4-1%、アルゴール 0.830～0.834、Alkoliol含量 90.09~91. 29 V%、od8'5. so~st. 355'-6、

活毒用アルコール 0;849～0.873、Aikohof含量 76:78~85. 31 V%、o≪l69. 85～79.81J0。
c) フ｛ゼル泊及アルデ、ヒ F.

d) 耀f笠性アルコ｛ルの鑑識

e) メチルアルゴ ~1レ及アセトシの試験
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②試験成績： 第四表の適りである。

第 4 

表

｜試料 l ウ5雲g~ I (a）タ卜 観 I(b) S.G I CV%)AI合量（%） I(c) led) I (e) 

1 460/ 塵壊の混入甚しい 0.860 81.52 75 .• 29 アルヨ→）レアセトン

一
2 20/25 0.956 37.37 3i.o5 ＋ 
3 545 0.888 70,96 63.47 ＋ 

消 一 一
4 21/L5 塵壊の？見入甚しい 0.914 59.95 52.09 十 十

一
毒 492 Q.894 68;53 60.88・ ＋ ＋ 

用 0.887 71. 36 63.90 
一

ア 7 503 0.856 82.92 76.94 

8 526 0~870 77.90 71.12' 
／レ 一 一一
9 485 o. 863. .so~ 45 74 .. 04 

一 一一一ヨ
10 0.867 守9.00 72.37 

11 0.867 79.00 72.37 
一 一

Iレ 12 504 淡黄色 Q.871 77.53 70.70 
一一一一

13 487 0.868 78.64 71.95 
一

14 0.884 72.55 65,Hj 
宇一一十ーー一

15 511 0.8q4 80.09 73.63 
一一

16 494 繊維あり 0.879 74.49 67.31 ＋ 

101 491 83.43 
. 
一

102 472 o. 838 88.86 84.2~ 十

ア .103 0~832 90.70 86.;58 

1.04 515 0.$30 91.29 87.35 
fレ 一
105 467 0.872 77. 15 70.27 ＋ ＋ ＋ 

コ 106 489 0.838 88.86 84.22 

107 

108 87.35 

fレ 109 aldehyd 

110 505 o. 829 91. 58 87.74 

111 501 o. 833 90. 40 86.19 

112 o. 830 91.29 87.35 

!OOl 497 0.796 99.66 99.44 

純 1002 513 
プ、

0.816 95.13 92.59 

ノレ 1003 510 o.796 99.6ろ 99.44 
一コ

10,04 0.'797 99.46 99. 11 ~ 

ノレ
』005 493 o.~98 99.26 98. 79 

一 一 一一一ー一一一一一一『ー~一一『

1006 495 0.796 99~66 99.44 alqelwd 

③ 結論及び考察： 全試料中内容量の不足するもの 4/34(12%）。内容量の甚しく過剰のもの

は少たい。（b）アルコール含量の所定量に達したいものは 13/34(38%）。（c）アルデヒードの反応

を認めるもの 2/34(6%）。（d）糖蜜製アルコールの疑いあるもの 1/34(3%）。（e）メチルアルコ戸

ルを含有するもの 6/34(18%）。アセトミイを含有するもの 4/34(12%）。

全試料中にアルコ｛ル含量が甚しぐ不足し所定量の 50%前後にすぎ紅いものが2～3あり又可成
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り良くは主主った様たにもののメチルアルコール、アセトンを相当量含有するものが命－20%－強あるの

は注意すべきである。叉消毒用アルコールで塵挨や繊維の甚しく混入している様たものがあるのは

考えさせられると ζ ろである。

xv 市販錠剤の崩壊度について
化学検査部医薬品第一課 湯 本 芳 雄

今回、新たに公布された第六改五日本薬局方にはその製剤総却の中に錠剤の崩壊度について一定

の試験方法を示し、旦ワその基準に適合せねば危らないとしている。従来第五改正日本薬局方に於

ても同様、錠剤の項に漠然とした一定の枠を定めていた。処がこの両方を比較すると、今回の第六

改正日本薬局方に定められた方法は温度と、 71<の容量を明らかにしている点で充分とは言えぬ乍ら

も第五改正日本薬局方のそれに．比して可成り試験法らLい具体性をもοている。今、夫々の方法を

記してみると次の通りである。

第五局 「錠剤は之を水中に投じて時々動揺し訟がら放置するとき 30分以内に全く崩壊し

なければ、危ら伝い」

第六局 「錠剤は別段の規定のあるものの他1錠を lOOccの三角フラスコにとり、水50ccを

加え 37°Cに保ちながら時々動揺するとき 30分以内に原形を全く失わなければ、な

ら訟い」

裁で第六改正日本薬局方の方法中、別段の規定と記してあるが局方収載の錠剤で特にこの別段の

規定を設けたものは見当らたいので全部此の通りに試験して支障危いもりと考へられる。

第.1 .表

検No体． ｜空＝；＝ ~1 崩捜塁悪 II· ~0:" ［料品 ~1 崩捜意思l
1 0.46 1. 20 0.47 8. 00 

2 0.10 1. 21 0.35 8. 00 

3 0.20 1. 22 0.12 9. 40 

4 0.32 1. 23 0.10 10. 30 

5 0.29 24 0.06 13. 00 

6 0.07 1. 25 0.11 13. 00 

7 0.56 r. 局 26 0.32 14・ 30 

8 0.08 1.' 局 27 o.38 19. 00 

局
長雪

0.46 3. 20 局 28 29. 00 9 0.15 

10 0.11 3. 40 局 29 0.58 35. 00 

11 0.13 3. 40 30 0.21 43. 40 

12 0.36 3. 50 31 0.11 47. 00 

13 0.26 4. 00 32 0.36 48. 00 

14 0.11 s. 15 33 0.17 49. 30 

15 0.11 6. 00 34 0.16 54. 00 

局 i6 0.16 6. 10 35 0.27 60. 30 

局 17 0.21 6. 30 36 0.12 65. 00 

局 18 0.46 6~ 30 同 37 0.6'5 66. 00 

19 0~26 6. 40 38 0.12 
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第九 2 表

検No体． ｜華tt；；引崩手号里 II ~No'.4' ｜料品二i崩手号理
1 30 18 0.17 29. 00 

2 30 19 0.17 29. 00 

3 30 20 0.16 30. 00 

4 40 21 0.16 41. 00 

5 1. 30 22 0.16 44. 00 

6 2. 00 23 58. 00 

7 0.5 4. 00 24 4. 30. 00 

8 9. 30 25 4. 45. 00 

9 15. 00 26 0.18 

10 0.16 22. 00 27 0.16 

u q.16 22. co 28 

12 0.16 22. 00 ; 29 

13 0.)6 22. 00 I 30 

14 0.16 23. 00 31 

15 0.15 26. 00 32 

16 0.15 28. 00 33 

17 0.17 29. 00 
司，、

〔註〕 表中一一印は5時間後備崩壊しないものを示す口

又平均重量の記載のないものは検体が極〈少量のものである。

この新らしく第六改正日本薬局方にとりあげられた方法は以前から瑞局が内用の錠剤に対して採

用していたもので、端局では 15分以内に粉末に崩壊、又は溶解すべしとしている。

今迄に錠剤の崩壊度がやかましい問題になったと云うことは余り耳にしたいし、－叉我々試験する

立場としても左して重視していたわけではたい。これはーに試験法が具体的で危かったために万が

ーに問題となる様た懸念があ・つでもその最後の場合に立ち至ってどの程度確信をもちうるか疑わし

いことと、局方品以外の錠剤にワいても当然局方の方法を準用してよいものと考へるがこれ等は何

等法的に制約が危かοたことによる。そのためいき沿い崩壊度を一々考慮して製剤すると云う習慣

拭等闘にされていた傾向が可成りありた様である。そこで現在市販されている種々の錠剤がどの程

度この弟・六改正日本薬局方の錠剤の基準に合うか、一応興味がもたれるわけである。

我々は、市販の各種錠剤 38種について夫々崩壊度を検討してみたところ第一表の様友結果が得

られた。（表中局印のあるのは第六改正日本薬局方収載の錠剤に該当するものである〉

叉都内某病院から好意的に提供された輸入医薬品 33種について得た結果は第二表の様友もので

あった。
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XVI 生薬の規格設定に関する研究明1報）
サフラン中 αークロチンの新徴量定量法

化学検査部医薬品第二課木村雄四郎

同 西川洋

薬用サフランはサフラン Crocussat~vus Linneの柱頭を乾燥したものであるがその中K合まれ

る α・クロチンの合量については未だ確実た定量法がないa 現在各国薬局方は概ねサフラン粉末の。

一定濃度む水浴液を 0.05%重クロム酸カリウム液の色と比色して良否判定の規準としているに過

ぎたい。

われわれはサフランの栽培条件特に肥料の3要素の関係が α・クロチン含量に及降、す影響を知る

ためサフラン中 α・クロチンの微量定量法を研究し光電比色計を用いて γ単位の微量を簡易に迅速

に旦つ正確に定量できる方法を明かにしたので弦にその概要を報告する。

(1) α・クロチン液による標準グラフの作成

純 α・クロ．チン lmgを精密に秤．り、 7Kに溶かして lOOcc.とする。即ちとの leeは αークロチン

10＂！ を含む、 ζれを吸収管に 1.2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9eeをとり水を加えてそれぞれ全量を精密に lOec

とし光電比色計（LeitzRouy-photometer）で 415mμ，のフィルグーを用いて測定するときガ、ルパ

ノメ｛グーの読みと α・クロチン含量との関係、は第 1表のグラフとたる（片対数紙による〉。

a・－クロチンの標準グラフは向ーの光電比色計では一度作成して治けばよいが、とのため純 α・ク

ロチンを入手する己とは通例容易ではたいから重クロム酸カリワム液で標準グ7 フを作り代用し得

るか否かを比較検討した、。

(2) 重クロム酸カリウム液による標準グラフの作成

重クロム酸カリウム（特級） 6.05gを精密に秤り、水 100eeに溶かして 0.05%の溶液を作るC

即ちとの水溶液 1ee中重クロム酸カリウム 500γ を合む。これを光電比色計の吸収管に 1,2, 3, ; 

4, 5, 6, 7, 8, 9'eeをとり水を加えてそれぞれ精密に 10ccとする。 即ちそれぞれ J)O'100, 150' 200 Jo 

250' 300, 350' 460; 450＂／の重クロム酸カりウムを含む。とれを光電比色計で 415mμ のフィルグ｛

を用いて測定するとき重クロム酸カリウム液の標準グラフは 50γ 以下の濃度では轡曲するがそれ

以上の濃度では直線を示し αークロチンの標準グラフに全く平行するととを明かにLた。（第 1表

参照〉

即ち重クロム酸カリウムと α・クロチンとの関係は次式によって計勢：できる。

K2Cr207のγ数
α・クロチンの γ数＝ + 0.7 

50 

但し 0.7 ＝ライツ光電比色計（フィルター 415mμ）を用いたときの恒数である。

(3）試料の調製及び、測定

予めデシケーグ〈硫酸〉に入れ乾燥したサフランを粉末とし、その 5mgを精密に秤り、遠心沈

降管に入れJklOccを加えて水浴中 60～70°Cで30分間加湿し冷後遠‘心分離して浸液を分ち、との

操作をくり返して浸液が全く無色とたるに至り、各浸液を合してメスフラスコに入れ粘密に 500cc

とするo との 5ccを吸収管にとり光電北色計で 415111μ のフィルグ｛を用いて測定しガルパノメ

品 ns-



｛ターの読みから標準グラフと対照し αークロチンのヴ単位の含量を容易に算出できる。
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(4) サフラン中 α圃クロチンの定量

われわれはサフランの多数について研究したが昭和初年秋自ら栽培したサフラン 1球根中，開｛

花数 4,3>2, 1個のもの 20例を選びそれぞれ5例づっの平均値を示すと次表の通りである。

第＇J 2表 サフラン中 α・クロチンの合量

球

重

キ艮

量（g〕

平

27.0 I 

26.0 I 

23.5 I 

22.0 ' 

20.0 

23.5 

22;0 

20.5・

17.5 

15.5 

17.0 

16.0 

15.0 

14.0 

13.0 

i5. 5 

13 .• 6 

l~.5 

ll.5 

9.5 

均

開花数

4

4

4

4

4

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

 

‘、、J

柱頭 im:g中サフラン 1球中の開花数の平均

重量（mg〕トークロナシ Y数トークロナシ % 

6 2 I 1, 290 6 I 20 81 I 
6.7 I t,3so.2 I・・ 20.00 

3. 6 I 575. 5 I句 15.97

s. 4 I 1, 1 s.2. i I 21. 33 

7.0 I i,srn.s I 21.69 

6.5 I 1,313.1 I 20.20 

6.9 I. i,398.s I 20.27 

6.6 I 1,463.9 I 2.2~ 18 

s. s I 1, iso. s I 10. 92 

1:0 I 1,2s9.3 I is.41 

5.9 ↓ r, 242.o I 2i. os 

s.3 I i,217.3 I・ 22.96

6. i I i, 324. 4 I 骨 21.71 

s.1 I i,09?.o I 21.so 

6.9 I 1,491.7 I 21.61 

6.6 I i,320.0 I 20.00 

s.7 I i,225.5 I ・ 21.so 
6•5 I 1,365.S 1 21~·00 

6. 6 I i, 386. o I 21.'dG 

s.s I 1,247.o I 21.so 

6.1 I 1,272.5 I 20.86 

αーグロチンY数

208. l 

206.0 

159. 7 

213. 3 

216.9 

202.0 

2d.2.7 

221.8 

209.2 

184.1 

210.s 

229.6 

217.l 

215. 0 

216.l 

200.0 

21,?.0 

210. 0 

210.0 

215.0 

208.6 
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以上を要約すれば第3表の通りである。

第 3表昭和.26年秋採取したサフラン中 a－クロチンq合量

勾例に司重

サフラン l個当り ｜日ン lmg中

量（mg) 臼ークロチン Y数 αーグロナシ % αークロチン Y数

最 低 3.6 575 15.9 159 

最 高 7.0 1,518 21.6 216 

平 均 5.3 1,096 20.S 205 

ここでサフラン〈桂頭〉の重量が第4表～第5表に比し比較的小さい数値を示しているのは無肥

料で栽培した結果である。〈サフランの栽培条件と α・クロチシの合量との関係〈第1報〉参照）

(5) サフラン中 α・クロチンの経；日変化
サフラン中の α・クロチンは謎色しやすいので比較のため昭和 24年秋われわれが自ら栽培し調

製したもの並に昭和 12年に調製した津村研究所の局方生薬標本中のサフランに0いてα・クロチン

を定量した結果は第4表～第5表の通りで α・クロチンの含量は著しく減じている。殊に主主村の標

本は供覧に便じるため遮光壌を用いtたい故もあるが十数年後の今日殆んどαクロチンを失ってい

ることが判る。

第 4表 昭和 2・1年秋採取したサフラン中 α・クロチンの合量

·~~例て中ごそロ下チ~ン含1量～～ サフ ブ ン 1個当 り
サフラン 1ンmrg数中

重 量 cmg)I ct-!7ロチン T数 I o:-!J ~ チン % Ct.－クロチ
No. 1 10. 0 1, 580 15.8 158 

No. 2 s.:s 870 9. 9 99 

No~ 3 10.0 720 7.2 72 

No. 4 9崎2 1,270 13.8 138 

No. s s.4 930 11. 1 111 

平 1勾 9.3 1, 074 11. 6 116 

第 5表昭和 12年調製，津村標本サフラン中 αークロチンの含量

＼＼＼＼αークロチン合量 サフ ブ ン l個当 り サフラン lmg中

5例中＼＼＼＼＼＼＼ 重 量（mg)Iげロチン Y数｜げロチシ% α』グロチシ Y数

No. 1 9.6 85 0.88 8.8 、，

No. 2 9.6 79 o. 81 8.1 

No. 3 9. 3 50 o.s3 5.3 

No. 4 9.5 52 0.54 5,4 

No. 5 8.6 37 e_0.42 4.2 

平 t句 9.3 60 Q.62 6.2 
車一一一一一

(6) 日本薬局方のサフラン中 α副クロチン合量の批判

次に第六改正日本薬局方によればサフランの粉末 0.Jgに温湯 150ccを加えときどき揺勤したが

ら 60～70° で 30分間加湿した後、調過しiA毒液 leeに水 9eeを加えた液は黄色を呈し、その色は

0.05%の重クロム酸カリウム液の色より濃いと規定されているO

即ち 0.05%の重クロム酸カリウム液 leeは α・クロチン 10.7γ に相当するからサフラン粉末

O. lg中の α・クロチンのγ数は浸液並に稀釈度から 16,050'1'以上となるO局方の規定によれば lmg
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に対するα・クロチンは 160.57 l'L相当するから 7mgのサフランでは 160.5×7=1,123. 5γであるc

しかるに新たに収穫．したサフランでは定量の結果 1,4357であり

1, 435 : 1, 128. 5= 100 : X X=  77. 1タ6

即ち局方では新しいサフランの α・クロチン含量の約 77%以上を規定している結果となり、サ

フランが光線によって槌色しやすい事実に鑑み極めて妥当た規定であることが判る。

本研究に際し貴重な α・クロチンを恵与された資源科学研究所林孝三博士並に光電比色計の使用

に際し多大の好意を寄せられた当所細菌音防P沢文正博士に感謝の意を表し、また本研究費の一部は

厚生科学研究費を充当したととに対し併せて謝意を表する。

X四薬用資源の研究明3報〉
ネジキ葉の成分研究（第1報）（要旨）

化学検査部，医薬品第二課木村雄四郎

同 西川洋

ネジキ（ー名カシオシミ） Piellis elliptica Nakaiはシャクナグ科’（Ericaceae）の落葉小濯木で都

下を初めわが国各地に多産し屡々放牧地帯で牛馬、山羊等の中毒症を頻発し、中国地方の山間部に

於て古来牛のいわゆる霧酔病の本態は近年に至りネジキ葉の中毒症であることが明かにされた。

〈山井映三：応用獣医学雑誌 12巻 5号昭和 14年）

われbれは都下に於て頻発する山羊の中毒症が屡々ネジキ葉に原因する事例に鑑み、その有毒成

分を研究中偶々 2種の結晶性物質即ち Ursolicacid及び、Quercitrinを分離し証明できたのでここに

その概要を報告する。

埼玉県入間郡毛呂山で採取じた新鮮葉をヱーテルで拍出したエーテルエキスより mp.285° の無

色針状晶を分離し Li'e bennann -B uchart反応が陽性で既知の Ursolicacidと混融して融点降下を示

さ伝い。またヱーテル処理した葉をメグノールで抽出L、そのメグノールエキスより mp182° の

淡黄色小葉状品を得た。その水溶液は加水分解した後ブヱーリング試液を還元じ、アルコール溶液

は Mg+B:Clで桜実紅色を呈し、 FeCJ3試液でオリプ緑色を呈するから明かに 1種のフラボン配

糖休で既知の Quercitrin C:nH20011 mp. 182° と混融して融点降下したい。 また加水分解して

Quercet~n 及び 1 種の糖を得た。 Quercetin は無水酢酸に溶かし 1 滴の濃硫酸を加えてアセチル化し

析出した結品をアルコールより再結品して精製し Pentaacetylquercetjnmp. 195～196° の無色針状

晶を得、元素分析により C15H507(CH3CO) 5に一致する。糖はオザツオンを作り既知の Rhamno圃

osazon mp. 181° と混融して融点降下しないから、ととに捕捉したフラポン配糖休は Que山 d

C21H20011であるととが明かで、ある。

Quercitrin 

OH 
0 / 

HOー／＼／＼一／ー＂＂ nn 
v I I II ＂＂－一／－ vJ.J.

＼／＼／＼ 
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伝治有毒成分にοいては目下研究中である。

本研究費の一部は文部省科学試験研究費の一部を充当したことを録し謝意を表する。

-XVII[ 薬用資源の研究明4報）

サフランの栽培条件と α”クロチンの含量との関係（第1報）

化学検査部医薬品第三課木村雄四郎

同 西川洋－ー

近時サフランの需要増加に伴い各地に於けるサフランの栽培は著し《活畿と危うているがその栽

培条件と α圃クロチンとの合量関係にワいては未だ研究された報告がない。

われわれは以上の実情に鑑みサフランの栽培に当り肥料の3要素が α・クロチンの合量に及ぼ、す

影響を研究’したのでここに第一年度の試験成績を報告する。

(1) 栽埼試験実施要領

本年度（1951年〉に於ては先づサフラン球根中の栄養素をコントロールするため無肥料で栽培

試験を行い、専ら球根の重量と開花数及びサフランの収量、との関係を自記温度計、自記湿度計、ロ

ピッチ日射計、雨量計及び、蒸発計を用いて気温、湿度、日射為雨量及び蒸発量を観察測定し、且つ

サフラン各柱頭中の α・クロチンの新微量定量法を研究し定量した。

供試サフラン球根は昭和 25年当所構内で露地栽培し、 26年 5月球根を掘上げ風乾して貯えた

もので、 その 80f国（重量 10～28.5g）を選ぴ直径 15cm深さ 12.5cmの植木鉢に入れ無肥料の

細砂約 lkgを用い 7～lOcmの深さに植え込み、球恨の重量順位に No.1～No. 80に区分した。

管理は地上 11.2m－の当所コンクリート屋上に於て昭和 ~6 年 9 月初日移植し、時々擢水する

外、一切の肥料を用いすヘ開花期間中上記測定器を用いて気温、湿度、日射、雨量及び蒸発量を測

ー定し開花と気象関係を観察した。 11月 5日より開花し初め 11月 30日開花を完了した。同花当

日午前 10時摘花し、柱頭の着色部位を採取し、恒温乾燥器申 40°以下で乾燥して秤量し遮治デ、シ

ヶータ中に貯えた。

(2）試験成績

1) サフランの開花数は気温及び日射時聞に正比例するが〈第 1表及び第 2表〉湿度との関係

低甚だ不明確である（第 3表〉

2) サフラン球の重量とサフランの収量及び α田クロチンの含量関係を要約すれば第4表の・通り

で、ある。

3) 第一年度に於けるサフラン〈桂頭〉の収獲完了後、無肥料区、完全肥料区、Jリ肥料区、窒
素肥料区及び燐酸肥料区広分ちそれぞれ肥料の要素を配分し目下引続き肥料の関係と’色素成分の合．

量に・っき研究中である。

の われわれはサフラン〈柱頭〉個々の α・クロチン合量を定量する必要上光電比色計を用いて

戸簡易に迅速に且つ正確にその微量定量法を確立した。 〈本号別稿サプランー中 αークロチンの新微量

定量f法参照〉

← :t~~ ..，... 
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第4表 サフラン球の重量とサフランの収量及び、α・クロチンの合量一覧表

種球重量区分 20～28.Sg 15～19.9g 10～14.9g 90～9.9g 

植 －付 球 数 20個 26個 27個 7個

向上総重量 497.Sg 433. Sg 336.Sg 65.7g 

1球平均重量 22.9g 16.7g 12.sg 9.4g 

開 花 球 数 20個 24個 22個 1個

植付球数と開花 % 100% 88.5% 81.5% 14.3% 

開 花 期 間 11.5～11.30日 11.5-11.23目 11.8～11.30日 11.12日

1球開花期間日数 6.3日 4日 2.2日 1日

全上最長日数 26日 13日 8日 1日

総 開 花 数 20個 23個 22個 1個

桔付 1球当開花数 2.9個 1.9個 1. 3個 1個

企上最大花品数 5個 5個 2個 1個

サ収
総 収 量 312. 7mg 255.9mg 156.0訂ig 5.Bmg 

フ
ブ 1球当平均収量・ 15.6ロ1g 11. lmg ?·Qm~ S.Smg 
シ量
サ α

フグ
総 γ 量 56,907y 45,514Y 29,989Y 1, 247y 

ロ

ラチ 1球当平均t量 2,845"( l, 978y 1,363Y 18, 247'1’ 
‘シ
中シ 合量 平均合量 17.0% 15.9% 17.8% 21.5% 

本研究に際し気象観測装置を貸与された資源科学研究所浅井辰郎氏並に本研究に協力された高林

広次及び、宮沢貞雄両君に感謝し、 ~jな本研究の費用の一部は文部省科学試験研究費を充当した。

XJX 薬用資源の研究（第5報〉
オウバクの採取条件とベルペリンの含量関係

化学検査部医薬品第二課木村雄四郎

同 小泉清太郎

石川県立金沢ニ水高等学校明翫 澄江

オウバク（黄柏〉が製剤原料・として需要が増加したので今回第6改正日本薬局方に収載された。

現在オウパクは専ら野生品を採取する実情に鑑みその採取の条件とベルペリン等の成分合室との関

係を調査研究した。九．

(1) オウパクの採取部位とベルペリン合量

岐阜県大野郡丹生川村、岐阜県大野郡位山及び石川県河北郡浅川村医玉山に野生するオオパノキ

ハダ（ー名フジキハダ、ケキハダ） Phellodendron jaβonicum Maximowicz の樹齢 87～130年生を
選ぴ、そ~ぞれ楳元より伐採して木部の直径 ~.o～~1.5尺（幹皮〉、 2～5寸〈枝皮） 1寸以下（小

枝皮〉の部位に分って皮を剥ぎコルク層を除いて乾燥したもの~用い日本薬局方の規定に従って乾

燥減量、灰分、エ～テルエキス、ベルペリンを定量した。その成績は第1表の通りである。即ちオ

ウパクのベルペリン合量は概ね幹反、校皮、小校反のJI民に低下することが判る。

(2) 採取時期とベルペリン合量〈明翫澄江実験〉一

上記石川県医玉山の同一地区に野生するオオバノキハダを選び、昭和25年9,10, 12月及び、昭和
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オウパクの採取昔日位と成分合量

備考幹 皮 枝 皮 校 皮
種 類

乾減燥量 I 灰分 ／~；；）レ｜｜リシ 乾減燥量＼灰分 1~~ア｜！？シベ 議室｜灰分 1~；；；；＇~！~·とベ 採月取日年

丹岐生阜川村産県 7.94 4.39 3.85 2.31 5.78 , 4.61' 4.60 2.03 4.86 4.74 2.39 1.59 25.9.24 

岐位 阜山 産県 6.37 4.65 2.93 1. 65 8.14 4.35 3.45 1. 92 一 一 一 一 26.7.27 

医石王川山産県 7.77 4.17 3.25 2. 16 7.60 4.40 3.00 2.06 7.30 4.00 3 •. 10 1.88 25.9.17 

石川産県 9.35 4.Q7 5.15 1・.60 8.47 4.07 ,4. 54 1. 09 一 一 一 一 26.7.17 医王山

平均 7.86 4.32 3.EO 1.93 7.50 4.36 3. 90 11. 78 6.08 4.37 2.75 I. 74 

備 考 ｜木部の直径1,0-1. 5尺 ｜木部の直径 0,5,..:.,0・ ｜木部の直径山尽

第 1表

ヱ｛テルヱキ26年 4,6, 7, 8月に渉って毎月17目前後にオウパクを採取調製し乾燥減量、灰分、

ス、ベルペリン合量を定量した。その成績は第2表の通りである。

第2表

持

オウパクの採取時期と成分合量

採取年 月 ｜乾燥減量%｜灰 分 % ｜エF テルエキス%｜ ベルペリン % 

昭和 25年 9月 7.56 4.19 4. 52 2.28 
，，』
年 10月 10.95 3.46 4; 18 2~39 

II 年 11月 12.11 4.17 3.78 2•42 
II 年 12月 11.02 3.44 3.30 2.44 

昭和 26年 4月 9.81 4.i6 3.16 2.41 

I! 年 6月 8.13 4.28 2.94 2.68 

// 年 7月 8.10 4.76 4.30 3.09 I~ 

II 年 8月 9.46 4;Cl 4.59 2.88 

平 均 9.64 4.60 3.85 2.57 

/ 

各成分合量は枝・皮、中部幹皮、下部幹皮D平均合量を示す口〔註）
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は殆んどペルペリン含量に大差危く且つ剥皮が困難である。

3）：以上の事実からオウパクは夏の土用になるべく大木の皮を採取すると良質のものが得られ旦

り剥皮が容易で調製に便利で、ある。

本研究に際し試料の採取に協力された岐阜県薬務課長内海正三、岐阜薬科大学助教授原田利一、

金沢市田中嘉太郎の諸氏に感謝し、一部試験に助力された吉永栄子嬢に謝意を表する。

xx薬用資源の研究明 6報）
ハナミョウガの栽培条件と成分合量得 1報〉
ハナミョウガの野生環境調査

化学検査部医薬品第二課 オミ 村a ま住 四 良I)

ハナミョウガ Alpiniajaponica Miquelはわが国の特産植物で千葉県清澄山（安房〉を北限とし静

岡〈伊豆〉、和歌山及び九州各県等の暖地に野生する多年草でその種子即ち伊立縮砂は古来芳香性健

胃薬として賞用され、その生薬学1〕的並に化学的研究2）についてはさきにその詳細を報告した。

私は伊豆縮砂が現在専ら野生品に依存して治り、近年益々需要を増しているがその生産額に乏し

い実情に鑑み、都下八丈島、大島、三宅島等で増産すべく先づ手近かた野生地である清澄山の東京

大学千葉県演習林内に於て地質と分布との関係並に植生等培栽条件を確立する資料を調査したので

ことにその概要を報告する。

本調査に当り多大の便宜を戴いた東京大学千葉県演習林高原林長並に川名明氏に感謝し、注者本

調査は文部省科学試験研究費によったととを附記し謝意を表する。

も（1) 野生地の地質と分布との関係

調査地域として清澄山を中心とする東大演習林の地域中 24, 87, 39～・17区及びこれらの区域に

包含される民有地を選定した。との地域の地質は第三期層に属するいわゆる天津層、妙見層、真根

層、白岩層及び洪積層から訟りその地層の分布状況は第1図の通りであるO

との地域に於けるハナミョウガの分布を見るに妙見層〈砂岩系砂質壌土〉には到る処に野生し特

に切り通し及び栗ヶ沢の二ヶ所には群落するが白岩層〈砂岩系壌土〉真根層（粘土層〉には殆んど

野生を見訟い。たに告とれより奥地、亀山村札郷、郷台方面及び天津層には多少点在するが群落する

所はたにい。

ここに引用した地層名については脇水鉄五郎博士の調査による東京大学千葉県演習林地質地図に

よづた。

(2) ハナミョウガの植生

東京大学演習林内では主として北面の傾斜地で中齢（30：～40年生〉以上の針葉樹林（杉〉の強い

庇蔭下に野生多く、殊に第三期層のいわゆる妙見層に属する砂質壌土でフ｛ムスの多い杉及び落葉

樹層の発達した場所に多く切り遇、栗ケ沢のニヶ所では特に群生し且ワ多数の稚苗が発生して語り

最適地と見られる。

同地ではハナミョウガの1株に発生する果穂は概ね12～37本で、 1果穂中～の結実数は最小3個、

1) 木村雄四郎：薬学雑誌 59,329 (1939) 

2）木村雄四郎：同 誌 53,794 (1933），同誌 54,47 (1934），同誌， 55,1101 (1935），同誌 51,:147 
(1937), 57, 60 (1937), 60, 87 (1940), 60, 93, (1940), 60, 97 (1940), Proc. Imp. Acad. XII. 285 
(1939) 
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最大 15個を算し果実中の種子数は平均 18～20個である。．
第 1図清澄山に於ける地．層．分布図
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ハナミョウガは寒冷殊に降霜及び日射に甚だ弱く例へば東京都内イ山川、吉祥寺等の露地では冬期

c 1 ）平均気温（C0)
月 昭和 16年 昭和 17年 昭和 18年 昭和 19年 昭和 20年

5.4 4.6 3.9 3.7 2.4 

H 4. 7 2.6 4.6 3.9 1. 3 ． 
UI 7. 7 10.1 6.8 6.2 7.1 

JV 11.4 13.7 11.6 10.9 13・ 8 

v 16.8 17.0 p.7 l6.8 15.5 

¥1 i9.5 21. i 19.9 ・2i.+ ;;zp.2 

刊 :22.1 25.6 2;2.5 24.7 20~7 

珊 f4ol 2.6. l 29.6 26.? 25.3 

IX ~0.3 2~，.o 2~.4 22.2 21.8 

x 17. 8 1.6~6 17. 0 15.9 17. 4 

XI 12.6 lJ.5 11. 7 11.、l 12.9 

xn 8.1 7 •. 2 9. 1 6.1 6 .. 9 

平 均 1.4. 2 15.0 14.5 14 .. 1 13.8 
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0.5C0以下の気温では地上部は殆んど枯死するが樹林下霜覆いすれば越冬する。

東京大学千葉県演習林清澄作業所で観測した気温及び降水量は次の通りーであヮて5ヶ年間平均気

温は最低 1.3C0、最高 26.2C0で降水量は年間 1,792～2, 8(1 mmである。

. ( 2) 月別最高、最低平均気温

昭和J16年 昭和 17年 昭和 18年 昭和 19年 昭和I~O 年

気温 co 気温 C口 気 温 C" I~ 気判気温ぴ
月
平均最高（平均最低平均最高｜平均最低平均最高｜平均最低｜平均最高｜平 平均最高（平均最低

9.0 1.3 7.6 0.3 7.6 1~ 2 7.6 o.4 5.6 1 .. s 

H 7,9 '3.6 5.7 1. 1 8.2 0.0 7'. 7 8.1 4~ 1 1. 9 

目 11. 4. 4•.1 13.4 5,5 9.8 1.9 9.0 1.3 9~7 2.7 

IV 14.9 8.1 16.3 8.3 14.1 6.6 13.7 5.9 16.0 9.1 

118. 6 12.6 18. 7 12.4 19.7 13.1 19.0 12.6 17.8 11. 1 

VI 21.2 16・ 5 22.5 17.5 21. 7 16.5 22.9 16.3 21.8 16.6 

四 24. 1 19.3 27.0 22.3 23.9 19.8 26.9 20.7 22.7 17.2 

四 25.4 21.2 27. 3 22.3 26.・9 22.0 27.3 22.2 一 22.1 

IX 22.0 17.3 25.4 20.6 25.2 20.2 23.7 18.8 一 18 .. 6 

x 20.1 13.4 18.7 11.9 19.6 13.3 17.8 13.0 18.4 14.1 
XI 15. 3 8.7 14.6 6.5 14.8 7.7 13.1 8.1 14.5 9.CJ 

XII 11.0 3.8 10.5 2.3 12.8 3.4 8.8 2.5 9.6 2.9 

平 均 16.7 10.8 17.3 10. 7 17.0 10. 3 16.5 9.4 一 10.0 

c 3 ）降水量総計（mm)
月 昭和 16年 昭和 17年 昭和 18年 昭和 19年 ｜ 昭和 20年

100.9 25.4 67.1 22.4 4.6 

If 152.5 87.7 98.7 62.3 101、7
目 235.9 234.9 113.0 221.5 160.9 

IV 197. 9 227.2 212.0 283.0 161. 7 

289-7 167.1 239.1 126.4 253.4 

VI 365.5 281.8 95.5 154.7 158.3 

’ W 676.9 9.9 231-2 59.7 235.6 

珊 .203.7 106.8 131. 6 85.6 359.2 

IX 272~6 250.2 l'.!.0 .. 1 291.0 187.1 

x 78.4 190.5 430.5 372.5 502.5 

XI 168.4 162. 8 63.3 275.3 248.6 

. -XII 129.4 47. 7 47.9 27.3 70.0 

計 2, 871. 5 1,792.0 1,850.0 1,981.7 2,443.6 

( 4) 浩澄山産伊豆縮砂の品質

清澄山産伊豆縮砂を市販品と比較するとその品質は次の通りである－。

九産 1也 ｜乾燥減量%｜ 灰分% 精 泊% I エ戸テh キス%
清澄山産 15.11 4.96 0.45 2.46 

清澄山産 11. 09 6.64 0.90 2.40 

市販品（東京〉 13.08 4.90 1.00 2.11 
' 

市販品（大阪〉 14.00 5.bo 0.60 1. 97 

市販品（熊本〉 12.82 6.25 0.35 2.so 

平 均 13.07 5.55 0.66 2 •. 29 
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な沿昭和 26年φ10、11、12月及び昭和 27年，1月のそれぞれ中句に上記切り適及び栗ケ沢の
ニヶ所で果実を採取し調製した伊豆縮砂にヲいては目下成分合量を試験中である。

(5）要約

1) ハナミョウガの栽培に当り東京大学’千葉県演習林で野生する環境を調査した。

2) ハナミョウガは第三期層のいわゆる妙見層に属ナる砂岩系砂質壌土に適し、北面の傾斜地で

中齢以上の針葉樹の強い庇蔭下に野生多く、殊にフームスの多い所に好んで生育することを明かに

した。その他の白岩層〈砂岩系壌土〉又は真根層〈粘土〉には殆んど野生するを見ない。

3う 東京大学千葉県演習林内の5年間の平均気温は最低 1.3°C、最高 26.2°C、降水量は年間

1, 792-2, 871 m m である。

の 昭和 27年度以降東京大学千葉県演習林当局の協，力の下に現地で栽培試験に着手し、その成

果を得て都下八丈島、大島、三宅島等に伊豆縮砂の増産対策を実施するととを要望する。

_XXI 防疫用除虫菊乳剤の試験成績
化学検査部医薬品第二課木村雄四郎

同 小泉清太郎

近時 D.D.T.叉は B.H.C.等の強力訟殺虫剤の出現により防疫上大きな成果をあげているがピ

レトリンを主剤とする防疫用除虫菊乳剤の効果もまた軽視できないものがある。即ちその主成分ピ

レトリンの特異伝病痔作用は昆虫類に対して即効的であり、これに D.D.T.叉は B.H.C.剤を配合

すれば一層相乗的た効果を期待できることは周知の事実である。

殊にわが国は除虫菊の世界的生産地であって北海道を初め岡山、愛媛、広島等の諸県で昭和 23

年度の除虫菊花の生産額は 34万貫く昭和 10年の最高生産額の約11.1？）を算しその約 26%が防疫

凋除虫菊乳剤に消費されている現状で、昭和 25年度の防疫用除虫菊乳剤の生産額は約414,-000ガ

ロンである。

Cl）試験規格

防疫用除虫菊乳剤はピレトリン 2%を合む除虫菊ヱキス約 9%を主剤とする石油乳剤であ

ヮて通例次の処方による。

1) 2 % ピレトリン合有除虫菊ヱキス 3.42L 

燈用又は軽油 22. 60 L 

水・ 11. 30 L 

硫酸化油 650 g 

石鹸末 650 g 

をとり充分に撹持し乳化して全量を約 38.5, Lとする。

2) 本品 100ccのピレトリン合量は 140mg以上である。

3) 本品はやや粘調性を有する白色又は淡褐色の手し化液である。水層の分離しているものがある

：が、撹持振混ずれば乳化液と反り長時間その状態を保たたければたらたい。

4) 木品1容を7.k.30容中に注加して軽く振、還するとぎ直ちに拡散し混和して微細均等た乳化液
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にたら泣ければたち伝い。との際甚だしく泊滴が分離して浮激し叉ば爽雑物が存在しては怒ら泣い。

5) 本品の比重は約 0.9である。

6) 本品 100ccを 200ccの共栓メスシリンダにとり 20%硫酸100ccを混和してときどき振塗

したがら 2時間 40却ω。に保ち、更に 1夜常温で静置：したとき分離する泊分は 67cc以上でたけ
ればたらない。

(2》試験法

との試験法は昭和 25年 2月 27日厚生省薬発第 132号で各府県知事あて通謀され、同年2月

薬事法並に食品衛生検査技術打合会で指示された方法王〉で、要するに除虫菊の有効成分ピレトリン

の酸定量法を応用したものであるO 即ちピレトリンの鹸化によヮて生成する第一菊酸及び第二菊酸

を逆滴定する方法で、その概要は第1表試験法要旨の通りである。

第 1表試験法要旨

検体 100cc 

｜十2096H:.?S04 100.cc （振謹ιな｝がら 2時問 40～(5QoC に｛呆ち夏に一夜； 
l 静置し分離する，泊分は 67cc以上でな庁れば、ならなU、
分離泊分 50c c 

！＋水 50CC十稀 HiS04で微酸性となし速かに水蒸気蒸留する

→溜波（約 400cc，メチルレッド液で赤変しな〈なる迄〉

液一分涯振っ由×
 
C

滋
ゆ

問
削

ル

ワ

液

波

F

C

溶

溶

ゾ

仇

ル

酸

ン

i

F

液

菊

ベ

・

亦

ゾ

出

一

十

十

シ

I
v
摺

L
第
1
l
1
4
べ

↓ 
残溜波

！冷後油分を分取する

泊分

｜＋酒精ソ F ダ液 30cc，水浴上で 2時間加水分解する

J冷後下層の赤褐色のアルカリ液を分取する
赤褐色のアルカリ液

十水 10CCX2容器洗糠

水 20cc石油層洗撫

, 1% NaOH sOcc x 2石油層洗琳

アルカリ液＋洗鯨波

I 150日，蒸発濃縮斗酸性白土 lg十10%BaC山 C

4水で精密に 250ccとなし一夜放置後鴻液 200ccをとる

菊酸水溶液

i位瞬時0410叫水蒸気蒸留し溜出波別c，残留液約 SOc;cとする
残留液

第二菊酸溶液

J吸引耀過

沈澱i撮液

中性7Jcscc, .J空－NaOHlOcc 
50 

振盤後 -1'LH2Sn.1で逆滴定
t 50 

第一菊酸

十食塩飽和十エF テノレ soccx 3振畳分波

十7Jc10cc×2洗糠

エ F テル溜去後 100°cio分乾燥する
酒精 2ccを加えてとかし

+71c 20cc煮沸後＿'.ri_NabHで滴定
50 

i C指示薬フエノールフタレイシ〉
第二菊酸

（ピレトリン II)

計算
f. N ・ .¥ 250 石油量

6.56( !Oi--－ー－H2S04消費量）x→一一×ーー十一司
¥ 5'0 J 200 50 

〈ピレトリン I)

~~ 72 x -1'LNaOH 消費量 x~型 x互並塁
・50 200 ・50 
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（註〉 上空－NaOHlee＝・ピνトリシ Iの 6・o6mg
50 

_B_NaOH lee＝ピレトリン IIの 3・72mg 
50 

100 ccのピレトリシ合量はピレトリン I,IIの和である。

伝治F ピレトリンにはピレトリン I及びピレトリン IIがありその化学構造式は次の通りであ

るt)2）。
CH a 

RO C 
)c／、C-CH2 -CH= CH-CH= CH2 
IV・ 1 I 

H~C一一一一、co
/C=(CH:i)2 

R＝ーCO-CHぐ！
"CH-CH=C=(CH3)2 

ピレトリン I

(3）試験成績

/C＝くCHa〕2
R＝ーCO-C百く！ ノCHa

'-CH-CH =Cど
"COOCHa 

ピレ：トリン II

われわれはこの試験法により今夏都で、購入した防疫用除虫菊乳剤を試験し別表の試験成験を得た

のでとこにこれを報告する。

試験成績一覧表

ぷ~I 性 状 I …性状 lz？~1~ピレトリ｜ピレトリ 1 ；~；， 9
水和fと1の：3混a)I爽雑物 l1、由凋ρべ離 ン ~g ン ~g ン mg 適否

A 帯責，白色事し液 良 微量 なL ・70 71. 35 '72.99 144.29 適

D B 帯責白名手し波 良 なし なし 70 -65.50 80.70 146.20 適
RK  一

0 帯責白色乳液 良 f肱量・ なし 70 56.60 83.50 145.10 適
一 一 一

D 帯黄色色乳液 良 1肱量 なし 70 71.75 78.50 150.52 適

A 帯褐黄f白色事し液 良 4微量 なし 71 61.35 79.12 140.48 適

一
N B 帯褐黄色色乳液 良 ！｝？量 1肱 72 72.00 83.70 155.70 適
KR 一 一。帯禍黄白色苦しj夜 良 少量 な．し 72 M.60 90.70 155.30 適

一
D 帯褐賞白色雪し？夜 良 微量 なし 72 62.77 80.40 143.17 適

A 帯黄白色苦し波 良 微量 なし 70 63.96 88.30 152.26 適

K B 帯責白色苦し波 良 微量 なし 72 72.00 87.20 159.20 適
KR. 

0 帯黄白色手し波 長 微量 なし 70 64.00 89.50 153.50 適
,,. 

D 帯黄白色乳液 良 なし 70 75.13 80.98 156.11 適

A 帯緑黄白色苦し液 －良 微量 なし 70 67.32 72.68 140.00 t 適
' 

D B 帯緑黄白色乳液 良 なし f放 72 69.70 79.00 148.70 適

N 一
KK 0 帯緑黄白色乳液 良 微量 なし 70 56°30 87.90 143.90 適

D 帯緑黄白色乳液 良 微量 なし 72" 78.35 83.75 162.10 適

以上の試験法については防疫用除虫菊乳剤懇話会技術委員会でも現段階に於ける妥当性を認めて

いるが上述の通り操作頗る繁雑で長時間を要するので、目下更に簡便た改良法につき研究中である。

1) 山口一孝：化学の領域5巻 24～29（昭和 26年〉
2) La Forge, Barthel: J. Org. Chem., XV. 7. 416 (1942) 
3) Staudinger H, Ruzicka L.: Helv. 7. 17~. 20.L, .:212, 236, 245, 377, 406, 442, 448 {1924) 
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III芳香族ニトロ化合物による麻薬の徴量分析法

田

戸

課粧れじ薬麻部査検学レu 村 健

谷哲

夫

也

麻薬の鑑定は特に微量の検体を取扱う場合が多く、そのため金属塩による鏡検分析が行われてい

るが比較的種々の条件に影響され易い。芳香焼ニトロ化合物の附加物は通例定性的に又特殊伝場合

に定量的分離に利用せられているが麻薬0鑑識上その綜合的研究は余り行われていたい。著者等は

麻薬及び麻薬に混入され易い類似薬品 17種について Pikrinsaure,Pikrolonsaure(3-methyl-4・nitro・

1-(p-nitrophenyl）・5・pyrazolon),Flavian siiure (1・Naphthol-2,4-dinitro・7・sulfonsaure）の各附加

物を誘導し〈以下夫々 Pk,Pl, Flと略記する〉検討した処たとえ反応近似の物質でも結晶〈又は泌

．澱〉の生成速度並び、に結品の形状に大き伝相違を有する事を認めた。従οτ通常の方法で困難tJ.類

似の麻薬でも結品生成難易の事実と鏡検分析とによってー鑑識法として応用出来るのでここに報告

する。

(1) P(krat, Pikrolonat, Fla vianatの誘導方法

試料数 mg乃至数 lOnigを可及的少量の 90%アルコールに加古i溶解し之れに各試薬 leeを加え

更に加温し若し沈澱の析出があれば、溶失するまで 90%Jlレコールを加える。次に水数滴を加え全

くj園濁を認めない時は共の偉放置し、認める時は揺動しても消失しなくなるまで水を加え、得た結

品を？慮別水洗し必要あれば稀アルコールより再結晶する。本誌実施のものは此処に得た各結晶に。

いて融点、並び、にアルカロイド呈色反応を行い、叉1%苛性アルカリに溶解し原塩基を分離して各

喧基の Pik叫 I>ikrolonat,Flavia附である事を確認したものにつき実施した。

l 試薬： 1. ピクリン酸溶液・…・・融点既知の精製 Pikrinsaure を 90J~アルコールに飽和溶解させ漉

．過したものを使用（第六改正日本薬局方の収載処方による時は Pikratの収量が極めて悪いか或ば全

く不可能な事があった〉。

1. ピクロロオン酸溶液……Mere~ 製純 Pikrolonsaur己 5g を ~0% アルコール lOOec に溶解使

用

1.フラピアン酸溶液……分析既知のFlavians品ure5gを 90%アルコール lOOccに溶解使用

(2) Pikrat, Pikrolonat, Fla vianatの各生成難易にワいての知見

各塩基は Pikrat,Pikrolonat, Fla、vianat・の生成に際し塩基構造の僅かた違いによっても結晶析

出に大きな相違のある事が認められる。共の結果については Tabell~ Iに示した通り HeroinPK.は

極めて容易に生成し得．るも MorphinPK.は稀薄溶液からは結晶析出に多大の時間を要し、叉濃厚溶

液から HeroinPKと同様に沈澱す一るーも少量の水の添加により簡単に溶解する。しかるにHeroinPl 

及びFlは殆んど析出が友く、乙れに反し MbrphinPI特に Flは比較的容易に析出する。向Codein

'Plも祈出←し難いがその PKは比較的容易に析出する。又 Cocain,Tropac（）~ain, Pr()cain, Dibucain 

l'Cw:Jいては ProeainFlが析出容易取るに反して・Di~ucain ・ Fl・は析出せ守、 TropacocainPlの析出

し易いのに Co~ain Plの析出が無い事は注目に価する。
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TabeIIe I 

但し 十＋＋・H ・H ・－・極めて析出容易なるもの、 （＋〉・・・・ H ・H ・－・無定形沈i殴
＋十・H ・H ・－－－－比較的析出容易なるもの

十…...・H ・－…・やふ析出し難いもの

一...・H ・－－・・・…析出し難いもの

Probe Pikrat Pikrolonat 

Morphin ＋ 十

Heroin ＋ ＋ 十

Codein 十 十 一

Dionin 十 十 十

Narcotin ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

Papaverin ＋ ＋ 十 十 十 十

Cocain 十 ＋ 一

Tropacoc ain ＋、十 十 十

Procain ＋ ＋ 十

Dibucain 一 十

Operidin ＋ ＋ 十 ＋ 十

Antipyrin 十 ーι ＋ 十

Homatropin ＋ ＋ ＋ 十

Scopolamin 十 ＋ ー「

ーAtropin ＋ ート ＋ 

Cinchonin 十 ＋ ＋ 

Quinin （＋〉 （ート〕 ,, 

(3) Pikrat, Pikrolonat, Flavianatの鏡検分析

Flavianat 

十 ＋ 

一

十

十

一 ー、

十

, ’ ι ' 一

ド ＋ 

十 十 十

十 十
) 

十 十

一

十

一

十

〔十〕

以上によって得られた各ニトロ化合物による附加物を 5×10乃至 5×25倍率で鏡検したところ

類似の麻薬聞でもよく異同が鑑別出来る。結晶形にοいでは TabelleII l'L示した通りであるが、結

晶形の記載は偏光顕微鏡による観察を行い得訟かうたので慣用語によοた。即ち Morphin,Heroin, 

Codeinの三者を比較すれば PKは夫々柱状、六角板状、松葉状で中でも Heroinは極めて特異た

為非常に微量危場合といえども実施して特に効果を挙げている。叉 MorphinFlは美麗た毛状を呈

するので鑑別容易である。叉 Coca{n.I>Kはくもの巣であるのに反しむopacocainは薄い長方形板

状品を呈し、共の他 PapaverinP1,・・ Scopolamin PI, Operidinは毛状綿状で特徴が犬きい。

Ql;lininはPK,PI, Flの何れによ wっても結晶形として得られたかった。しかしたがら Homatropin

等の様に多形を有すJるもののある事も認められた。

(4) 結論並びに推論

1. 一つの麻薬にワいて各ニトロ化合物の附加物の結品析出が容易であるか、析出し難いかとい

う事と、析出した結晶の形状の異同が直接類似の麻薬聞の証明となり得る。

2. (l）の事実は他のエトロ化合物による附加物にも当然あるものと考えられるので目下検討実

施中である。

3.' 一種のエトロ化合物による類種の麻薬？異φ結晶析出の難易は適当危条件で行えば各麻薬を分

離じ得るので定霊法にづいても検討中である。

終りに当り本研究に際し終始御鞭捲を戴いた新井所長及び、佐々木部長に深謝すると共に分析共の

他の労をとられた山添技師、｝［［回優子嬢に御礼申し上げる。
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Tabelle II 

Flavianat Pikrolonat Pikrat Probe 

毛扶

養色
FP 
f守♂

ι ,,, ,,'!. 

（独身え）
、骨易．

イ有包

Ff 

16！～162° 

Morphin 

Heroin 

Codein 

ν

色

勾

五
み
か

＼

心

い

／

I

内
守

JK
色

。

げ

成

色

向

村
長
引
／
‘
執
議
今

＼刈／

b

公
明
v

弘
w
d
v

一、AV

ιヘ
色
口
必

加
料
伊
川

計吠
1:nA.乞
舟： ，e,
FP 
〆8 ／~

｛社試に）

」多色
Ff. 

Dionin 

, Narcotin 

’・Papaverin 

Tropacocain 

Coca in 
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t 'U、）肴毛
＼園 田ノグト j俗

Procain 



,o 航。Dibucain 
苦乞

イト得

〆ぺγ～＼ 〆「？？＼
針9え

Operidin II '0 － τ－－：：－－ J若 $ '" .. ：＼.ヲ1）養色
f P 1守8"'

司、‘ーー’F！⑫f抑え） 3数釦升
Ant'ipyrin 

普色
iまkんぜ身色

FP. 

la？～170 

!'fomatropin I t安色
F.P. 
181° 

Scopolamin 

Atropin 

Cinchonin 

Quinin 

民
一
場
合
げ

叔
安
静
山
山
庁

特異な結品形を有し実用に供し得ると考えられるものには結品形に括孤を施したロ
析出のないものは空欄とした。
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XXI ガラス類の遊離アルカリについて

化学検査部衛生用品課 税c
同西

山 i 勝

回目茂

、治

薬品の貯蔵には容器包装の良否が、その純度に影響を及ぼ、すとと大であり、特に注射剤の容器即

ちアンフ。ル類はその不良品を使用する時は薬品に変化を来し、中毒の原因と怒り、直ちに人命に関

する問題としてとれを取扱うものは絶え十注意を払う必要がある。

ガラスの化学的性質は、ガラスの7］（に溶解することに関係するものであって、元来水の溶解力に

対して一見非常訟抵抗を持っている様に見えるが、品に依つては案外水に弱い場合もある。特に水

のみでたくアルカリ性液、酸性液、その他薬品、或は高区高温の水蒸気、空気中の水分炭酸等の色

々の物質の存在により侵される場合が多くある。その試験法も種々あるが化学的抵抗度の試験法と

してガラスの遊離アルカリの試験法が用いられている。

試験法としてヨードエオヂン法、ナルコチンハイドロクロライド法、フエノ.－ lレフグレイン法、

銀引法、オートクレーグ法やそれらの別法があるが、一長一短がある。前薬局方は浸漬法〈表面試

斡法〉であ・って、メチルレッド溶液を充填したガラス容器が加熱により溶出した遊離アルカリのた

めその液の槌色する程度を判定すでる方法であるo然しこの試験法は内容量と表面積との比が内容量

の大たる程表面積が少なくたEる割合とたり遊離アルカリに対して有利の判定とたるので今回の第六

改正日本薬局方では、粉末試験法を収載せられたのである。即ち或程度の大きさを持っている粉末

硝子の遊離アルカリ試験である。依ヲて日常使用しているアンフ。ル、ワクチン瓶、注射筒・やその他

の容器について試験し、市販品品質のー班を示し参考に供する次第である。

試験方法

日本薬局方一般試験法、注射剤用ガラス容器の項に準じ！？戸試験し、その粉末試料の 5g {IC対する

N/50 H2S04の消費量を測定する。

即ち A 熔封できる内容量 10 cc未満の容器 0. 3 cc 以下

B 熔封できる内容量 10 cc 以上 100cc未満の容器 ; o. 4 cc 以下
c 熔封できる内容量 100 cc以上の容器 0. 6 cc 以下

"D  熔封できたにい容器〈容器として用いる注射筒を合む〉 2 cc以下

を適合とする。

試験成ー績 次表に示す通り。

試験結果に対する考察

前記の試験成績に示す様に、アンフ。ル及び、ペニシリン瓶は大体良好で、ワクチン瓶には小数の不

適品を認める。ペニシリン用の注射筒も良好と考えられる。

その他、化学用に使用しているものはピ｛カー、フラスコ、ベトリー皿等大体成績良好なるも、

中には暗養基用試験管の様にN/50H2S04消費量の最小 0.16cc最大 9.59 ccの様に差の大きたも

のもあるoかかるものは購入の際一考を要するo又一般容器の酒精瓶、サイダー瓶、葡萄酒瓶、シ

ロップ瓶、暗乳瓶等の中ではビール瓶は比較的良好であり、その他のものは一般に遊離アルカリが

特に多量認められる。特に表中のシロップ瓶、ヨーグルト瓶、香水瓶等は内容物の貯蔵中そのもの
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遊離アルカリ試験威績表 (1) 

N消／費50量H2Sn1 

種 類 容量 1 cc 備 考
cc 最大｜最小｜平均

ア シ プ ル｜ 日 o. 40 o. 02 o 101 ::1 A蝋目するも叩Lて局方適白もの18 (90%) 

グ 10～三0 0・40 o. 02 0.11 E項範囲に属するものにして局方適のもの
~o (loo%) 

汐 I 100～500 o. so:. o. 02 0.12 G項範囲に属するものにして局方適のもの
10・（100%〕

か （プラスマ用〉 .:oo 0.15 0.02 0.08 ' 5 0 fl fl 5 (100%) 

V タチシ瓶 2：：～印 5:::1 0.23 I 創：：出：（ fl fl 釘 （雌〉
fl 100 5. 70 o. 23 1. D fl fl 14 (70%) 

注射筒（ぺニシリン用） 2 0.40 O. 10 O. D fl fl 5 (100%) 

注射筒 M O田10－＂~I o. , 
" 5～10 2.00 o.2s o~ s 

// 20～100 2・501 0・30 0・95 5 
試験管 :20 3・001 0・19 0・24 10 

培護基月試験管 100 9. 591 o. 16 1. 74 10 

ぜ F カ戸 100～500 o. 90 0; 12 o. 23 10 

フラスコ 500戸..1, 000, 0. 35 o. 25 o. 27 5 

ペトリ F filL 100 1. 1. 09 1.20 5 

酒精瓶 500 2. 1. 70 1. 85 5 

サイダー瓶 350 7・ 1・301 3・58 5 

ビール瓶 600 1. 1. 20 1.25 5 

葡萄酒瓶 600 2. 2.00 2.20 5 

暗 主し 瓶 200 3. 2. 56 2. 91 3 

ヨ F グルト瓶 1町 一寸 l 一般もD煮沸消毒晴子自剥離するも白

香水瓶 2 --14. 7 1 

N/50 H2S04 1cc=Na20 O. 6lmg 

に変化を来たすので特に悪質のものとして調査したのである。いすτれも遊離アルカリが多く容器と

して不適当たることを示している。命シロップ瓶、ヨーグルト瓶、香水瓶等に限らす＝、遊離）.ルカ

リ量極めて多量のものは瓶中に水を入れ水浴中で加熱しでも瓶壁よりガラス片が剥離する場合や沈

澱潤濁を生十るのが認められる。

加熱に上るガラスの遊離アルカリ溶出試験

ガラスの加熱により、如何たる程度にアルカリ分を溶出し又その溶出するアルカリ分の減少の状

況をアンプJレ、ワクチン瓶、ベトリ｛皿、試験管等について試験したのである。

試験方法

試験方法は局方試験に準じて加熱時間 2時聞を 1固として遊離アルカリの溶出分を測定し、そ

の後同一検体を水洗乾燥後同様の試験を反覆して遊離するアルカリの溶出の持続状況を試験したの

である。

試験成績 次表の通りである。

試験結果に対する考察
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試験成績表（2)

力日 熱 溶 出 の 回 数

番号 検 体 名 1 2 3 4 5 6 7 8 

N/50 H2S04消費 cc数

'l ア ンフ。 fレ 1. 15 0.05 0.03 0.03 0.03 

2 培養基用試験管 0.20 0.10 0.05 o.os 0.05 
3 試 J験 管 1 • .:zo o. 15. o. 11 0.09 0.09 0.09 
4 ワクチン瓶 0.25 0.10 0. 10 o.os 0.08 0.08 
5 fl 0.39 o. 15 0.10 0.10 0.10 0.10 
6 ペトリー皿 1.50 0.65 0.51 o. 40 0.35 0.35 0.35 
7 試 験 管 2.60 1.85 1. 15 1. 09 l.00 i.oo 1. co 
8 培養基用試験管 9.60 6.00 4.65 4. 15 3.85 3.00 3.00 3.00 

第 1回の加熱試験で遊離アルカリの溶出の少たいもので N;5oniso＂消費量 0.39 cc 以下のも

の、即ちアンプル、培養基用試験管、試験管、ワクチン瓶に於ては大様 2～3回加熱溶出後は命遊

離アルカリを溶出するも微量で恒数である。

N/50 H2S04消費量 1.5～2.6 ccのペトリ｛皿、試験管は 4回の加熱溶出後恒数の遊離アルカ

リ量と怠る。

N/50 H2S04 消費量 9.6 ccの培養基用試験管に於てはアルカリ分の少量にたるまでには加熱溶

出に 6回を要し、倫相当の遊離アルカリを溶出する。

要約すれば、遊離アルカリ分微量たるものは容易にアルカリ”分の減少を見るも多量にアルカリ分を

溶出するものは加熱溶出に極めて長時間を要し、アルカリ分の充分な除去は困難である。

総括

前記試料中アンプルは硝子会社より直接寄贈のものでありその他は市販品であるが、試料の蒐集

方法に不備があるので市販品の全般を推測することは早計であるが、その一端を知ることは出来る

とJ思うの'-0'ある。

即ちアンフ。yレ類’は遊離アルカリ量少く N/50H2S04消費量 o.2 cc以下のものが多くあり、良好

と認められる。 ワクチン瓶は局方規定よりすれば、 D項に属するから 2cc 以下でよいのであるが

倫不良品が認められる。叉薬液の長期保存上アンプルの項に成るべく近いもので怠ければ、なら危い

と考える。良質として市販されるものの大部分は 0.6 cc以下が多いのである。

叉一般容器については名称記入のものは比較的良質で、無印のものは不良品が多く認められたo

N/50 H2S04消費量 20.00 cc以上のものは極めて異例では友いかと思う。かかるものは一般容

器としても不適当で、ある。遊離アルカリの多量に溶出する硝子容器は煮沸洗織によって、或程度減

少せしめる事は出来るも長時間を要するをも0てこれらの使用の際は特に注意を要する。

最後に佐々木化学検査部長の御懇篤怠る御指導を感謝する。
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